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工場匙弓たと云へはi ほんの近頃まで 、迎築家叫に優れ? こ迎築家は助HNしなかっ ?こものであ

る。そして工場建築には他の専川の技術家が例へば土木・技術持や機械液体: r ; ( ' i 'が掠底な 〈携

って居? こと云」、松な J!k態であっ1 : 。しかし現;(r: では工場処築の脱肢も叉建築技術に到する

要求も昔円 の比ではない。生産鏑プじのおii にi' !Vふて了) 封建築の; 主計担築に携はって居る建築

技術者の1肢はおびfこY しいものでゐる。しかし乍ら{ 仏我f.li lに於りる工場建築の硯j伏は紡

fii 工場を除いてPf i と・米1:: ;'，1:壌の11¥1に介せ(I I. J な!!Ji:i) (_ をIllt せす¥充分な研冗も少なく又部分的

にこれら 力が; あつても f全t 陛としての J波交刻f術将 J将4

と拍1識 t 経! 験l段金hが;'f刊リ{ ｪＮｱ 物初 を金＿ 遁じ て ｪ校友姉Ｋ術府 ｘＧ の技 ｦ俳術本桁 ｔ Ｗ水 Ｇ ｋＧ 刊待 ｾ￭ ｜ ｾを＿山めることは勿諭 ｦ快 Ｈｗ ￮ の ，こ Ｒ Ｑ町Ｚでゐるカが ｺ 又

- - } j 叡育も亦1佐保の Ar chitect に到す る叡TTと、山j して大型及びJ / J . I"J 穆伎に 於ては工業建

築皐科の如き Ｍ Ｍｾｈ［［Ａ ーを日 ｉｊ［ｩ 立して硯 守 下 の ｾ［ ｒ に主 ＱＱＧｬｩＨｉ Ｂｊ に ｲ ｾ へる必 Ｒｴがあ りはしな い か。

も ー ・ つ我々が ｩ 支符 ￯ｘＧ の水［ Ｎ ｾｻ［を ｉ［［ｊ めるにめに恨むことは ・ 工場 ｩｬｬ 楽 の設 計ーを刊ｩￎ物を油じ

て護Jえすることを工場常事者・の汗 され? こし、ことである。生F巨; 立制ii そのものは秘怖を要する

烈i もあらうが必十しも 1!M今の建築のロバ l までよ1' 1j'1する必要はな いのである。 5(;;幻 |路工; ( ' i '

ｬ こ於ても能 五、限りこのプ｝ｉｾに切 力せ られ ｔ こいことで ある。王ｒＮ ｻｉＺ のー ＭｩＧ ｮ ｣ の主 ｮ 築家が 削 ｊｊ も工犬

も Ｑ ｾ ｬ ｩ ＮｪＧもない ｬｩ 史， ｜ Ｑ ーをして日るわけはない。それらが公ぶされることはどの位我附の波術水

準を ｉ ｾ ［ｊ める に役 Ｚ ι っか士 ＱＱ れない のである。 現イ Ｑ Ｚ の我ｼ必ｼ の 欣引では米熟な米粧Ａ除 ｔ よ Ｑ Ｑ Ｗ 年波術

ｾｬＩＧがそのブ ｊ にあまる大き ｌ 、任 ￶Ｕ -5? i  r  .J:uまされてj心ることが IIHご多い のであるから 。1ぬi皇の

技術 Ｗｍ ｦ［に篤嘆する前にその刊行物をづ ｌ ょ。 ｾｭｾ 的技術 ｊｦ は Ｇｪ ｩ ｴ にめます ｪ 怠なくその技術念

公ぶしてJli るのである。

1  Vl lI 



工 場 の建 築

:r.場処築の主J象とも云ふべき生直工業とは一般

的に云へば低位の広叫 }か らr:: J位 の 製 品 をおIjる l つ

の過桂である。この似J ! i J ｾＮ［ｬＺ いつの時代にもえい づ

この同|にも鑓化 はない のであるがこ の眼 科、製 i;71

そのも の には社 内 の JU，態とかそ の件!のJUdLIコとかに

よって年々克 lこ，;下 し〈 去 へ ば 円んに径 [じのあるも

のである。 1yl Jへば/f' ｉｉ ｾ れま呆 川 ｆｩｚ ばか り 製 作 し て ゐ

?こ工場 がli 注目与になれば トラックばかり の製作にお

きかへられ ｦ こり 、 コ くゴトゴ トし に飛行機でｻ 主 主 ｉ ｊＩ Ｏｾ

駄 ｭ ごとわかっ＿二時代にはプレス機械にん 徒 主ｾｾ

加えて析しき如 (/I} ¥こも rll. <  ｊ ｉ ｾ よく 校 ￭ ｪＮ 型式 の 飛行機

ぞ製作 す る拡ーになったりする。 コくli1にWd/ ，そのも

のの せtztーのみ ではない 、 その製 i1111を創る過程にも

r=r 々の改汗江主沙がある。 機械めii.Uj;. は生 r，t i.. 粍 の

ーー部 管 行111持して luちに I:. :jfli: の製品を込ーり件られ

る。又|必1J J の進歩によって製 tilt1は錠々 I: :J級{ じされ

つ〉ある。 即 ち換守すれば生 産 工主 ｬ 正常にＯｉ ｾｴ き

てゐる /1 ものである。

二 仁ｽ ￡， ｈ Ｎｬｬ 楽 と ｴ ＺＺｴ ｊ ， ｓＨ 誌によれ を ｦｾｈｾＱｾ すればこ の生き

?こ生産 1:誌の 3 建設d こる物、; 立側、人 とをあ る一

定の ｉｉ ＮｅｾＱＨ こ ｉＧｾ Jって組織s[. -r: しめ る術で ある 。 :l jl に

風間をしのぐに過ぎぬとか、機械のわーはひに過ぎ

ぬとかと云ふ阪な: . l 5 へ方ではしに- ; ; ¥" (こ !m(llJ にして

材料より うど ｪｩ ｬ ｬ が川水トＮるか ｴ どん品↑ Ｈ Ｎ ＩＱ こ ｩ ｴＮ ｇｾ し て Ｓ

ＧＡＱＮ｜ Ｊｾ介 ｊｾ ｜ Ｚ ｲＺ ｪ に組織 Ｑ 工 ｦ こしめなりれは 心 らぬ。 例

へば製 ＱＱＱＱ の ￌｊｦ ｣ れを ｊ うへて機械やｾをよどむところ

ＱＡ｜ｾ＠ <  ｩｾｾ＠ Ｇ ｬｑＺし てタピ 公三 ＱＯ 日 ｾＱＱ｜ｾ くしヲ ｜ｾ Ｎｷ ｬ ｜ をはぶ く こと 、

如何にし て 材中・ 十 佐 官 ＱＱ 約してｾ目 立 引 をＡぶ くする かｩＧ

ＺＮｬＵ来すること 、 Ｎｪｾｾ光 、 ｩｬｬｬｊ 玖災芹を巧究して人 の Ｕ Ｗ

Ｑ 助 ｊ ｊ をＺｫ Ｚ ｾ｝ｨｩ 化 させる こ と 、 コ く日米 の遊 民に ｪｊ す

るｾＮＡＮｩｬｬＡし を必 ＴＱ Ｑ Ｚ して ［ｮＮＢｩ ， Ｇｩ にイ ＧＱ Ｑ 指 ｩ ｬＧｬ ＧｩＺ 会も＿こすこと ｴ ， ｾ［

いづれもよ切ill 築の勾究すべき1む1・1である。然し

主ｾ 築 佼ｦＺ ｭ と して ＨＯｬ ｊ ｦ 時も忘 れてならない ｔ ｊｪＺ はさ ｴ 庄 工

業{ ま fI ｾ ｩ てきてゐる ＯＱ と ｆ ムーよ、 引である。

x  x  x  

" i: t  ｾてゐる Ｑ Ｏ ｾ ｉ ＭＺ＠ IA _r. ｾ ｴ Ｒ＠ ｾ兵ｬｉ ￭ Ｏｬ ｈ こ し て組織 ＭＮｬｊＮ 二 ｦ こ し

めて工邸 建 築とな し件 られるか ｄ 術に ｔ Ｎｊ ｘＩ ｾ 築の

，Ａ＼ Ｚ Ａｴ ￮ｬｦ Ａ よ京占 ｵｭβＱ ・ ｾ ｩ ｲｲ ｊ ＿
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東 ｾｦｦＱ＠ 訂t

一- . ' 弘

"、

進u ' べき j主がある。勿論建築材n には生命 もなけ

れば生長ちなし、。川市j 本石である 0 ・この生命もな

く生長もない建 築材判を以て生げ る工 場 建 築 を 創

るところに建築技山11 7) 創出力がある のである。市

かもその創立! }J ｴ 利益 ｬ 楽家 のむ ｾる ｪ ￯ ｬ に紙 ｬ 二に主 〈 ポ

分 本1¥1: のものでも な 〈、 ス彫刻家の巡る立趨: ' r ' . ) な

物 ｴｒｬ と ｉ ｉｾ i との交311・でもない 、 どこまでも " i: t ｾて

ゐる 11 ｾｨ ， ｴ Ｎｬ Ｚ ［ ｲ をｾ ｾ凶 ｢ｩ せ なげればなら ぬ 。

ヰヨ、』よ以 ｪ 丘ｾＮＡＮＱこＷＧ Ｑ ・ ｩ Ｂ ｾ Ｑ J ) '  .. Ａ ｝ｽｉｖｾ ＧＩ＠ rll で 2 つの l白ilコい作

例 Ｐ ，出ん ｲｾＧ 、 ｌ 、づれも ｩ 此近Ｑｉ Ｇ， ｾｅｬ こ工場でめり Ｒ つ

ながら生き 仁三j:. 庄. J : ぷをよ <4巴iEしてゐると ，lU、(ま

れ然も 2 っとも全く劉蹴，1'.) な立 場よ りの:iJ IJi 1! であ

る11li に) 1:常に興味会ひかれる 、 | つはアメ リカ が

批近生んr.: 二十 111:紀 の結果とも云ふべき自動牢の

ノ( }It 生産.1". 窃の，il1例であり 、 l つはドイツの純理

I'!'- J' I'I: 特を ! ¥:ぷ すべき ぷ ，l l'fylJ である。

×  ×  ×  

ア メ リカ のム Ｚ ｩ ｬ ｩｾｅ ｩＮ 主 Ｍ ｉＺ ｊ じを封象 としに工場処 染

の"1でiはも介J : ' I l I y.j によれを把魁しにものはアノレパ

ｻ ト・ ヵ ｾ Ｏ Ｍ Ｍ ｶＮ 氏 の 起 築 であらう。郊 ＱＱ ω ｼ はカｻ

ンイl ' の ドツヂ i: J 動車千引lil 口座 7 Iコ: 主 1・ラック工場

の製 Ｑ ＱＱＱＱ 勤 ｲｾｪｮｩ ，心 ｼで あ る。こ の よｉ 二塁 Ｓ は メ ート ルに 山［し

てが)-120 メート ルに 120メ { トル一郎二附挫のこじ壊

であるが弟 1!i ，，11の如 < Ｑ Ｑ Ｑ 央金 ｮ 通せる主組立 助 ｾ ｊｪ ｾ

ｾ 主 流と してあ Ｗ こかも大和 Ｇｊ に 多 〈 のえ Ｚｩｴｐ［ そそぐ

如〈よれに脆々なる製11111の動j(jil が JT流して完全な

トラックと なって 11'，る。改ひ l立平却を : i 1る動線 、

成ひ ｴＱ ボデＭーを ｩｩＡｩ る ￆ ｬｊ 制 ｾｊｊｘ ひはそれにペンキを捻

る到 ｾ［ｪｾ ｬＭｾひは少さいまハンドルのみを Ｑ ｭ 工する 動

か ， ｪＺｾ ｾ ｾ し、づれもエンド レ スチェ ー ンに イ ＧＱＮＮ［Ｎって ｬ 時々妥 ｉ ｊ

んに動く。労働 X' はよれにすがりついて自分の前

にl仰が流れてボfこ11.)-・に i 1 らの介主 の範 凶の仕 事 を

する。終 11 (/l J  100111. 1何 1000回とな く同じ前 市j よる

動作 の繰返 しによって J[法務を絡る。

アJ L - パ{ ト・カ{ ン はこの建築み設; ¥1" ¥ ｾ到 し て ｬ

にはある ーうどの生 出1'I' L↑なを !司ー建 物 J ]̂ に入れて整

形 fj. Ji '!式 全邦川しに。 タトf，tl 百を長 くし建物に凸凹
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:ml 悶 ドツヂ牟j根強 トラック工場の WJ線

{ei1!る こと は建築費の」てよりも商杭のJ -.よりも 、

作業動綿の上よりも叉監理の上よりも駄長にすぎ

て不粧怖である。 2 には動総ぞ IH来得る限l J iu紘

に、製品の流れを最短 に而も互に交錯せする後退せ

ぎる様に配置し? こ。 3 には各部分品の動*Jil に一定

の融通性を保? こしめに。之れは最初に設ぺ? こ様に

製品はffo: 併の進歩と共に改良される 、自動車のド

アの撮り l つでも時々改良される。これに最初よ

り融通性のなき/ ) 、商都を興ふれば そこに進歩がな

〈な る。 4 には工場内の死空間を少 〈し 叉場内の

監理主? 苓易にする? こめに柱問を等し く ( この場介

には90吠 x40択〉深下の統ーをはかつ?こ。 5 には

材料の使用に一定の規準化をはかり使fJ J材料の統

一、大丑生産化 をはかつてひい て建築誌の底殿、

損張｝Ｉ存易 化 をはかつに。 Ｖ には現場組立工 法 ｾ

1:1-¥封切尋る I浪 り少 〈し j好f>l' l T rocken  bau. Precast uni t .  

Bui l d-up  secti on 等の乾式川浩引利口して現場に

於りる 施工期間の短縮をはかり工費と維持究の節

約 をはかつ 仁、

Ｕｲ ｾＲ 闘はカ ｻ ン 作 の登動機製 作 工場の卒而 ｬｾｩ ＼＼Ｑで・

ある。 liiY11百の動車jAに示すごとく 費動機の部分 lfl は

工場の 一隅より入荷し

て一定の検有をへて定

位置に者.Ui される。こ

の部分品( ま lii:i1/i i" i に示す

ごと 〈建物の雨側を流

れてシリング ーはそ の

部門へ、ピス トンは叉

その令 官 Ｑ Ｇｾ へと分流され

て その問 iこある 一定の

加工工程を経て中央の

主古品川 Ｚ ｊ ｾ 上 ｉ こ集中古され

る。部分 r日11m工はその

現H:易によって建築l商杭

があ? こえられいささか

の どよなifr ヵ: なくあ? こ

かも 人間の血管の動脈

のごと く有機的 lこ配列

されて最終刀集結場所

に集る。 この柴つ に場

所 は即ち 完全なる製! 日

即ち 費目j機 となっTこ所

で そ こ よ り 出 荷 さ れ

る。低位 の 材料より ｩ Ｚｾｾ 位の製 品 ｩ こ到 るにつれ全 〈

組織立つに勤紘の配置と云lまねばならね。

引け 岡lま第 l悶に示し? 二日 産700:;.:{ 1、ラック工場

の 内部 洋ｾＯＱＱである。工場 内に位 の多 きこと は機 械

の配置の ｊ Ｍ Ｎ か ら云つ でも製 ｴ｛ Ｑ ＱＱ の 勤 ＪＩ ｪｾ の ＱＮ Ｇ ーか ら云つ

でも死空間を多くするものである。架:1' 昨材が依り

に不粧がfにならない程度 lこ柱間を民くし? こ。梁間

を60択桁行金401沢とし梁間方向の大梁のみを トラ

スとして長い梁間に之れをめて亦殺ねてエキスパ

ンシヨンに そなえ 、桁行方向は特砲の凹凸形の型

式を考案して liiti llai にみる如 < 1型鋼のそのま〉を

川ひ櫨乎はほとんど路媛を川ひ?こ。 この特種な凹

ｻＧｉ 型式は ｊＱ ［ ｾｫ Ｎ な床 ｬ ￺ｈ ｊＢ ｦ に ＱＱ 府等しき 光 線をあ＿ こえる

こと、陸屋根の雨仕事! f を良くす.ること 、脊の正:j き

卜ラスのおさま り場所をあ ? こえること 、便 所、乎

洗等の工場附加物によって工場金簡が さまにげら

れない践にすること 、等に大いに役立つものであ

る。一定 しに架下を有する院大な金工場はi去かに

60吹と 40
1
r{ おきに立つ? こ住の他に は何物にもさま

＿こげ られ す，製 ａｬ｡ ｩ のＡｬ￬ ｍｊｪｬｾ 考へ得られる。叉生産工

ｾＧｾの工 程ｾ ¥こ相討の密化があっても何物にも わづ ら

3  VI I I  



はきれす' に鑓更イrj 1t. 痛が

/P，来 る 。 更 にユく榔 J1材

に川 ひ? こ梁住は全工場

ほとん ど一様の然志多

〈は bui l dup され? こ i

のであ り、 窓 の 型 式 、

屋根の型式等いづれも

同 一 型 式 の も の で 建 築

時におりる時間とる5力

との粧怖を良〈考五:'し

てゐる。

ｾＯｾ＠ 4  Ｑ ｾ Ｑｾ Ｇ￯ｉ は屋根の呂Ｇ Ｉ 式

を示すもので ｬｾｩＨ ［ｊ J ) 如〈

工場製託製コンク リ {

ト版 を 平 伎 と し てノj 、梁

の間にあ? こかもタイル

ｦｦｾｒ る �ｮ くならべｲｉＺｊＭ ｩ￟

にはアスフ アル ト製 till

を充mし、 その_I-，(こア

スを蒔< 0  4: } f . 際我阿

の 工 場 建 築 の 施 行 で

; 最も| 羽る陸屋根の防

水 方 法 も か くの如主

主Ａｴｩめて大脈ＧｩＮ工 ｬｬｾｦｦ

以 てするねｾ ［ｪＺ ［ｪ Ｇｮ 並び

lこ施 行 方法に進歩ーが

あるわけである。

工 場 建築 術 の 要貼

は キ ド ツ テ は い か ぬ

と云ふ事である。卒

ｬ而百百 ￎｾ 計 ｜ＭＱＧ 下引 ｆ司 Ａ

スフ アル l、フェル トの

幾 層 かの防水 をほと こ

第2回 East  ｈ ｡ ｲ ｴ ｦ ｯ ｲ､ の ｾＳＢ［ｊ ｊ 第4凶 l副長の n: ｾＩｊ＠

れも (，吋dと もなき引ji)川り叶?に

良き引1')所リ好Iカが: める。 技 術

lことらへ られて は ぎ

こ ち な き ;主計ーとな

るa ‘ 技 術 を よ く 消 化

してこ そのびの びし

Tこ; ね |が 川 被 る の で

ある。

機製in工場の動総同

し最 後 念 館10/(0製tiの1: :) きアスフアル トを以ておき へ

その H こ太陽光似反射の fこめ l三l 白 訂以引 の1)、パラ

ＱＮｩＧ ｾＳ 問 先0 1固に示す了ー坊の内部. f f : k: 田

V I U 4  

×  

アメ リカの )( -:;t i=f:: 跨工業 の工 場 に到してドイツ

の 純 ｛Ｑ ＱＱ ＱＧ Ｑ ＺＧＩ な工場 ｉＡ 立 ［ ｩｬ ｾ 代去 すべき 一 例 は枇 近ドイ

ツの イゼル ホ J L- ス トに/ I ' ，?fO: 食 料 lii ，製造工場であ

る。賢明した郊 l 期 工 事 は お 5ji，・:i l( こ示すごと 〈所

ｾ ｾｬＧ ｪ＠ F' イツパのありふれに工場控築である。主11築 技

[: ili はハイン リツ ヒ、オ スタスである。この工場の

引象 ｔ こる生 ｬ ， ｴ ＮＺ ｲ ， ｾＱ 、 ｌ ￬ ｊｬ氷や Ｇ Ｑ 二 を殺して ハム やベ ーコ

ンやN! 製 iI Ji を:1-: 出して， Ii Jむに工刊 i す 食 料 品 生 産T ，

ｾ たでゐる。え ｬｩ 築 の ｪｩｬｬＡ 式をみる 前 に先つ ｲ その こ 仁 ｊｉｾ の

過仰を? しらべてみるとん ぬ次 の ご と き 助Fji: に依っ

て ｩｬ ミ ｲ ＮＺ ｾ が ｩｬｬｩ んでゐる ｊ 侃 ＱＱ ｾ 玖 Ａの

即 ちJ l 家や '1'のごときi =1:.: 主物を トラックで運搬し

て ボてこれを jバ殺し J L71・、肉、内臓 に 分併しそ

れ を 谷 川 1' ，して或ひはハムをiiEつTこり、ぺ ーコン

5fU! ょっ? こり コくl人j臓 は こ れ をh!JjJ して肱" 川こ加，' ，し

いづれも成るー ふ との ｾ ｩ ｛ｽ Ｚ ｜ｉ Ｚ ｩＧへて抑えそ ｊＩ ｬｪ ｬ に 政世し

て版製ｾ 作 りて Ｒι［ Ｑ ＱＱ とな しよ れを合 ｽ ，ｪｩＮ の ＱＱ Ｑ に ｪ 廿 賊

して日，i 11J に陪じてトラックで搬11
1

，する。この/ j ¥Hi '

や ＩｊｩＮ は 肥料 や日明 ｴ ｾ ＢＯｪＺＺ の込ｻ￭ Ｂ に敗目寸る Ｗ こめに ｊ 末保

し て ｵｩｩ 主抗 ｾＯ ｉ Ｇｊ する。これらの諸工科の引を配世す

る傍らう:'j(.励行のムf ! . d: く布、食汗: 守:ff Y. fi めと して事務

主 ｬ 、ラ ック位 以 、 ＱＺＱＰ Ｚ 製 川 ｘｩｩ ｲ 世窃笥 ー の手 γ ｾ を目 ｅ 世せ



者 ｾｉ 表 ｉ I  I  

ー 今

→豚 皮 探 策 骨 採 集 ，-参ノ、i ‘ ーーー一一一一

日開抗ー|

'---> -と ー コンーー

入荷→居殺ー| →冷機→解駅間一

→ ｩｾｬｊ 伝

→ ｬ →新鮮 ｮｾｪ 誠一

》崎製→製品 ｦ 丘ｾｽ→搬 ＱＱ ＱＮ ー→

事務室

加工一|

→内 臓笠均一一一一一一→ l→普i l l i . 腸詰ー

噌 台 首
師 i耐 記

第， I 期 の 仕 事 を や りながら蛾張をつづけな け

ればならぬ。 ｪ て 越の ｊ 傑な複 ｾ Ｚ ｦ ｕｩ 工程を続け る

工場がＮ各部門をｾｾ汝 ｉ ｅ￯ ｉ にわ ｦ こり術張Ｚｻ･なし ￭￺ 1  

期 計11の 10数 倍 と な る 迄 最 初 の 工 程 を 順序に

(11. 1等' 1) 抵 更 を も 加 え な き 践 に 如 何 に す べ き

か 。 建 築 技 師 オ ス グ ス は 先 づ 出 l に工程の動

糾をなす運搬王手並びに版製棚。製品棚に割 し

一 一 一 一一一一一 てそれぞれ相共通する --'A の 形 ぞ 規 準化 し に

1且3 開導開制 そして それをあやつる 11i車工の寸法そ 併 せ考jit

51't イ二 ιＩｾ ＮＮ ＮＮＮｊ川ＮＮＧＢ してー［どの Ｎ｜ＧｰＭｴ ，ｪＺ孝子も Ｑｩ を決定し ｔ こ。共をｾ ｾｉｗ Ｑ Ｇ立の

Z 市 5  rt 

歯 肉

川 ltkz忠ケ凧仲k

第5闘! IWestfael i schen Fl ei schwaren ｆ｡｢ｲｩｫ のｾ￮Ｑ 期工場

なければならぬ。

然 し 之 れfごけでは卒! 日ill ・3E も的 i'，i で あ る 。 一J謹盟

すベての生産工工. :業t佐; はめる一定の j早i立1位をを? 以て先つ

干初丹の計計"叫!町Eをを?なし、 もしそれが岱時のi J 'it 併にうけf尋

られる場介には、 t免官すれは偉業成紅iが 良 げ れ ば

第 Ｒ 期、部 Ｓ 期と姉張を＿制けるものである。此ｾｾ介

l二蛾張の期f I l Wi まぷをやすむ梓にはゆかぬ。

寸法として宅の天升二戸:j や大さやヱレベ{ グ ー

の寸法 、 泊路の 巾 等ｾシとめに。話 ＶＱｩ ， ｩｩ ｬ は 即ち

この工場の ｙ ｻＱＱ Ｑｩ Ｎ・ Ｓ 与ｦｊＨｾジとどしに規準法であ

る。この .J' 法 を rl1.1なとして谷本; の寸' 法をえ: め

に の で あ る が こ の 場 介 最 終 協 張 の 場 介 を 最 初

の ｮ 守に ｪ 象 ￬ｊｕｊ してお ￭ｾ i  ｬｩ ，品 Ｑ｝Ｉ こーとき拡 ｛ｾｦＺ なる計歪そ

をなしに、 即 ちその到線の示すこーとく入荷よ

り屠殺一冷 凍一加 工- i 票製瞳 漬 一 仕 上一貯 蔵

一授送ど云: . A 、技に 1: 下/ じ {i は あ る け れ ど も 互

に錯雑交叉等がなくて血1 : : 、のごとく流れて行

〈。然し之れは数年後に川 * .1-. る最終案であ

片って先づ［［ｲ ｾ ｉ ｗＭ ｊ にはこれの政 ＱＰ 分の ｬ のもの で

あ る 。 引 81川lはこの出l係 を 示 し に も の 即 ち 郊

11凋におーいても 製 品 の iAi じれはi主総菜と同様の

流 れ で あ る 。 投 守 す れ ば 出 l 期 D場 介 の 製 r日1

の流れは 10数イ別出張され仁被靴なる最終工場

の場介にも少しも鑓更され ＭｾＢＧｬ こそのまＭ，Ｎ Ｉｉｊひ

られる。 江郊L9川li

蝋白阪t郁 分 」♂〉分 4命制Jパlドi前刈'i t'i心立司lである。運搬王手{ eYji1IJ: 寸法とじ

＿こ計誌はある一定のんきの ｺＺｾｭｊ を規準ＮｊＢ法として

一 定 の 火 5 の 宗 会 規 aむしそれが次第々々に護民す

る ｉｊ Ｂￇあ＿こかも ｾｬｾ 物界におりる細胞の分裂によって

次 刻 々 ん に た き く な っ て ゆ く ご と く 生 長 し て ゆ

く。' ，1;1iii: 細 胞 は そ れn身でも倒きをなすがそれら
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同

町
一

一切

GlIω... "  

ｲｾｳ 削 Ｆｬｅｌｌｅ α 世田 崎 ＧＮＮＨ｜ Ｈ ，￧ＡＧ Ｑ 帥ＧＢ
崎 市比 叫" ' "

兎に j y食 料 品 製 也

エヨミの虫n ＼ 工ＺｲＱＮ ｾ ￬ ｦｚ

ぴに設備力 f複雑，s返

るも ので あ り又 そ

の と りあっか ふ物

品がが 々の食 料の

如き有機 Ｂ ｉ ［ ｾ な物質

である 窃イ? に於て

す ら何等劫 線の 控

A抽 出 DAS IN拍 b 阿 国GTE TP. ANSPORTGERA T  W I U" fむ dle M. l s 岡山叫 削 凶 山 由 明 白 幽岨 . ，"醐 閉 山d F4br1ki 山 n 化 無 くし て 10数倍

qrot e( Gn四ci m4J I)・u 政: hl eggebeDd

気'i 6 悶 蓮級車を?単位としれ規準寸法 に迄政張 し 得 ら れ

る 工場ｾ ｾ 立 ［Ｇ ［ Ｑ ・し ＿こ

建築技師オ スタ スは生命のな さ木石 を以て生 存?こ

建 築を ｾＺ￹ ｉｊ 治 し にも の と云 へょう。

が有機 均 にイ? 臆する こ とに より て1f，]_ .居 の 大 きな

働 きをな す。 然もそのｾ ｊｬ ｪ ｾｊ そ の ｪ 主 円 Ｑ においても機 能

は少 し も 失 わ れづ に ｦＱ ｾ Ｑ これ てゐ る 。 生 産 工 業 は京

業 の進 展 と共 に次 第 に生 長 して行くも のであ る。

建 築 の み ｾＱ Ｇｪ ｜ こ はまつ に 様な計 Ｕ Ｑ ＱＺ を す るわりには行

かぬ。 自 動車1) 持f!J r: 工場の様な1向'1

'

ft なも の ならば

×  ×  ×  

ヱ努建築が生産工業を釣象とするならば建築技師は少

くともその生産工業に精返 しなければ良き計霊は出来な

い。建築iま機械であると云ふ言葉はよく我々の耳にする

ところである。然し現賓となった努合にそれが如何に形

式の遊誌になってゐる場合の多い事か。以上あげた 2 つ

の例はたとへその行き方が全 〈臭ってゐるかもしれぬが

近代の建築技師が生産工業の I つの音11門をうけもつヒン

トをあたえた好Ol Jと云へょう 。

我到の戟日寺櫨制も; ; . : 努に強化されて行く一方所謂生産

力擁充の上がら種々 な工場が建設される。その投下資本

の中約5分の11ま建築に投資される。考へてみれば建築授

師の澱務lま霊大なものだ、この際光彩ある大理石の壁画

を背景に絢1関7こるジヤンデリヤの下にて美酒を酌む情景

に心を獲さずに生産部門の忠貿なる協力者なる事が建築

技師の謹むべき途である 。 i建築と市士舎j が工場特緩擦

を出される機に好作例 2 つをあげて工場建築界のヒント

とします。 r

穂

骨

ｾ＠

.. 

q 砂努t初旬 。 下事ヘ @1:.JJ ヘ

1  ，1皆 平 面 図

、 ｉ ＮＮｴｦｬＧ 暗 恥 作品明 日 持品 、 ｾ Ics，品咽t

第 7 園 最 終 工 場 の製 -P1重i}Jtlj(図

ｴ 百 ＱＱ 闘拡 紙面の都合 でこ与 ｬ 二 入れ る。 ｕｾＸ 回 ， U} 9 回 ，14'}lO悶は火yi に。
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「ーー: 底1mロ E二:::J U  L 二ゴ ロE二コ u 仁ニコ

」 =百一ア拷窃干円γ 行け-ーしー

J: .  ｾｾＸ 悶
-1・._ >i19闘

ｾｾＸＮ＠ 9悶 Ｚｬ ｩｩｾ き工場と郊 Ｑ ｍ 工場との閥係
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2. 剖 AUPT

1.  BAUTEI L BAUABSCHNI TT 

(schwar z)  iN'l Verhal t nis 四 m (schwar z  a1t er und gcstri chel t 

Vol l ausbau nel l er Tei ll  

3. HAUPT  4. HAUPT  

BAUABSCHNI TT BAUABSCHNI TT 

( schwar z  al ter und gestri chel t  くschwar zi: al tcr und gcstr ichel t 
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第 10図 敗因にわれる獄張計査の分布図
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工 場 の

I 希 望

人智を以て不可能を知らな い今日の科墜文明の

世界に、 工場の換筑が不良であ り、労働x. の作業

環境が街生 k 問題であるなぞと云ふことは 、誠に

ｪ 骨精極まるが 、 それが ｚ ｊｾ 貨の問題である。 ｈｊ 生翠

ポーは人胞の生四がJ快感を沖| 接的に研究しf行生工業

家は生気調整の円先ましさ機構を護lリj し、; 医u } 、

冷房、挽筑に自 111 に制強川来る人工主主候の世界を

登 見しに。Ｎ，Ｎｾが此等 の 世界は工場労働 ｸ Ｎ の 眼 から

みにら 、一盟どこの| 止界のことにろうか。彼等は

相経らす志煙と 臨と熱とガスを常食としなければな

らない。政 l{f は|訟l民間ブJ の重要']41 : よりみて工場労

働討の訓脊を行ひ、今夏ながらその韓貿低下に驚

いてゐる。即ち「乎 と足の5郎 、弱者ゴが即ち工場

勢働ＭｸＮであると。私は先 。般長 野鯨下のｾ製綿工場

ぞみに。そこには乎足も剥ければ髄質も弱い数千

のk 工か何等の王立境r，(:j 生に到する即応: のはらはれ

てゐないノj 、屋の中で終日作業 してゐるのを見? こ。

此等の.Y:.J.: は多くはili 民 の 娘 で あ れ や が て は 日

本民民の l号'/'1・となる人である。市も今 nrr 本段此

に耕せられ＿こ興月日間桁のｊ｣Ｇｬ ｕｾｾ 忠ひ介せると府

弔/ ( に到して「これでい〉 のか」と反問せぎ るを得

ない) / た態である。

此守の!' we.rーはJιl ある J灯、主IJ るJ列にイメイJ: してゐ

る。

優秀なる述築の 技術あ れ秀で? こる迎築家あ り

卓絶せる ii行生務 庁 あ れ n然を征服せる人工筑 候

製 造 の 技 術 あ れ 機 械 あ れ か く て 工 場 作 業x. の

髄質が低下するとは驚〈べき矛盾でなければなら

ぬ。此の矛月' 1 を iliH;!Y"kて なし? こかと穿磐する必要

もないが、同家が;1守?/Eに於て解決しなげればなら

ない大問題であり、3 ( 1北i家でなげれば解決の 11' ，ボ

ない問題である。 f ごが附次にその立を帥賊する前

に5 f : J ，の技術庁としての尚い経験から感ぜられる 2・

3 の駄に就て 反行してみにい。

ＱＥｾ＠ 1に感ぜられることは工場側の工場辿染に到

す概念である。この概念は建築設計の川護里山を別

Ｓ 長官者は ＰＮ衆目百 Ｇｴｾ ＱＺｊｬ ｗＨ 段

換

た_ .

升ミL 問 題

智正 1泰
議

鑑

へるものであって制めて主要であるに拘らす¥ 彼

等の概念は「雨露を凌ぐ間余」を以て工場建築 主

考へてゐる。部しきに至つては紙造 りの日 傘程度

とう15へられてゐる。かくて設置機械の設計-や製起! ;

は相計長円ｊｬがｾＧＨされ幾多の研究の上完成される

が、之 lこ到する建築の試計ーにはFff ど研究の絵地な

き.:'::'i Dせる 要求が捉11' ，される 「なに雨が漏らな く

て地長と風に fこlまれなければい〉んピ ! ｩｾｪ 日まで

に設計して〈れ」之が彼等の要求である。そして

必す・っけにして「最も安 < J と要求する。か〈 て

11'，来 kつ? こ述製の設計は l Uちに施工者"{J !l J Iこ廻れ

弦でも、合理不合理主? 問はす， r最も安 < J が反覆

され、そして/ 1¥来るピけ速く巡り上げる命令が下

る。時には現布の施工按術を超越し? こ最短期間が

契約さ れ、 施工つx. は長12夜を問はさe る過努の犠牲を

持働者ーに強制し、時には }¥¥Ht 金と云」、好併を以て

する。成程一円でもはやく機械が運持すれば、そ

れＮ，Ｎｾご ｶり＿手利リ白Ｒ

j斯折様な日光の利侃は全髄よりみて如何程でもある

まい、工業日本の主主況にはこんな 1)、さい利主主は問

題でない。

以上の過粍の根本原因は凡て工場側の雨傘円余

式概念の遊民であろうとも云へん

第 2 に雨傘式概念は建築1象算の抗定にも口 :傘の

限度に於て見杭られる。市もこれを受り入れねば

ならない欣態が現!l たであ る。

立n に雨傘式概念は工都世結謀や工場設計: : x . の

地1 v : を余屋の地位に於て般五、。製i;!i 工場での製浩

技術1 i ' は令所1: の. I f ( i J l ! - な粧告にば接参興1. 1' ，来るが、

建築側は依然として傘修理の程度を以て岐はれて

ーゐる。 ｴｾ が製造ｽ支術を物 ｉ ＧＡＧｾ 人ＱＧ Ｑ 句、 ｾＰＺｲ ，米に於て保護

してゐるのは、この余屈を以て遇せられてゐる人

々の双日にあるのに。それは機械の製作と同等に

汚へられねばならぬ宮ーである。

部 4 に建築家としての多〈の聖水即ち建築家の

良心1' 1句; お! の要求は多〈は令市上の替利方針と背反

する。日傘に ｈＺ 々府 Ｓ 問先践を ｾｩ［ＡＮＧｩ <をァ以て建築家の

9 v川



任 務主汚へられ て ゐ＿こら 、 Ｑｾｲｴ 主な ＱＲ ｬ 味 の要求な れ

ば そ れば他くまで否 定 されてもい〉が、 Ｚｲｾｾ 利の｟Ａ ＭＮ

に 依然と 存在する Ａ Ｆ ｕ ￯［ 術生の 刃［ 場よ り の Ｇｽｾ［Ｎ ｊ くは 、

それ ｲｾ けの費用を＿＿＿ ［ 然川資しなげればならぬもの

e %へて立ひ? こい。ビルデイングには凡ゆる近代

1'11，)設備を施すを以て誇めとするが、工場では凡ゆ

る設備をヂiill 告する。その理1'1がどこじあるであら

うか。経常授が生産物の官y絡に影響ありとすれば

設備が生産物の量や質 に如向程影響し 、作業者の

保健に如向程の利益を及lますかをも同時に考へね

ばなるま い。? こ とひ設備が応用されでもそれは次

の棋な例で その限度を示すことカ; /'1' ，来る。例へば

紡加工場のtrm. iP . : 度調整は生産! 日の質のみより巧へ

られ、質をおと して作J定者の保健に好都合な調整

は川来ぬと云ょ、。今日の製法者・側の温i総度調整の

限度はこ 、で停滞してゐる。

以上の諸々の事情の根本原肉は 、結局工場側に

於ける建築の概念の誤謬によるものであり、更に

より深〈その原因を追求すれば、同家が解決しな

ければならない主要な経附機構に関係するもので

あるが、一間に於て建築家側の反特色必要であろ

う。第 Ｑ より却 Ｔ に述べ＿こ 種々な ｾ ｝ｈｍ 炉 、致し方

のない現貨の防碍と考へられ多〈の工場替特例jの

人々 は悶念してゐるのが、慌ら ない現状である。

かくては事態を錠々悪化せしめるものであって、

今少し建築家( J l IJ の積極的活動 を要望 して やまな

い。過去の建築界が美術の絡ににてこもってゐ る

問 に、ノト円 のパラック工場が移し 〈哨していつに

のは 、確かに主1 1 ' 築界の反行を:要するものである。

工場の換気問題も亦 Ｍ ， Ｚｾ己の Ｚｲ ｬｈ ，Ａￍｩと同肢に 、 今 円

l百仁1< ないれ1; 県となって ゐる。 引 に股火台' ;[iI]がこ

のみ! と駄を依す J珂な く暴露し?こ。 元米投筑問題[ ま工

場建築とは 切り は な し件d ' る 軍大問題であ り、

温度i的立、煙、ガス、 控挟等の主J策として、換気

以外に その釘策なさ 現;J 犬であ るに拘らす¥これに

活 11してj自治な劉策を消じ Tこ工窃が如何粍あるで

あろうか。任かに啓税収、令工場取締I規則出21係 、

Ｒ￭ ｾ ＲＲ ｦｬ 阪 、 ＺｩＺ ￟ＲＳｾ 隊 、 ｴｲｾ ＲＶｾ 奈 の規定に脳れるもの 、み

が、主として工場外の公共術生の立場より取締を

うりてゐるのみで、これも月J i ' ，i¥'j法文の「癌? ; ? なる

施設」 にと Y まってゐる。

宜ーI' ，!j :を以て述べれば、円 本の大部分の工場は自

然換誌に依存してゐるのが現J伏である。市も建築
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家、術生埋葬丹 、術生工業技術.f{は 、tfrl 切の目的を

j主するにめには、日然換気に依存することは可成

り Ａ Ｊｉｊ Ｚｬ Ｑ で ある ことを知悉してゐる。 ､ そ れにもＮｪｻｾら

今、斯抜な ']T態を生じてゐる。然 らば、同然換気

に封してイ，ij か碓? こる指導方針があるかと云へば、

之も殆ど砕無と云ってよ い。 かくて- .1，¥): 1管![J IJ の賀

施にjlj i過する や凡ゆる工場は符閉され地球上最悪

の訟抗ーをつくるに至つにのである。主問先の場合の

長期乞 ｊ・ ｈ ｪｉｪ ｾ想像 すると誠に憂ょ、べき現放である。

私は j船主- な事態に於て 、先づ向よりも工場の自

然換試の問題が建築家により解決されねばならな

いことを柿感してゐる。微力ながらこの方面の解

決に努力を荒 してゐるが、その研究は頗る困測で

あって、工場建築 に闘係ある方々の経験的御指導

にまつものが陥 る多い。その困難とする理山はで

日一己のf荒なZ! T"tr!Iiによ るも のである。

1. 自然換気の最も主要なる原動 ) H こる風力が

工著書[1'，)主nmとしては組めて複雑であること。

2. 1設現[1'Jqi l . . J 及ひが組めて囚員11:で あ れ 且 叉 そ

の? こめには相常事責に即せき' るイ限定をもと 〉しな

げればならね。

3. ｴ 見型賃験の泊「日性に相岱の疑問カ［ｾをされて

ゐること。

4. 貨物工場に於ての此の臆の調不正資料の少き

こと。

5. 工場述2裂が工接的判前とし ては依 りにも粗

Ｄｬ ｦｾ であること。

以上の Iド1 . に述べ fこることは、就中最も困難で

あり 、風 速 、 風 向 の絶えさ Ｎｾ 礎 化、風のＮ目、等は、

統一的な Ｑ Ｎｪ 策を ｾｉｉ ｊ［す・る Ｗ こめに非常な防艇とな る。

此の貼はｪ［ Ｑ｜ｾｩｬｩ 謬 ｊ て ｬ こ於ける風 ｮｲ［ 問題と査 〈同様で

あって 、 椛 ， ｬｩｬｾ に ては現 象を極め て単純化して、

ある似主主のもとに相常なる安全E容を見越して、計

算卜‘ の資料と するに過ぎ ない。然 し乍 ら自然換気

問阻に於ては、未fご此の現象を単純化し? こ場合に

) 比てきへ泊切なる資料力; な いのが現;1たであ り、従

て有 ) J なる指導) ; 針な し 等閑硯 されてゐる ;1犬態

である。

斯様な}こt味に於て前項rl' Ｔ の貼は研究 卜 ｾ ｭ ＧｽｦＮな

資料であって 、|剃係、. x の方んから護衣せられ る御

立見、御経験が この服組な問胞の解決に如何に有

力で あるかは I諭す・るまで もな い。 この機併に於て

特 に御協力を希望 してや まな い。



2， 自然換気に於けるモ= ターの問題

自然換気の効果を疑はれつ〉 、之に頼ってゐる

と同様に 、モニター のお1:ぷ効果に不安 を感じ乍ら

専らモニターにUl つてゐるのが、現在の工場建築

である。熱、位、 ガス 、臨撲を登生する工場にし

て自然挨試によるものは大部分これを使川してゐ

る。而も 工場衛生に附する指導書では、 この モニ

ターの風向側は 成る べく閉鎖し、Ｉｩｬｩ ｾ￮ｾ 側 のみで Ｎｪ ｾ ｉＺ

訳する棋に説lりされて ゐる。 即ち モニタ { をして

なるべく排気 口としての効果をあげしめるにめに

はタト抵 のj武が] に到して注立し 、j町拡- な開閉のt菜作

をする Ｑ こ とを僚ＱＧ Ｑ ニと して ゐる 。 ｴｾ カ ｱ Ａｦｲ様な旅 行 Ｑ が

* して H' ，来るであろうか。先き にcrt X'は俊子? あっ

て火悩を有する様な熱鹿理工場を約70棟 近 < ;V，'，JW 

見事を し? こが、果して斯様な操作が工場監作者・に

於て行はれてゐ? こものは僅かに l 合金工場がめつ

にのみである 。館、 鹿挨、 ガスカZ多りれば多い程

斯様 な操 作 に期待する こと は ＱＡ｜ｾｭ ｬ である。の みな

らす‘従来この間のモニ ター は雨水の繁吹の浸入と

云ふ紙製I . i もあって相常疑問肌されてゐ? こものであ

る。

今この ＨＱＺ 来よのモニタ ー のＮｊ ｾｉＺｘ｜ 能

川 をみるに 、1
i
，tll' li%':: ｾ全 〈閉 鎖する

とみＧｾ 1  Ａｩ ［， ｩ ｬ の Ａｭｾ 2 加の).is. !II)Jがみられ

る。即ちrn邑i品fじが主流到であって

之に 作 って、最 ＨｙａＴ と扮 ｉＧｾＺｻ カ ｱｬｦｊ Ｎ｜Ａￆ｟ ｪｬｫ 態

ｬ こ行 はれ る。従て若し工場内に ｴ ｊＢｾＺｃ

う子力が十分あれば l の欣態へ砂 り位

ｉ Ｈｲｩ 窓共の 他 の ｲｊ Ｑｊ 口 ｾｾ￮ｓ が排ｾＢｩ ｴ 口と なって 、 モニタ ー

への排気勢力が減少すれば 2 の欣態主なるのであ

る。故に結局はそニクーの: u ・jffi 勢} J e 工場内の1);:

ｾ， ｴ 勢力との相互闘係が 、 モニタ ー の扮示口のイ ｦＳ ザ ｊ

皮を決定する。ｾＡｦｲ で 控 ｉｬｬｩ 窓のｲｊ Ｚ Ｇ ｊ ｨｸ の仕方や、外気

の風力 、宅内の主J流M況に肱じてみrn 岡の様な種

々なる機構が生す ･ る。故に宜際 ｈｉＺ ｾ 日 ロとして有効

な場合は都21仰 の場合のみであ1 ; ; ; 0 uj( Jlt のヂ1" ボ式

の持つ特性の ｲ ｬｴ 、注Ｚむすべき はＺｩＺｩ ＧｾＧ Ｑ 岡 Ｒ の機 Ｋｷ で

あって 、雨京 浸入の ｾｶ･ Ａ，ｽ￮ の反 ｩ 白 ｩ に は工場内の ＯＱＱＩ 位

置の作業折、例へI' f ' クレンマンの如きもの、又/ ) 、

工場では床上作主将ーに到しては冷気の進入口とな

る場介のある事であろう。

今若し抗 3Ii .-.; 1の如き経世を設置すれ段、見通勢

力 ｐ は ｐｬ 、 ｐＲ に分主 ｉｊ されて、訓Ｚｾ ， ｴ 勢力が ｐＲ Ｎ にす ｪ

ち跡' k f i < なる。更にお¥41ii9: 1の形式では全 〈只・通

勢ノJ はなくなる。然しこの践にす 刷 工、従来随分

と切るく感ぜられに モニ ターがようEI ど暗黒となり、

且又従来幾分とも外却の流入をJ必ぜられにものが

皆無とな ること はII''.，むされねばならぬ。又この場

介 、 ｨ ぞ ､Ｎ ］ む のイ削 ｌ ｉ Ｚｾ￬ｾｾＱ こす十五でなければなら

ぬし 、h主主弘 B の4条件も必要であり 、結局 B の決

定を介 ｘｊ￟Ｈ ｉ Ｏ ｾ ならしめれば、仙は之に肱じて共の大

きさをよよと' どすることが/!' ，? ! <: る。勿論この1. i 5介主lifi

の如き雨除は必ｾでもな いし、 ｘ 雨水 浸人の心配
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方法もあろう。

要する に屋i促 トーモニタ ー拶i気口 k して 考へれば

在来式よりは第 41泊lの形式の方が有効であること

は筆者の質験に於て十分示し得? こことであるが、

間駄的に生す‘ る給気の効果は全〈な〈なってゐる

ことは注意されに い、 筆者の見壊せる工場の中、

ガ ラス熔融脇工場のJm< 、クレンマンの棋な高位

世の作業者なさ工場では 、在来モニタ 戸が郊 3 岡

に改良され、 更にＱｦ ｾＴ 闘に鑓更されその結果ｾ ｾ 4  

凶の形式が最良であることを経験的に示されにも

の〉あることを附記する。

以上の闘係は M 型モニタ ーlこ就ても同様であ

る。即ち 負 ￭ｾ 6悶の Aは在来式、 B は改良式である _... ......_ 

が、此の場合問施の結果、 A より M p uペ ト ヘ ｾ ｉ
な 排 訴 を 得 ? こ 報 告 を う り て ゐ る 。 ) l__ ， 1) '  l j  

日!E こ ' ).1こケツ チヤ ム式の交叉屋根のみ /  .t，'A  ｾ＠ /  s  ｾ＠

は、斯様な衝立を附しでも lp而的に貫通

象 ｴ 流ｾ 生す・ることを第 ＷＱ 副によ り 理解さ 3O 6  圃

VI Il 1  2  

錫 5 圃

第 5 圃



予三司¥

A  B  

第
7  

圏

も、tf しろ在来式の改良主 して研究

しにも のであ るが、 最近防空用の遮

蔽として雌に使用されてゐる。隼手守

の加持工場に於ても 、61棟中、在来

式30棟、 簡立を使用するもの23棟で

あっ?こが、 遮磁を日目11.] ｾする＿こめ、

'i:fC 41品lに於てd1 ，d2がh に比して著し

くせばめられてゐ るのが共通の猷臨

であっTこ。 d1 ，d2 {t> ｾ等 し〈すること

は遮蔽の ?こ めには問題 k なるので、

排気を有効なら しめる にめに使用し

遮蔽の ? こめには別個の考案を必要 主

する。叉 Ｑ 町立の下方が施工 上 ＳＰ ｾ ［ｦｩｩｩ Ｍ

40，w!1I 位あ いて ゐるものが多いのも一

考を要する。向モエ ターの機構に何

らの鐙改を加へ るこ主なし 単に遮

蔽せる形式も多いが、此等は改め ら

Ｏ Ｇ ＯＢＭＮＮ，｟Ｇｾィ Ｏ ｾ 下 r、， ..-ぺ

Ｏトｾ了 れねばならない、此の種の寧純なる

二J ｾｾ＠ ｾ＠
/  :  :  ¥ 遮蔽は第 8 岡を参m¥されない。

J ン___.; ----込- 1;'; J防空の ? こめの遮蔽に闘しては、

排気 口と闘聯して給気 口の考案がさ

れねばならぬ。如何に排無 口の設 計

第
8  

圏

ｾ＠
〆ｾ、

ｾｾ ｌ ，， ｾ｡ ｟ ｾｾ＠

が宜しきを得ても 、自然換気 に闘す

る映り は、給気 口が箸i閉 され〉ば何

等効果も期待w来な いこ k は、換筑

問題の「いろは」であ り、 管制下の

工場が この鮎に於て誼首なる兵髄策

を講 じてゐな いのも共通の猷黙であ

っ?こ。

3. 給気に封する考案

れにい。li.. ;; III' ａ は千字通の場介のＺｴｴ辿ｾＺｻ流を示 し 大

関風向 と同方向の短輸l i 1 となるが、B は簡立 に依

る! ' l 泊であり 、風向と反引の短愉道とな る。

要 す ･ るに簡立 を附する ことにより、扮ｾ Ｚ ｻ口に負

雌を生ぜしめ 、組) ) 屋根 !てに生す・る短輪道を泊、減

せしめ、扮Ｅｾ口として 杢 ｬ￺ ｩ も Ｇ ｴ ｻｴ＾ 有効 ｦ こら し める こ

とが必要でーある。か くすることに依ってモニタ ー

の開閉燥作は之を行| 略することも 111来る し、 採光

の必要な場介はガラスを以て組:fLてることも可能

である。工技としても 倣製鎧戸を製作するよりも

透かに安11'[に 11' ，来るものと }[! ，.a、。

向 此の ｊｾ よ は ￧ ｦｩＺ ，ｸＧ として防空の遮蔽の日 ＨＱ りより

屋中止|二を排気 口と 考へれば、側壁

の窓は給筑口と巧へら れることは常識である。然

し建築物の側控に沿」、風ブJ は、 屋上風ブJ よりも

一般に弱い と信ぜられてゐるにめ 、成るベ 〈屋上

風ゴJ を利) IJ せんとする ことも考へられる。( 露路

の風ブJ が屋上よ りは透かに強い場合 もあるが〉こ

の潟へ によ つにものが、促原、伊藤岡博士の案で

あり大阪方 ｵｪ ￭ に於てｾｲｵＡに よる 公 開 ｬ 質演を Ｓ れに

ものである。み ￭ｾＹ ｬ ｩｦｵ ｬｂ はその案を示す も の であるロ

モニタ { に生す' る n辺勢力を利川して上部より風

力を宗内に供t令ぜんとするもので 、モニタ ーによ

る宗内のＯｬ｛ ｈ ＮＡｩ ｾ命迫力［ ( A) 此の楽 によ って也肢輸

迫ーとなる 、以即 (I "J にみれば同 liful A' を B' とするの

1 3  VI J I  



で既に筆者が設l珂せる illl 9  ，也接輸むは問販輪ill

より換気効果は大き いのであって 、A より B の医

れてゐる のは両氏 の出 さ、れ7こ結果の通りであ る。

唯貰胞に移すには相常の検討を必要と する 。特に

悶71<の 浸 入 を ど う す る か、 タト14の風} ) が微'J せな

場合はどうなるか、微弱ならす・とも風が呼吸する

度にどうなるか 、 共の度に上部 刀 ＱｾＺｩｩ ｆｲｮＮ Ｖｾ ｾｻ 、ガ ス

煙が作 業商に吹き つけ られな い か 、 ｼ 司に於て ｾ ｩ ｾ Ｑ 三

は非常に高温の謀境となりはしな いか 等D幾多の

疑問が残ってゐるので、賢胞に i似しては相?1;の汚

宮高 9  掴

， 
， 

， 

' . 、ーーーー

胞を必要とする。若し之が機械給 ｾｾｴ によるなれば

多少Ｉ ｾＡｬ ｴ 等ＩＩ疑問を解消し得るが 、 供ら さＧる限り

相 ＷＲ な危険性あるものと考へる。日然扶ｾＺｻｉこ闘す

る ｉｕｾ り ｲ￬ 然に生す・る性Ａｉえを反割にすることは 、 極

めて危険であり 、これ をよ くお し能ふ のは 人工的

方法 ) ) 場介( 乙山られてゐ る。オ正式は機械' t ' .)5芸風の

みの ｉ ｩＧ ， ｾＨることであ り 、 外試の瓜 Ｗ Ｉ に之を期 作す

るこ とはH，I側であろう。 これと同様なことは大こじ

窃の到l口JXWに窓のあ る場介、附 窓の11¥] のj武の:AJIrr'

効民ぺ二期作しでも笠際はそ の阪1mの大な る時は之

に朋 ｦ Ｎｦ引刊 Ａｉ川 Ｑ川 ｬ同 舛米 Ｔ な いこ とは現ず花 ｩ正 ｩφ Ｚ了 ←了ｲＮ土窃窃 ｺｺ･ の宜賀 ｾＧｬ ↑山ＧｬＧ

力が:κよとをを?物:刀訓l円i つてゐる。特に工場内に主J流

を生ぜ しめる桜な雌加のある場介に詳し

い。 この場介 これ を脱 JI ;，! ifU岐に移してー

Ｉｾ＠ .  .:).j 寺f. i'( ，がj ネ訂正Lをおべれば、前主J [l IJ ?E. 1日j ‘

に:心:i 灰な倫迅ぞ生じて効o W: li.) となるが、

貨物ではこれが成立しな い場介が，Hl 'il ;に

多 い。 ＴＴ し ｨｬ ト ｊ 武ｽＩ ｻｦＭｦ Ｚ ｉｊＩｬｬ する指定 ｬ は ｾ￭ 1  

巳28

'1;:; 'Ti. '2_¥'I' i: ｾ持ってゐるが 、 ＿ことひ此の ＴＲ

77に於ても1 ' 1 然技試のj共和トJ ' 1'1: !l Kを世史

しない方法が必更であって 、 このにめに

はｽ｀ＧｾＺＺ［なグクトにより ｬ 市長 卜Ｎ のＩＮＡｩＱ｜Ｎｾ工場

内の下方に導きにい。この潟へに依って

ｬ￦ｾＺ 本を示せばあ Ｑ Oli ;;i l)) A  B  C の三案であ

る。このよによ tt ばモニターは叩くまで

ｾｊｬ ，ぷとするものである。

A  

戸当
B  

C  

VJ I J  1 4  

l  - ーニ=ゴ

円相有円相竹サ什刑

第 10 凶

4.  燈管銀、武者窓其の他温気式遮 光

ガラり、

批近遮光を 11(f0 とする辿' みいにの鎧戸風

のものが佐川され初めてゐる 、ょとに到す

るJ必却を: i A ; べてみにい。

此 ｾｪｪｦｦｩ みむに主 ｲｬ ｊ￭の共通 ＩＩ［Ｑ 日と賂 ＱＱ を ｩ 没 ｩｾｪ す

るにめに5自治の J ohnschen V ak um-L uf l ungs 

ei nsii t7 . を参汚とする。河川11川lは之を示す

このｊＮ￺Ａ ｾＺｈ 終了・はＡ日 ｉ ｬ￺￮ をタトブ ｊ ・にむけて 、 モ

ニタ ーのドH(J!l j につけると外11官より内 ;' I; i)に

以人せんとする J; l l¥は栴 [- J) I" llui の抵M: に

よって械ｽｊ ｰｽｪ がれんとし Ｑ～ ｊＱＢ［ｾよりタ ｲ 令官へ ｩ

iJi ell l，する iJ i じれは可及的に. j ' Jj ; . J : / r : を少とする

践に必へられてゐる。これによってモニ

ターの! ) fJ間以f十ぞ行 l略して 、T t j]'fuZ流をT

p}j ぎ、初，:l:(XJ J  ｾｉｾ をあげんとしてゐる。斯

版 T五分5('i>:}J qd! lはれてゐるものが少いのぢ



て油常な撰深を しなければな らぬ。ゃな いかと忠はれる。モニター の如き官官に使川さ

れ川工、それは持i気に圭} して飽くまで抵 抗 ハ少い

形でなげればならぬし、{f! ljil ，直下方窓 )).?:I I ｾ＠ ｩｾ ￎ に 使

用せ らる〉場合は外試の流人に到して最も} 則元の

少い形でなければならぬと汚へられる。従て扮joλ，(

月J J) 泊筑鎧戸 、給気用の鎧p と云ふものが考へら

れるし 、使用する側に於ても共の使用場所に謄じ

叉「若型、横 型 T) 摂津等もタ卜訴と のl紛聯に於て 、

共 乃j邑筑度を決定 しなければな らぬ。 現 在の もの

は雨 乃 浸へと決光 ｄ みにむｦＮ ｾ ｫ￭Ｚ されてゐるが 、 更Ｍ

1j )こ の問題 に支持' J ) j j が注目され? こ い と，官、 i 、。

( 昭 15. 7月9 日〉

...!I¥ 
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建 築 墜 曾 主 催 第 14 回 建 築 展 覧 曾 第 3部

競 技 設 計 藤 募 園 案 募 集

第 11 園

本年度の競技設計は次の規定に依り募集致すこ とにな りまし た。

合 員 各位には奉って ｪ 庫、募さ れ ん ｾｴ を。

曾 期 一 . . 昭和 15 平10月上旬 1週間 の漁'ι

禽 場 一 - ・日本橋白木屋 51符

出品種別 ー・ー一 第 I 部 皐 令 IU

第 2 部 合L 1作 品及製生卒主計聾

第 5 部 競 ちを，i幻 I'j ，住み: 岡笑( 規 ，.i.:: 詳 i:f11は皐千? にお問合せの こと 。)

課 題 家族向アパートメント・ハウス

1t 人n 1¥牌叉は1' Utた及日IJ :l'i: ( 金200悶) 4  名

佳作 Ｚ ｩＧｾ 牌 Ｓ えはＺｬＧ ｕＡ 犬及副Ｑ｜Ｚ オti 干名

容 'N Ll iIi ifIJ i述、 小j'i '二郎、小十本政 一、佐藤武夫

谷口古郎、ゴ:1技連人、堀口的巳、渡迭イ二 ( 50音}I国)

締切却日 開示/ 1 15年 9 月 16 日 ( 月) 午後 5 時、建築謬合事1古川

第 4 部 参 巧 資 料
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熔 接 を 用 ひ て 建 て た 工 場 建 物

電弧熔緩が護iiJ j せられて既に 45年の星: 請を経て

居る。我閤へ初めて之れを紹介せられにのは大正

3 年，故字石元照博士ぐ話;時三菱長崎込舶所技(:j li)

であると記憶する。然るに我凶に於ける共後の護

逮は遅 々として欧米の夫れ lこ比すべき ものなきは

在に遺憾に堆 えさ' る次第である。

欧洲に於ては先の大戦に非常なる登速をｾし、

彼の調逸が熔接の lrffi 用によって豆戦闘臓の建造に

成功しに事は古い事であるが、米| 劫に於ける蛮速

は言ょ、に及ばす¥ 叉 ソ輸は共の殻iりj の本家t:.' けに

同開人は特に俊秀なる技側主 ｾｦｦ し恐 ら く非常 なる

登達を鴛して居る事と推yJll Jせられる。市してよれ

が護連を希望する 現 rl1{ ま鋼材の節約と鋼構i 1 ! 物乃

加工手/lJ 1J ) 簡易化 にある。 以下了ー場建楽のみにつ

いてl 、2)) 例を泉げ思考を述べさせて1 1 ' [ < 事とす

る。

< > 賓例の主なるもの ( 我問の最近 t) ) )  

1.1会尾橋梁大阪工場 ( 全酔接)

1. 三機工業川崎工場 (  11 )  

1. 汽寧製i 1 ! * キ式合制: 大限. ] て場動力主

( 全隙十五)

1・11 汽健室

1. 銃淵紡績丸子工場

1. 11 J 二H-I 工場

満 洲 最 近 の 例

1. 米 天 性 友 機 械 工 場 3 棟 Ufi 歪: 酔接〉

鋼管建築( 約2500.fj平)

1. 鞍山 -{:I: 友鋼管工場 1  ｦｩｬｾ＠ ( 併}I])

(  11 )  

C1J I' n] )  

(  !I  )  

( 小屋組は鋼管ili 約20001:' 1'.)

<>き て全俳陵排出とし Tこ場介に鋲榊iti に比して

どれ位鋼材が節約11¥来るかといふ鳥li であるが、よ

れは熔接の強 さを如何 lこ劣へるかといふ虫li e 、今

一つは燃緩設計の巧Ｎｊ ｭ によって非常な ｾｭ 主を来す

こと は詞ょ、迄もない。然し乍ら大聞に於て 15.9'o内

外と見る のが受賞の底 と思はれる。今次 lこ1. 2，の

例を翠げて見ょう。

手持般若は ｭｾ 伎町 ・ 長谷 部・竹 浪速薬事ｦｊｬ 所

VII I  1  6  

池

来

彦田宮

第 1 表

子寸15情説諮問委( 誌協

鋲 勝 進 1 }"6T  1  106.0251'  1  498. 430T  

僚接構法 / 32T /  80. 274T  /  401. 081T  

前掲 乃表に よって略共の節約呈 を知る こと ヵ;/+¥

来る。ぇ; も此の中には熔接俸の重量は合んで居な

い、蓋し搾 7 ) 重量は決 して大きなも のではな いか

ら、省略す る。 但し住友機械刀例は鋲構j主の例は

普通形鋼であるが、熔接構造の方は形鋼の代 りに

鋼管を月j ひであるから 他の例と多少趣を異にする

わけである。

< > 設計上注意すべき貼

鋼榔i 1 t に於ける汗々の先入主は「鋲打」であっ

てよれが昨 ｦ Ｎ ｾ の登達を況存 する主 なるものと 忠は

れる。鋲の代 l) tこ熔僚といふ概念がある問は: 除草ぎ

を主とし ｔ こ ｦ ｟ￋｾ、設計は ＱＱ tt 来ない。それ故に初めか

ら、鋲ーならば鋲のI ] ; ; : のみを、叉熔接挑む!i ならば鋲

の Ｚ＾ ｊ［Ｚ を全然忘れて 、 ｲＮ Ｑｾ 肢の Ｒｊ￬ ー のみを考へて設計ーを

進めねばならない、今一つの儲乎を汚へるにも鋲

ならば何本、熔接に改めると何米要るかれ、」、設

計の仕方( ま棋本(1'0に改めねばならなし、。今 1{3i 1) を

皐ぐれば第 1園〈イ 〉は鋲打、 ( ロ〉はよれを長午

後に世特へ? こもの( ハ〉は熔接を主とし? こ組方で

ある。又熔f妥の場合は鋲孔を差引き? こる( ネッ ト

エ リア) といよ、事( ま全〈考へる必要が無くなる。

鋲椛i1n二於てはスナップ或は リベツチン グガン

を岱て得らるるか否かといよ、 ｾ￯ Ｚｦｦ汚へて鋲の配刊

を設計するが、院予援では i俸 が 持 っ て 行 け る か‘

片付妄部ド肌j iJ に入って居るか主いよ、駄に1 i : : 0 : を し

て細部: t ' 作らねばならない之れは一般的の事では

あるがついでに; 氾して置く。

工場建築として燃接締法が鋼材官ii 約以外に特に

便利である貼の2、3を感げて見ょう。即

( イ〉柱のぺ 戸スが小形に簡単に出来て床上へ袴

ＩＡｾ板が 採Ｏｬ ｬｴ すること無〈床面積 の 利用慣値を増



計が必要となって来る 、

共の代り lこ鋲排迭で考へ

及ばなかっTこ駄で思はぬ

利主主ぞ得 るのである。

< > 鋼管走用ひて

建 てた工場

鋼構造が鋲によって組

立てられる もの と云ふ観

念から云へば鋼管と し、ふ

ものは右年材としては殆ん

ど1寄り見られなかっTこも

のである。 然るに; J : l ; ) ) 断

而からヨ ｓｾￆ するときは、

共1 ) A心を通る車111線は如

何なる方向でも 1 t : 等し

い。( よれば山形鋼、溝j医鋼では望まれない〉叉

他 乃形;1た叫河村ーよりも断l白守主CS)及四時牛僅 ( R )

が大である( 同_-!afr 而砧に於ける比較〉此の執が

官: が排材として: 11止も利怨( 鋼亙tit に於て〉である

:<ji :を哀押するものである。然るに構材の組合せ方

法 が鋲 ｄ みであっ＿二時代ｻ立 、 一般 ｎｾ 材としては不

使. であっ? こが熔緩 D手Ij Hj によって、 鋼 管 は 構 材

として非常に使. 示Ij なものとなっ7こ。而して鋼管を

叫付ーとして使川することによって( 1  ) 熔接によ

る鋼材 D節約( ＲＩ 断而 Ｉｲｾｾｽ｜ ))'1' 1質即ち ( S ) 及 (

R ) の比較:1句大なることより吾I( る鋼材の節約と此

の刷欄 I W突って非常なる節約をおし得るに至るも

のである。 1111; 円下の底では鋼管の製産が他 の型鋼

に比して甚 Ｑｾ 少 一 ＺＧｬＺである駄が 一般に椛 材として川

ひられない鮎で五に遺憾に} [ I ， l 、のである。

誌に示す例: ま鋼管D 等外ス トツク品が津山あっ

てよれを利川してこr . 拐を設計し? 二、そして型鋼を

川ひTこ案よりも非常な節約をおし得?こ一例であ

(イ)

-h

 

j

 

(

 

す。鋲構造の場介には通常此のキ1:脚 J ) 邪Fl 控とな

るおめによれそ床下深< jlll 込なも ので あるが斯

〈すれば住が長〈なりて制付が 多 〈変る。

( ロ〉組立住( I[j 形鋼と J; J e による〉に於ては柱

の而に鋲頭が保 illi ｛｜で 、 ｴｾ に ｉｬｩ､ ・ ｪ 物Ｈカウ ン タ

{ シヤフ 干或はジブクレー シ等) を:>11す場介に

鋲頭が邪魔となりて不便が多いが俳緩によれば

柱の両は卒j骨となりて好都fTである。

( ハ) 工場内は撲が多いも ので あるが、此 D挨 が

1てf{. して鋲頭に. l ' f h杭し忠 はぬ時 lこ.J:l こA ちて来

るが熔後では撲 J ) 引 lit9 .!JX(主111:砧する Irtl 吉町: 始

んどない。

次に鋲怖心!i に於てはリベットゲ{ ジ のイバr: .ft'常

に考へねばならない然し僻接榊ili に於てはよれは

全 < 111日必して白[ 1 1な形を取り得られるわけであっ

て此 ｊＩ ｾめに非常に利待 を することがある。例へ

ば第 2 園 ( イ〉は鋲構造刀普通ハ組方であるが、

同じ材中＿ を用ひてくロ〉がＯｉＧ ， ｾミる。ￗ ー ｘ ｩｬｬｬｬｬｬ こ封

して考ふるとき共 I が

( イ) よりも( ロ〉の

) j が逸かに大である 31-

に気がH< であらう 、

然 らば断而杭を減少し

得るといふ本もＧｾ［［然で

ある。斯〈の Ａｭｾ 黒ｾＺま

常に些細に貼検して設

計する 、EPち市li l桁な設

rr l:寸

「 「

買t 2 固

(lZ j  

第 l 悶

る。

［出 十に岱 ってＱｴＺ立し＿ こ里 ｾｪＨ 立 、 鋼管の内厚が 他 の

形 ｗｾ よりも 部 ｌ 、からＨ 第 Ｒ 表参照 〉僻緩もスロ ー

干の大 きいも のを ) ! ! l 、石市が/ 1' ，来す・ 、

IV11  ＩＩ長 さを ＴｾＵｭ ｭ としに之れ以 Ｑ Ｍ Ｎ の大きいもの

を川ひ ても強さは増さない( 熔綾部でf ! 皮壊せ十に

/{j :村 J ) 方にて i波壊する〉。此の聖!}j Iこ注立して熔接の

配刊を決めねばならな い、 従ってガセ ット プレ ー

1、も 部いものでよ いわけである 。

1  7  VI I I  



本構造に於いては全熔接によって生す・ることのある歪

に劃して考ぽし一部 D取付を鋲を用ひて組立てに、之れ

によって全盟 D歪みを防止することが楽 iこ! 日来仁 、二むも

之れは必ら十しも必更な: t j ' i: ではな し 地二r. に、熟練せば

全 t存i妾でも 11' ，来ない::j'j: : まない筈であ る。

通常鋼皆乃 ｲｾ ｊ ｊＧ 字 ｩ ま Ｓｾ Ｕ ｭ ｭ 、 特 ｪ 手伝Ｚに於て Ｖ ｭｭ 程であ

るから受底商、又 は荷重を支へる主要部分: まなるべく管

の四方にガセッ トプレートを附して全新聞に平等に荷重

のか〉る慌に設計し＿こ。Ｈ桓 脚 ｾ ￟ 寓 轟 参照 〉

次に腐 IJ11 J) 問担であるつ管; ) ) 1入l部?: ' 7K英気或は他の瓦

斯 h; 通過する事によって内l両|か ら管が腐蝕することを恐

れ細主管; ま端を践し出して月] ひ叉特 (こ太きものは共の小

口に査を施し? こ。( 銀 D 荷きものを熔接し? こ) 然し乍ら

此 D 黙 iま工場' ) ; J ) 性質 によ って は必 ら十しも必要と しない

様 lこ思はれる 、 その貫例として尼崎: こ在る住友鋼管工場

内に大j [ 8 年頃建て られに

鋼管建築( ボールトを刷ひ

て催乎を* J i 立て? こもの〉を

本年解控し fこ庭、管の内而

lまFf ;んど腐蝕する :j 'f.な 〈赤

錆となり? こる程度にて管の

製 法の際に生じ? こる筋模様

が共 )) まう判然と硯られる

程度ーである。此の結果から

見 て ｲｾ ーなり思瓦 斯 ｊＩ 多 い製

鋼脂及 ｩｾ［ Ｚ ｩ 込場であるにも 布、

ｊ 旬 、 割合に ｲｾＩ 削Ａ を 見な ｌ 、の

( 主主J b) _ : てられに トラス及柱

の管の内部 J) ＿ｾｾ筑は管の端

が開}s:. のま〉であるけれ共

左程1J¥入り を話 さないも の

かと以はれる。

普 通iTi lq哲=は僅 j 】大きいが1

7干に l失:Jri戸がiij) <陶jD市カ ;/J 、さいから

クレーンポスト j_) 虫II E ' 太きなが'j_'m

合支けち部材として Ｈ ［ ｩＺ ［Ｚ ｾＭＱＧＺも ｦ ｔ せ

ないと足りない 、 故に Ａｉ ｾ Ｇｩ Ｚこ ｦＺＺｪｾＺ

の大なる部材に は特 l央Jl 字i(;: を川ひ

Tこ。 f手伝来ねて佐イイーにする 4L17.?に

はタイプレ{ トを入れ管 J ) 外(J1IJ と

隣接し ｦ こ 。 ｊｬ ｲＮの燃接［ま ＱＧＡｾｊ ＺｲｰＮではあ

るが共の強 l立は使月l に義文へなき

1

・
0

叶

J

i

-

-

H

I

t

叶

μ

M

1

6
川

け

け

け

叶

l

!

蹴4  号再

表

管の呼隅i外館DI内包 dl 内厚 t I単7時位 1滅菌民 A¥制断Elff-I l  |噺百字 S L五番 R I

円、 m 町1円3

mml  l .l〈9耳1m3 l  c mf  

叶1- i 5 E日!l m 
グ ト Ｑ ｾ Ｑ yz ク 38. JO 31. 30 10 3. 402. 9131  3. 70 5. 631  2. 431  1. 23 

2ク
50. 80 44. 00 一 ｾ ｉ ＳＮ Ｙ ＷＹＵＮＰ Ｖ

14 3 0 21.9143!  1  

2Yz .  63. 50 56. 50 3. 501  5. 5371  6. 60 29. 801_9 宛

一 一
一 一 一

Ｓ ｾ＠ 76. 20 68. 68 -9  3. 761  o. 7141  8. 56 56. 30i  14.  781  2. 56 

ー 一 一

3Yz .  88. 90 81.38  。 7. 8921 10. 00 91. 331  20. 551  3. 01 

Ｔ ｾ＠ /101. 60 94. 081  ｾ＠ 9. 069  11.56  138. 52 

一 一 一

4Yz ク 114. 30 106. 731  ｾ＠ 10. 287  13. 14 200. 91 

切 67ー二ユ週斗

5w 1136. 52  12. 307 15. 68 345. 8J  
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，.. .  ｾｊｽＵ ・問 先 ｩｦｾＮＺｾ 件腕滞在 ・ ｔＺＱＢ

下 ・11' 611:1 ' l ' 令止i ' I' ，ク レーン '1: スト J，H f. 可"tl ・舟1，"r. II?-- 引すヲ

迄 には 出来る のでお真に見え る様 に

構成 し?こ。

ク ν ・ーン ガ ー ダ Iーは I 型鋼乃花J i li

ｬ ｬｬ ｩ がイ Ｇ ｅ つに ｾめ之れを Ｒ つに 切 り ］ Ｑ ＱＧ

? I :':j < する様 に紺ゴ，: てて，(IJ ! J i 1しに、

然し之れと ても管で11 ｾ＠ ｾ ｬ ｅ ぬ 事 は 無

し、。

名古は同じ太さのも ので あれば簡易

に協ぎて長尺 物 を 作 ることカ ［ ｉ ｉ ｜ ｾ ｋ る

短かい切 れ端がlli!: ちに長尺物 として

活用せ られる 、 之れは僻I五締法 J ) 最

も利鞘で ある。

接手。何例 かの緋4オの集合する接

乎は管 J ) 端に 中 心 線にAt ひ長 〈切込

みを作 りヌれに叙を? 差込 み管と銀と

相接 す る Ｔ つの ｦｔ 端を＿隅内［熔肢とｾ

しに。此 η 媛乎; ま岡乃如〈ガセッ ト

プレ ートを JIJ ふる庭に特長があると

同時、こ扶駄がある。 即 ちガセッ トプ

レ。ート を用ふるが故に管J ) 接手J ) }JIl

J: が極めてシンプルなものとなって

居る 、然し銀を月] ふる 1:: け足ii t ( ま多

い。今之れを川ひす・告: と哲= とを ui 接

に熔I愛する方が造力、に鋼材、ま' l Iii 約 i"，

来るが、此 乃場合 J ) 加 」てはやt
l 々六ケ

敷いも のと なる . 長さの
j品不足も計二

きれないし !I! I而 に

他 の小 口を介せる

ことも行i，日倒であ

し け れ )1，.:熔 i妾構

il i としては此 Dブ3

i; ;}' 思想[' I:' J である。

{f l， し本例に於ては

力ILT ，) ) 千f・易とい五、

ｭ［ｩｾ＠ _E としてガセ

ツ l プレ・ートを 川

ふる案を保川 し?こ

( ) 地工上の注意

銅色2建築に !iRら

や、 すべて; 隣接構

造物: こ於 ては，C( JI 何

にして然思製! によ

4 鐙! 彰台少 くす る

かとい五、駄 に あ

1  9  VI I J  



第 8 困 鋼 管 法 築 、N o. 1 建 方 完 了

る。施工者は柿々 の苦 心 を榔ふも のであって此の

場介先づ汚へられる Ｚ ｾ ｝ｦ ｬｩ 帰路 ｟ＱＩ )1国序である此の)1闘

を皆〈やれば歪みを防止することカ ;iH来る。又

柱とか梁とか或は トラスを一つ J) 丈夫な定盤にJl j(.

付 V111支締め してから 11国序良 〈熔接すれば、歪みは

殆んど防ぐことカ ;/1
'
，来る 、克も il 止イ}J I 、2回は失敗

することがある。本例は〉と盤ＨＱ Ｚ 及 ｌｊ 協同 ｾ Ｗｫ 卒

第 9 岡 鋼 管 主主 築、No. 2 建 方 完 了

VII I  2 0  

.‘  

に組 lJ. 1こるも の〉を川ひ且つ熔 I芸乃11頂序を巧みに

配し叉一部 に鋲 を併川 して非常に長い佐も歪無 〈

仕 卜. げにのである。

＼＾ 今や附ｾ感げて の 聖戦に或は東亜 の 建ぷ ｴ こ、

鋼 材 J) 節約 と利円 J )!品生と創設も 慎重に考慮潟すべ

きが災IJ下 の急務である。 即 ち設計理論 乃研績を詩

し以て節約金?I・るは0J論、更に施工には電弧熔抜'

をmひ一層有効

油切なる鋼材の

節 約を致すこと

之れ京国建 f泣が

有 終の美を護折lf

するや否やに懸

り居れりと云ふ

とも過言 に非ら

す、とイゴす・。



工 場 換 気 に 就 て の

FI ｾ 欠

1. は し が き 、

2. 工 場 換 筑 の主 要 事項、

3. 換主号機桃 ｊＩ 中 ｉＢｾ }皮 iこ つ い て、

4. む す び 、

I  はしがき

労務台' J ; ! l ¥.1) 兵器的な l つ )) 問題として、工場行主

業壌の換気といふことが王宮な項円に収率げられ

る綴になっ fこのは極めて最近の事である。これも

亦係光とか騒 音ｊＩ ｾｽ ｪ ｊｬ Ｚ Cかい五、事柄 と同様に、作

業者の生:Wや心理 t 建築:乃機構設備とが正H瓦bM係

を結ぶポイント の 一つであるｾに、 厚生 、相手 ｉ ｊ 、

能率といよ、方傾から等&/:J腕 '/ ¥来ないことになって

来? こわげである。特 tこ機筑 問題は、一般住宅 とし

ても、結緩縁日:}j の技術的解 決僚件として考慮が初Il

はれる様になってゐるも ので、従来、 nn隙風の多

い日本家屋 iこ住み馴れに我川こは案外忘れられ勝

ちfごつ fこのに違ひない。「窓 を開いて風を通せ」と

いふ簡単な万法は、そ D昔 ベーター・フ ランクに

よって II / j 導され fここと であっTこ。けれども今は、

大小カゴ:場 刀換気のイミ怖が、そ の従業L1の不健J.J i

t 生産能家 D低下の似阿 佐f . t すtこ主IJ つ7こことが、

日々如貰に髄験されつ 〉ある のr: 。

厚生首局でも 、之 を研究 乃項 阿に) }/1 えて、そ の

油切な僻次を求めようとする機運 lこあるが、之と

同時にそ の現費の封策は建築設計の宜務 に? こづき

はるお¥乃 j毘乃理解と油切なる考案とにf突って始め

て安世なる f採決に到注する 宮?の もので、研究{ ' i . の

護表する資料に のみ? こよることは 、笠際にそぐは

しい効果全得るには以遠で あらう。等ろ rj ぉ1;X J )  

経験的なＧＩ苦笑 を 研究 キ ＿ の ｉｾｉ 沫に提供する虞まで進

むべきも のであらうと ，1J!， l 、。研究{ i' に宜施薬 を迄

要求することは寧ろ過_ mの: 負婚 であって 、研究( i .

が現欣 7) 不備を劉べて「如 何に、何故に惑いか」の

程度主原悶 t を探求するピげであり寄与易 な仕事てず

ないからである。故 tこ之 を建築機構/-. I如何に改

良すべきか」 を求めるこ とは、豊富な質際の経験

来簿; 者時工母| 枇 ・早大理工修部1伽 ・rl J央: bt I : 株式合社抜術顧問

1  '  2 の 知 見

イチ士

楽

文藤 J [  

がある建築家 刀考案に侠つべきも の と}ι 」、。この

意味で 、換筑問題に限らす¥ 傑党 、防昔、Wi盟共

他 f;' li:々 の依干1"に到する考笑はすべて研究者からの

了t料に .fi l. d突っこ 主の迂遠であるこ とをままに反省

し? こいと，tl ふ。衛生上の問題 はすでに然り、防空

十: )) l/it 放 も亦同様であれそ D 効果 β 優劣は別と

して不1! it! Y  <( [ 1: 盟系 D 一歩前進が喫緊事項であろう

と.lJ!，;、。

一言 にして、換気問題といふとその内容は幾多

の僚件を含み、叉他の問題と抑制、或は一致、更

に矛盾する庇があれ甚し〈後雑でもある 。今蕊

に述べようとするこ主が、こ の換気機構を考案し

ようとする場合の基礎的な僚WI こ資する底があれ

ば幸な のである。

2. 工場換気の主要事項

工場換気の僚件は複雑多様であるが、換気不良

を原因として生す・る従業員 の健康障害は事業主 lこ

之 を有I l 附する責任を荷する法律のある聞もある程

で、工場の答無の汚染度は著し し 作業 lこよ って

は各陀有符瓦斯、飛曜、煤盟臭気を生す・る左共に

鮮民して作業する場合の温i反度の過剰が一層職場

ｾ ＾Ａ 、 快不 能 ｨ 肢に陥らせるもの ｦ ごから で ある 。作 業

の柿原によって換気 D 不備を訴える程!主にも大差

があ り、之 を一概に考へるわけ にも 行か Jよい。げ

れども換気智 光- 分にし て作業主立境が快適になる と

いふこと は普通一般の場合で、汚集、瓦斯等の排

除と空気 乃代謝が目的であるが 、之と 別に換気を

可及的えにすることによって辛じて仕事に従事 出

来るといふ場合もある のである。電気櫨や卒蝿等

のあ る作業場は之に類するも ので、殻生する大量

の熱気 と幅身、f熱 乃底思1が目下のヨuミ問題 lこなって

ゐる。ド: j j 益; 股火管jlil J下では971んどすべて の開口 部

が遮蔽されて換気は97Iんど行は れす¥ クレ { ナ ー

の叉ける I副首i はf，f I ，像以上であり 、時に 70

0

C の例

をさえ見る のである。之は健!;Wlnitfj を透かに越え

て危険である。

従て換言 すると二様 J Y場合が」二場換気について

汚へ られ るのである。
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(1 ) . 冬季媛房時 J ) 換気、

( 2  ) . 夏季防空遮蔽時D 換 気、

建物) ) 形燃から見るし (  1  ) は震に鋸幽屋根

の形式が多く 、 ( 2  ) は越屋根 .' ) I I ) ( な形式が多

い 。 ( 1  ) の場合は冬季釘iJ i じ暖房 J ) 設 備 D温熱J )

損失 ｾＰ 、〈して暖房効果 をあげ るｦＮｴに開口部 を 閉

ぢ勝ちであり 、詩 に瓦j折、艇、飛1，if 等が立込め? こ

中で作業が制けら れ る。であるから汚染空気 D吸

入による長期に捗って現 れ る 俄ｦ，ｬ ｩＱ ｾｙＯｦ が ｪ 注意さ れ

る， ( 2 ) の場合は 、健康度 )) 低下と し、」、主主稔 に

被る手ｾよりも寧ろ 、 ｩ 岳 ｩ ｴ 毘 ＩＩＱ 完 ｬ こ倒れる突鷲ｩｊＢ ｊ 災Ｇキ

に軍拡があらう。

従 て ( 1  ) の問題は 、ーー般家屋にも j 与泊)) 針策

を要求されるわけである。且つ工場では |時11¥16同

換気を目安に置いてゐる様であるカ 2。そ の程安で

媛房法と換気法と D適 宜 J ) 組合せ、例へば パネル

ヒ{ テイング等によって充分解決し得る見込があ

る。しかるに ( 2 ) 刀; 場合 l立場内空気が熱を含み

之を成るべ〈早く f苅珠しようとすることが目標な

のであるから; 援房や漁度の程度は問越外であって

冬でも熱気( 同時lこ汚染空気) 初除の方法を考版

することになる のである a j Aが、工場建築の主主杭

は著し く大き く之を機械 } J で換気するこ主は経費

や設備J ) J-. で忠、ひも及ばない。強いて之を行はふ

ならば、作業部宮へ局部 '1句に冷気 を供給する位の

ことで、 卜用部に砂亙 ｬｊ する ｉｾ 皿機附近迄もよ ｓｔＹＴ

へる方法がない。しかも主筑 D 熱容量は:進行IJ、〈

(  1  OooC- O. 00 16B.T.U. O" C- O. 002B. T. U. ) 熱

1誌を含んで排除する度介は徐桂!側主誌に換気しない

と効果がJぷぜ られない。そ の_I -. に熱以盟から放射

する幅射然( 立、感ぜられる暑熱 D約5 0 %以ト. にも

ｪ 主するとすれば 、換 気力Ｚ充分であっても Ｑｾｊ ｈｬ嘗の

暑さは免れないわけ である。こうゅうわりで 、現

に年j乙羽で問阻になってゐる のは此火焔を登 する高

熱 ｊＩ［ 峰。ある工場 ｄ 換筑 、制 Ｚ に ｉｗ ｚｴｾｊＺ合 火筒 ｬｩｉｊ ＩＩ 場

合の ＱＡ 対及 ｪｪｩ 去 、 ￯ｾＪ ｴ＼ ｮ ｬ Ｂｊ e いふ ことで、ドVj !cさ首局

の方でも之をぬ 1.. げて得議し 、産業菌製や工場建

築法の トー からもＳＩｾｪ｝ｴｲＮ ｲｈ 垣が研究 ｄ 主 ｪ 象となってゐ

る。政でも此 }i l 師 J ) まうl策に ついての知見 1.2 {e拾

って見ょう。

3.  t臭気機構の構成について

自然換策といっても 、窓 J) J影や、屋 上の拶! 気装

置によるも ので あ る 以 九 や か ま し く 云 へ は‘人工

V l l 1 2 2  

的補助換気である。しかしそ の原動力は風と常内

外 J ) 7毘l支差であ るが、一般 lこは温度差 J ) 方は 5
0

C

以 k 乃場合でなし、と換気力 を示さないとしてゐる

から 、'9f，' んど風 -} J による方が多いわけである。此

場合 ': ':J熱乃姐 卜.にー1-.昇しつ〉ある到流があるとし

て之 を換気 J ) 原動力に利月j すれば、熱 気 J 、底理と

ー怒川‘ j得なわげである。従来、そ の笠J流 Jコはけが

悪い11に下部に熱気合J放さ散らして窃内 の温度を

.J'.fl . ぜしめて不都合を来しfこのである。つまり錨

のあ る工場では瓜 D有無師様 1):場介について考案

することが必ＧＱＲｽごと ｉ ｊＺｉ，｟Ｎｓ、。合｜ｾ風時に ｬ 主 主 ［Ｎ ｊ 流 ＱｾＧ けが

温度差によって排気され有風時には主i流会 川来る

ＱｾＧ け商 ｌｾ すＧに、風力 ぞ 利用して換気される様にす

る乙とである。

そこで、梶原敬J受等D 視察によると、到流み形

紋{ 立 、風に乱れない限り熟原謹，) ) I出J -.部で急; ¥こ細

くくびれて、垂直に上昇し 登j 流と周囲空痛と の限

界は比較的ハツキリと 温 度 D 差 を 示 す も の で あ

る。此過か ら劣へて見ると、 1崎 ハw: ト牟部 lこトラス

やクレ ー ンが通らない様な架桃配世をする こと、

更に逆 k で雄 )) 配置計前 J ) 場合に焔 t に架構部が

匁げ渡されない肱に潟 lぷを拶f ，へば、一居合理的な

投計を得られると} ，¥! ，_ . S、。 I市して笠1iJfeu: U- . 部 J ) 屋 韮

を如何に放って扮 Ｑ ，筑世をＯＱＧ ， 来る ＱｾＧ け多くするかと

いふと 、風力 を? 川来る Tごり利用して 、逆風が入ら

ない肢にすろことである。よはし、づれの方向から

風が吹いても 差ぶ ない校にして、しかも防空時に

漏た内ない様な接世がJ q ¥想的である。

;7.にに j ' hAe J ) ない部介 J ) 換気であるが、之は専ら

風 力 に よ れ い づ れ 3 方 向 )) ) 氏でも同棋に給排気

Ｏｉｉ ，ｾ ＼Ｚる棋にすることが一、帯都介がよいわけであ

る。そこで問題 は、決然と/ 1 1，1:.1 人円台興へる Tごけ

では如 1-. Ｉ￬ ｾ む Ｑ ｜ 取が技術的には先五、ｾ 1' ，来ない みで、

そ ＩＩ Ｑｉ ＧｲＮ位相 ｬ￯ｬ ｦＮ ｍ ｩ 系と、そ のＩ 彩 ｦ 伏 、即 ち ｾ Ｚ ｕｲｩ￪ を誘導

撃沈すべき u'i i }'¥作り j j が j原宏である。 換守 すると

どうゅうぷi点。舵t告を興へるか 、 それにはどんな

機構が都合がよし、かといふことになって似る。

しかし 、そ ハ俳符は必すe しも 一つではあり得な

い。い〈らでも) ) 奈川水る 官である し、; 泣:¥1- -x.が

22ぷ( J ) 動き の・I'i: 質主?知れば、色ん .9形式が /1
1

，来て

くる に述ひない。しかるに fi:々にしてflk 1-. 111七_ . J )

ものを研究討なり監'! 李首局に求めようとする世上

の習慣があるが、こうゅう問題 刀位賀として決し



てそんな筈 D ものではない。多〈 の形式カ; ヨ号案さ

れてゐる聞にはついに協力 ♂i結よs として最 l二J ) も

のにも到達する tこ泣ひないが、 それとても後定さ

れにＱｉＡｦ［Ｍ ｊＩ 答では決してない ｊＩ ＱｾＧ し、最後 ｊ Ｉ もの

でもあり千尋ないこと ＱｾＧ と忠ふ の である。そうして

匙められてゆくことには必す・批 判 が 必更 である。

そこに此[1日週 D むづかしさが世にはってゐる ので

あって 、そ D 批 判 乃t条件となる底は 、常 に 換 試 の

能率に劃する矛盾が多いと云ょ、掲ｾである。即ち、

換主 主 ｻｾ充分にしようとすると光が漏れ易いとし、ふ

こ と、 或は換試合U< すると暖房 乃熱出火が著し

くな るといふ様な事柄である 。 つ ま り 、 此 師の工

場では、ヨたの様な僚件カリミ度となって、機構構成

を考ふべきものと思はれる。

(1) . 気流経路と給餅気ロの位置彰式の相互関係

( 2) . 防空時η 渇光を充分に防ぎ得る関口郎の形式

( 3) . 高熱原よリ上昇する針波はそれだけ分離して排除

し得る様な形式

( 4) . 鐙庖煤煙の著しい作業者恵ては空気中の微粒子聞の

高 ｌ 反射の民に漏光の Ｚｾ軍唆が増大 するから、その 機

嫌 lま特に考案する。

といふ械な泉市である。魔力; 一万 lこ気流の性 質 を

よ〈視察すると、恰度7kが{ 止し、方へ低い方へと流

れる様に、 Ｒ さ瓦も少しでもみ ｾ ｾ ｊＩ 低い方へ流れよ

うとすること、又、水が収かれる場合に i直角 tこ遮

断する時に比して、少しでも似i斜を興へると念に

勢を増して M斜 面 lこi 官i 、て流れてゆくも のである

のと同様に 、2主・'，:¥i) 流 れ も或 ftJI 斜 i師を以って整流

すること ハ利 主主力Z巧へられ，ることは設 計考案によ

い党料を興へる。只、自然風 D方向が- Aせする所

謂 風 7) .0、があって風速も定常を得られす、従て整

流 紋 D寸 法を算 AII' ，来ないうらみがある。しかし

現 賓 に こ う し に 現 魚を制 策 し1: 知 見f ごけでも 、技

術 l 'J な方策 を立てること の手懸りには充分になる

わけである。

そこで、風rr iJ!l Jか排河口になる様 tこしてその部

分 の 陰 鵬 }J が 排 気 原jJij J } ) として働〈棋な仕組みが

考へられるし 、当: ( 流が或部分で方向づけられると

それが必すe誘導さるべき方向へ D 傾斜訴に滑ふて

流れる様に整流板をしつらえること lこなる。

もう一つ、漏光:1応! とについて知り得i . S ことは、

換瓦孔 ＱＩ 部分で反射 の 回設を出来る ｦｾＧ げ多くする

様 に渇へれば、 自ら遮光文ーを哨して来ること、従

て、換気機構り局部 ｄ 排 Ｎ ＱＡｾ 、 おｩｊｦ ￨ 乃 効ぷを ＿ 減じ

ない様にして光 J ) }.支射を多 くす る仕掛を考 へ るo

b一 つ J ) 方法であ る。

似 9 ＨＺ ｬ ｴｬ こ ｙｊｴＩｾ ＩＩ 管に ｾｻｶｴ ￨ ｾ 地すとして 、そ の

誠 )) } 度合ラツ ハ形にし lまり 、そ の < < れ f仁こf部( 侃官介刀

1免奇にj辺邑 j瓦王のf丑i:正1t: を引i減威す子. る l度Ef介干(は立;宍拘訓守削刊lリj

られて ゐ るから 、λ ・) ;乙 ，)) 乞:': J ) i!ilhI こ或程立のf引き

を以て 'j:? る慌 にJ及」、ならば、反射光はl順次短く如

繁になって消えてゆく械にも ＱＱ Ｇ ，ＱＯ ＼Ｚる［以上 ｴｬｾ で ある 。

私 が こ れ 迄!考案- しに機排 D形 式 は 太7' j そう 言 」、制

かL 、撮り庫から考へついにものが多い Jつである。

全習としては、工 場 断itliーについてのぷ流 D 粧主努

力Ｚ、 Ｍ Ｇｈｾ 務 ｩｬｩ がつき 、 ｩ 見流会生せＧしめない様に導

くべきで、複雑な工場内の物{q=や 断l国形について

夫々 ｊ ｾ 溜 Ｎｩ 句に考へてゆかなければならないことは

首然である。只構造上、雨も bであるとか、架 梼

上の紙陪であるとかに就ては、 7象め、設計僚件の

内に入れてか〉れば、どうにでも構造上解決し得

ることが多し、から、特に4条件に1mへて初めから成

る可〈安易に構造することのみに拘泥する要もあ

るまし、と .'J!，; 、。

4. む す び

以上概論しに工場換気の問週は、一つの特異な

例ではあるが、最近の重工業方而と防空首局とが

特に豆硯してゐる潟であ る。此他の工場で 、換 気

の不良を訴え、その主J 策 に 腐心し つ〉あ るも のは・

枚取に迫もない。最近剖千日を?口J められにものの中

に し 鋸 歯屋線の民えな卒簡を有す る工場では 、

冬 季 採光 都刀廻持附子を間切ってしま」、第に約 l

寓 均; 1) 作 業 場 町 が 無 換筑 の欣態に陸i るとし、 i 、側も

ある。之等に到してはその間口部なり屋根の形n犬

に肱じて、又その常風{ 立に趨l症する様な経済下J な

改 善 j j 旋が市められるわげなの f.: 。 こ ん な 問 越 が

ノト各所・に 起 りつ〉あるが、先頃迄やかましく云は

れに工場)1夜リj の[I [j ;越と聯却して 、我 々 の 技 術 に 耕

せられに新しいnu:苗でもあり興味あるしかも難し

い ｌ ｬＺ主で あ ると ＮＧｾＮｵ 、 Ｓ 工場 ｪ 照リ ｪ の ｼ問題も一頃の様

に云はれなくなっ fこ底を見ると一時の流付として

忘れられにのではなくて、着々改良の効果が見え

てゐるからであらうと忠ふ。同じ様に換4誌の問 通

も只 l定し〈 叫 ば れ fこり理論倒れにならす・に、貰 胞

のJ -.で改 善 ま が 着化と 進 め ら れ、経 験 が つ ま れ て

ゆくことを希ふも のである。( 昭 15，7.2. )  
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工 場 の 防 空 施 設 い

I 序 説

一工場の防空施設を汚へるには防空賞; 胞に際し

て之が有機 i! ，] に運用 3 れる抜本己合的の計市営必要

とする。防空施 設の計五Ａれまそ ｊＩ 工場の防空 ｾ Ｍ ｉ 日＿に

包含され るも のであって常に防空貰施計由主 のi銅

ｩｦ�ｾｾ 湾ほしなければならなし、。防空施設計出は防

祭主施計部にＡ自Ｚ す・るも の であるとたに、防 ＿Ｂ Ｚｾ ｦｴｴ 泡

号1・1古f は現有の施設又は防室下令時l @しなけ:'J に整備し

得る施ぷ及人 ;'I'J の組織を j 左礎として計商される事

主なる、 工場 と云つでも多抑多様であるからそ の

防空計五iJ も一 律にはゆかない。夫々そ の特七t を考

慮して計話されねばならないが計百Ji 上 の基本 とな

る事項 は

1. 工場必位置及規 慎

2， 従業員の数、男友密IJ 合及統J支

3_  建 物 つ構 i主及配置

4. 作業力性質及11又扱材料か1;1: 質

之等 ｊＩ Ｚ＼ ｲｾ 項ｾ汚 ｻを して防 Ｖｾｾｩ 一Ｇ Ｍ［Ｇ ＡＮＧｩ の線 本方針とし

て先つ' 決 ι しなければならぬす; . 柄は

1. 防 空時ＷＩ 作・ 業態勢ｾ主とめる。つまり防本下

令時、警戒瞥ｴｉｘ時、民主ｾ王手 ｩ 校時及敵機Ｊ製時 ＩＩ［ ，ＱＱＺ

夜各時期に於ける作 ｊｩｾ ＩＩｊ ｊｪ｛ 則及継続すべき作 ｊｾ 、

中止すべき作業等をノどめる。ヨ' !Kーの者へとしては

警戒警報時はえ龍平常通り fF.:.¥' ，とし空襲警機時x . は

空襲 ｲＨ Ｑ は 中断すれば 大 ｭｾ ， ｾＺを毅る と か 危 険を ＱＧＱな、

如き作J位) ) み楢縦 し他は全部 停止するのが泊首と

ヨラへる 。

2. 防生時D 防護態勢を与とめる。之は前記作時

期待Ｚ乃工場防護Ａ羽幹事及凶ｌＱ の到 ｊ￩ｾ 介、配置 ｉｘ

任務等に小j- j仁め るのである 。防定下令l時及替戒警

Ｚ ｾ長時 ｬ ま警備附 ｬ 系を検知 ｩ し普 ｪ 税制七 ｦ ミｻ￭ ー を配置する。

そｊＩ他 の ＨＩＧＨま ｾｽｪＵｾ ＩＩ土 俵ｦａｔｉ泌世 ｾｩｦ つ＿こ後作業に位

制する。出製瞥報及定製ＱＨＧは会 ｾｽｪ 謎凶が配世に就

〈のであるが、よく訓練 されに. J :場では雌il 児、!ill

f言、警線開係x - 以外の防設閣の一部は敵機来裂を

会11つfこl侍ul l こ配置に就く 事 としてもよ し、。

3.  防空時一 般従業 日の1I 到に付固定める。つま

楽大阪府悠ji¥都世Z防球技 師
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に 就 て

竹

来

治内 佐 之F

り前記各時期診li にフ; さ襲警鍬時 3くは空襲中に於て防

護 ｩ 羽以外 ｄ 一般従 ｾＧｕ ｬ は原ｊｬｉ ｊ として如 何 に行動す

べき か を従業u乃町山、 f千:ぷ'J)f'問 IJ及作業場日 IJ 等

によってどめる。之 は防空 時 ｄ 作ｾ態勢と Ｑ Ｑ， 捌節す

る問祖であって、 一般に防空下令時及瞥戒警報時

は窓製に封する心，，，，Yj えと準備を整へて卒常の作業

に従事するが、 器製若手報時 は中断を; 11ーさな い作 業

以外の従業はは作業を中止して防護' ぷ、防空爆そ

の他 1) 掩護物によ って待避する。然し非常によく

訓練されfこ工場 では成年男工のみは空襲出前 迄 作

業主? 続け敵 機来裂を狗lつにl時緊首: 警報lこよって 4

に作避 する。

向島! ? 宅中に空襲警報 D 蛮 せられ? こ時は』般従来

Ll は自家の防護に世る のであ るが、防護圃員は強

め) . i : められ fこ医分によって一部 iま工. 場 lこ行 〈。

以|ての様な根本方主| をどめ ? こ卜. で防空 1-. の各fili:

染防勾=に制部 1)! ｕＺ ｩＱ ｩ￯ＧｊｾｨＡ ， Ｇｩ＠ ｾ＠ ｾとめ る、防虫警報 の

'乏領及w注ブj 法、工場内外、特殊施ぷ及 トク; さに f .J

する警戒普品 Ｑ ＩＩ 方法 、 夜Ｑｩ ｜ｊ ＮｬｦＮ ｩ 人 Ｇ ｊ ｬｩｾ Ｇｬト Ｚ ＩＩ［防火 及火焔

のｴ［Ｇ［ ［ｊｩｉｊ ブ Ｇ［Ｇ ［法 、消 防施ぷ住に消防Ｍ係の何日世及工ｊｴ ｾＱ 干

1';'11 ｊ Ｉ 泊 ν ｩ ブＧ［ＢＱ宏、，ＡＯＱ ｴｊ 切に到する ｰｽｪｾｾｊＱ 方法、傷病ＨＩ

の救ji，i l i 方法、一般従業 L1  J) 刊避地J文』えその訓訟で

災;作蹴k 時 D避 fHブj 法. 慌 袋JJ 法 、各 rili: の工作} j

法、 -JLI) 他p}j :5>: 1昨に必雲な一切! ) 市に小J ，i下車III にシと

めるのである。

lI 'i j して工場の防主総n立は之等防犯貨純計出に即

! 息するも ので あ れ x. 防 空貰ー地計市はp}j 宰施設を

必礎とするものなる官前述 J) 泊りである。

日 一 般 計 藍

_1:毎ーが本Ir ，泣 コくは哨1泣きれる場イ? と銃容の工場に

到する場合とでは防街地 λ をＭ巧へる ｟ Ｑ 二に ｾｩ￭ｾ 易があ

り手法も異る ＩＺＱ Ｑ｜であるが、そｊＩ ｬｬ ･ｾｾ には鑓りがな

い。今後 ｖｲ ， ｬ 支払 ｉｦｴＧ ｍ ＩＩ 場介には勿［命＿Ｚ ＿初から防 ｾ Ｚｾ 1--

の; g_q くを考臨して; ト古されねばならぬ。 ー・般計五15

としては要求される TJTがj は

1.  工場の位置選どに危つては草萱工場や大工

揺がーケj列・に集中する事を避け又既存の重要施設



の附 近を避け る。

2.  こr. 場内各間施設は分散配世を J取り/ 111 来る 1::

け多 〈 の器 地 を取 る。期代こ ｩ ｲ Ｎ Ｚｾ ＧＮ な ｬ ｩￚｩ設 及危険物 ｉＱ ＱＱＱ

ｻＡＺ＾ 貯離 Ｓ えは多量佼 ｈ ｊ する作 ， Ａｩ ｾￎ は 分 ｾｊｦｧ し ｊ 1介1l":oくは

介主IJ して配置する。

3. 工場内又はそ )) 近 1りI'I こ村! ?? ; 純つ fこ定地 金取

る。小工場では数工場共同で ー ｉｪｾる 。之は照 司 Ｔ 乃 搬

出0 ，象と地としてではなく 、運劫場等として永久に

Ｑｾ 千 ｦ する。

4  建物 乃 卒 ｩ 前は ｾ ｉ Ｎ ｴ 庇ーよ を避け ｉｈ ｊｴ及 川 ｪ の 単純な

形とする、 x そJ ) 配置は消防ポンフ。のffi !l! bを考 1.[ (

する。

5  建物 ｲｹｾｾ ｊＩ 他 の 構築物及数地は特異 勿 形態又

はlリj色 を避け周回の地形及色彩に融合せしめる。

6.  作業J-. 重要な電気、瓦斯、水沼等供給施設

は一例) 貯の破壊tこより金工場の作業 に支障を来さ

Y る様配置し叉橡備施設を も考慮する。

t  7. 従業員の住宅、寄稿合等は工場より分離し

相 訪の器地叉は緑地帯等で隔継する。

1 1 I 監視、遇信、警報施設

監 硯司〉施設 としては卒時のl吋術H庁、守備予i等は

Ｚ ｊｾ の慌使 ｊｩ ｩ されるが 成るべ く 安全性を興へる篤に

建物は餓防コンクリート 詰 ｾとするか、 ｊｎ ｊ 悶をこｬＺＺＮ襲

等によって臨時防護の設備を すればよい。 又特 妹

の1:gJ J!. ，設備 k しては

1. 上宗及工場の内外 を見波し得る I会j)ijj に防護

民間! 引をぷける。之は敵機のd !li b及投下山の落下

被' 弁護生の欣引等を監叫し防護i舗のみ; 部に報告す

る。それ故位置はMも竪問でぶ:J い正!1物の毘 ト. 等に

i設け周| 叫は成るべ〈防!J P，'l ｙＧ ｊ に保 設ーし且防護 ｬ 通 ｬ ＴＺ Ｑｾ￟

K の間に l立通電話又は体持管; 等; 通信ぷ怖を完備す

る。

2.  作業場の 内部叉は特殊の機械や メーター類

{!:> ｾｩ 国見する矯 必 要 があれば作広場内に雌 ｬ 別 ｪ ｩ Ｉｲ を設

げる。制i，t > 等では此の 1;] 白ヘ)1こ2. 3 人入れる 移動式

の監耐ボックスを考案して泊る。 illlfλ}j { j ，・設は主と

して警報の交領及体連に必買なものと各f'l o来場並

に防，; 並l到各係IIJJ の指折¥(注絡 に必聖なも のであ る。

叉轡報施 ｊ 交は受領し＿こ防空轡報及了ＩＺｴ ｾｉ～ ｊ で費する

緊2: 警報、火災蕃械、ガ ス警械等をナ工場内 の全従

業 μ に迅速碓貫に体連する震必要なものである。

夫等の施設主 して は

1. 防護国本部叉は之に附属する司令所の様な

jijf には外部との述絡の舟:甚イ言電話を置 し 叉本部

又は ｩ 司令所、監視川 、 作避 ｩ 灯 、 救護 ｭｊＮ ｾ の 他 防龍

谷; 系の計f)列 及各作足場の問に は私，設のJf，T. 川電 話及

本部x . は司令、j リ? から 1jxi まし得る正:J ｾｩ 宅 電話を ［泣 け

る。

2.  ｾ手織の受領は 特記の工 場 では涯信電話で 出

妓受げるのであるが一般には防空サ イレ ン、ラヂ

オ伴令勾ーによって受げる。

3. 皆様体注の地下交としては前記の私設 本川電

話や ｾｬｬｩ Ｇ ｖ ｩＺ ｾ持の外 に 各 ＱＴ 達 ＱＱＱ ， ｬ ｩ り ｉ に電鈴、電股摂Ｎ示様

描示板等 {e j泣け、構内全般に到 してはかイーレン、

汽市、 ilf 鑑主導らがーコラへられる。之等の操作は線、て本

部'x . は司令lリIで統轄してりへ る様に設備する。瞥

報体j主の方法は何でもよいが体遺に 要す る時間は

11
1

1
来る 1:: trt 短縮する必要があって、その鴛には各

柿の方法を併nJするのがよい。如何なる大工場で

も全従業Ll に徹底 させるのに 1分以上を要する様

ではいけない。

N 燈 火 管 制 施 設

股火哲: 制施設に付ては色々困難な問lmが多い。

一般方針としては瞥戒管11ilJ 時は規則 に趨介する様

完全な ｉ ｲＮ［￬， ｪ 阪、遮光、 ｩ 成光等 制 ｊ ひイ乍 ｊｾｻＡＺ＾ 制ける。

空襲管11;1J時には中止し得る作業は中止 し消f畳、消

光を? 行ひ防護 活 動に必要な程度の光のみ践し 、X

中止し得ない作業は完全 lこ隠蔽されに建物内で作

業を組ける。 個々 の問題としては

l  瞥戒管制時又は空襲管1f1i J時に於て消慨して

よい電般は夫々ブロックw :・に統一泊股し得る様に

倒的il する。

2.  警戒管内lJ時に残世すべき電般は統一 ;1;') に鎚

限持コえは抵抗G * によって規程に合する迄減光し得

る設備をf . t し且規'むの遮光 笠を附 りる。

3.  前放の場合平時の電位 と別側に管制l時にの

み鮎服する竜憶を別配紘で J支け平時の電慨は全部

消ff する: t J f にすれば更によい。此の場合作足場で

は同郁J ! {tiリj設備を考へて効民 を揚げ る。

4.  警戒告可111J、空襲管ihlj {t> i邑じ践世すべき各種

の棋示降、標識股等は Ｉ ｊ リ 配お ｾｊｾ とし平時から規 ｈｬ に

介する光度と遮光の設備を制ii へる。

5.  建物 に よって比 較川谷易に 隠蔽し得る Ｑ ｦＯｩ ｬ ｩ ｾｩ Ｇ

は警戒管 ＺＱ ｭ 、 Ｒ 主製管Ｚｉ， ｉ ｊ そ泊じ ｉｲｊ ｾ 依の設備を する。

光が似い時は更に減光 3くは遮光 の3先制!? を併J i J して

隠 蔽の不備を補五、。
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6.  隠 蔽 J ) 場 合 同入口 は 必す・屈 曲させるか又は

二重隠蔽をする。

7. 護光 物 D 屋 外 運 搬の際は容器を隠蔽するか

叉 は 通 絡 を 隠 蔽する。

以 上の様であるカ: 一般 に作業 を績げる 11司所は隠

蔽 す る の が 最 も 理 想 。1;' )で 十分 の 照 iリj を得乍ら完全

tこ管制が出来る、然し特 tこ熱、1工期、粉輩 、: 保理

等を費生寸ーる作 業 場の隠蔽は 中 ノヤ困難な場合 が多

い、之等 も結局建物で隠蔽する か 、局部。1") に火焔

蛮 生部 分 {t>隠蔽するより外はないのであるから 、

その方針の下 tこ夫等の問 題 金解決しなげればなら

ｾ。

特に強烈な火焔 をHI す 作.1; 場は建物で隠蔽する

と共 lこ局部 } に火;治を穫する 設 備自身を隠蔽 し或

は 特tこ光 {t>穫 す る 部 分の前 ，sII こ遮 光の松浦iをする

事力; 必主 である 、而して所罰火焔工場で は短 時 間

の空襲嘗'llllJ t:ドlこも火焔を蛍 生する様な操作 を絶 到

に後らし得ない様な窃合 は少 いのである か ら、大

骨量番手戒管制の程 支ー に管; I ; IJし空襲管制中 は作 J; 金一

時中止するのが得策である。

従 来多 〈屋外又は殆ど開欣され? こJ -，家の下 で 付

[ まれて属? こ俳踊拙、IiJ t J f 骸炭製造協、卒 脳、福 ぷ

艦、鋳物 Ａ 喧そ の 他 此の草 ｲ ｷ 火 焔は 先 づ 作 業場ｾ Ｚｩｬｬ

物 で 蔽ょ、事力: 先 決問E重であっ て、此の場??換 気能

率 の良い建物 J ) 型式を選 ぴ;ruJ民排煙 等に会仁j とを凝

らす事 勿 論で あるが、 それ のみで小十分 な揚 げは

更 lこ機械換点 及 f 機 械 ・1"，)5えは化 製 iリの i{l U} なもィ I

lまねば な らぬ。如何な る) ] よ そは川す るかは! ¥' : l 米

側々 の場合に就 て十分fJI 究す べ き問題であるが、

現 在の火焔工場は此 の駄に 無 ibM心 であり 過 ぎるの

であって、 繊 維 L 顎匂.. の事ー介を汚へれば火焔工場

に於 て もも っ と此 のノ Ｑ ｝Ｑ 百の利率 ｾ Ｂ ｴＧ，Ｉ近代的 ｩ ，［ＮｬＮ ｾ ｬ ｲ ＱＮへ

れてよい のではないかと氾は れ る。此の ;"I; :J ) . r. 弘

の ＱＧ Ｑ Ｑ｜こ は設備の 不 完全の ｮ に平 時 ｬ こ 於て も 生 地 ｬ ，ｾ

を現 '1¥して泊る lリIがあっ て、 r! 校火告:':l iI J)) /18凶力行吹

くて も従 業 L1の1米独 l夕、ち何とか改押されねばな

らぬ事柄で あ る。

火 焔ｻｴ＾費 す る 艦 のあるものに 就 ては悩の 改 ｾ Ｕ え

は11'; .:¥S，仁程及f*作. 卜ーのー仁犬 に よっ て も或る科 l主火

焔 放 11¥ {t> i成す・ る事力 ;/1' ，来 る。

工場の;股火缶、守I，IJ上もう 一 つ の 大 きな問題は隠蔽

施 設 の保守J) 問題である 。 相 世大 きな工 場で は

l悠完全な| 控蔽砲設 を整 へでも 、 その維 持修絡 に 年

V II1 2 6  

ん莫大 な経費 を支/ 11しなければならぬ。 一 般 に暗

幕は木綿でも 4.5年 ス フなら 2.3年で 腐朽し 、徐程

上 等のもの で も10年も保つ事は困難と忠はれる。

伐に酸性五斯等を 登生 す る所やi熱気 の甚し い所 で

は餓板でも永続位1 を保ち得ない。此 J ) 事 は 今 日の

丹k態 でーは殆と・己むを得な い司王J ) 様 で も あ る が、今

後 )) 問 題 と し て 建築様式と共に隠蔽材料及そ み使

用 j j j_去を十分研究しなければならぬ。

V 防 火 施 設

工場防火 の 棋ＭＱ＾Ｚは防火建築 と ｭ ｾＩｪ 袖 ｊ え である。

現 在のi11CjJ l:では完全 な耐火構造化はJ ( .:2: に望めな

いの であるから 、jttj 富 な 消 防 総誌 と相f突って建築

を ＱＱ Ｇ， 来る ｴｾ (r) 燃えにくく X 燃え 披 が りにくくする

事 に ブ ｊ を注がねばならぬ 。 我 調 ＮＱＩ 防 ｾＨま 防 火に 主 主

駄を置〈べき :tl t は云 」、迄ちない のであっ て技術，'1 :)

にも研究す べ き問遁は多いが、 誌 には夫等は省略

して工場の防火施設 として考へられるも の を列製

する司王とする。

1. 工 場 各部 か ら本部又は司令所 及泊、;訪係、詰所

に泊予 る火災 服知之〉設備をする 。

2. 木 込ー建 物 J ) 延 面 積 2. 000 JF ノ0')1と以 k の とき

はガソ リンポ ンプ を備へ 5. 000 平 方 米 を 超 ゆ るJ' J:・

に 1 ［ ｾ ｦＺ＠ {t>増 す。撃: J Iこえは大生以:r 7kt'Nには 1;'司とせ る

消 防ポンプも 考へ る。 1) 、規投ーのよ嬰でも腕) 1) ポン

プ守備へ る。

3. 泊 以i川 7K とし て磐井、 貯水問、 Jt ρ 'k i也、)1

ｰ プールペギ ｊｾ￮ＧＷ ｫ 立備を泣ける。よ ｆｓＧ ーは ｪ 白書 ｬ 二 分 イ ｉ ｊ

す ると ｊ 与にポンプカＺ峻近し活動し件る Ｑ ｾ Ｇ り ふ 空地

と通路を考へる。

4.  wf; ({- J ) 向然 水利 に到し 引込 、jげf{1、 ポンプ

JI i1. 付句; J ) 午1)川 ，;支出l をする。

5.  Ｑ Ｚ 水 主主＿ 引 込み白 ｾｖ ｋ 也を ＧｊＱ け ｈ ｉＱｉに辿 ｾＧｾｉ ｉｉ Ｚ

しJ i . 之に il! 日) J をJj J J へ得るボ ノプ をr，:uへ る。 之 を 建

物 。付夕卜に聞置し消火花を1! :x. f・J' (1") 、 ?刊行; 刷会から 30

米以 Ｏ ～ Ｉ のホースによっ て建 物件 ｦ Ｂ ， ￯ｬ にｾ￬ＺＷ ｫ し得るよ ｊｩ

陀山寸 る。

6.  一1工l仁: 場千作千郁 lにこは1泊ド向j 火;桁十対止付イ材材オ寸-と してパケツ 消 火 伴

，Ｏ何 ｬドド限Ｇ占照Ｚ夜引 ｾ ｦ使史 Ｎγι ｺ斗ポ ｩ氏 ｴ ン フ叶 ￧ ｾを ＺＧｬ 出 ｬ丘 Ｑ <九。iむ川山iI山1/ ;火l<.. く災 五宅勾 Ｔ司Ｂ ｾ特 与 ｍ

ある Ｑ抑附 ， ｩ Ｚ ｪｩ 砂刈リ川 ｪＧ ｬ仁こコｻは主剖 イ 沙及 特 ｹ妹 ｫ 泊 、火 Ｒ訴持をを ｾ ｬ出 ｴ丘ｾ <  。

7.  車 愛なる 11/，/ 刈 及火 災費生 3くは延焼 乃危険ん

なる ＱＱ ｔＮ Ｑ 所に は 自動 ユ え は手 動 ｬ ￆｴｕ ｋ 消 火 袋 世ｻｴ＾ｾＺｴげ

る。此 J ) 場合そ の水 源 及天 チ|を火に到 しても十分

考 10: する。



8  大規模 乃工. 場は油賞な防火医遡lに区分し、

防火壁、防火塀等を 泣 ける。 叉建 物一十11互の間 隔;ま

1-11来るにげ !. O'( くし延焼めiJ l : を悩|ると j与に泊w活動

を使にする。

9. 建 物は成るべく不燃材料で構成 し、特に軍

要 又は危険な建物は耐火構造とする。 又舵イf. J) 木

詰!J 建 物には防火 改修を;地す。

IV 防毒、救護及待避施設

1.  全1ft 議員に防5ff !雨を準 備する。

2.  消却 係、 防 ぷ系及救護 i系lこはゴム 手袋 、 ゴ

ム靴及 Ａｪ Ｇ ｜ 来れ ば防 ｾ ｦｦ ｴ＼ をナ バセ 備 する。

3.  防 ぷ;系に l U折治会11 ・Wに消毒 に必安 な様J 1. . 及

柴却lを準備する。

4. 成るべく竪固な建物の周囲に防破片の設備

をして中 に数謎所 を設げる。 随療 宅叉は病院があ

れば之を利用する。

5.  傷 病者・ J)! @<.. :J :) 怠白及皆様丹lの器具及薬剤lを

準 備する。

6  全従業 ｌ ｩ の 待 避し得る ｬ 的鵡宅又 は防 空 壕ｾ

i況け る。(也':1; '6J に泣 〈る 防 空i袋の矯には常時空地

を保留し築i 1i 材キ? を準備する。

7.  防謎l割各 添ヨ〉計iJ 好は成るべく 防diロ締法の建

物 :̂ Jに，没り又周回 lこlij j破 片の設備を すべき である

が、 そ れ 乃 Ｏ｜Ｑ， ボな いと きは各持場に 近〈待 ｊｬｬｩ川ｾ

z投げ必要に よ りul( こ/ ¥1，勤し得る様考へる。

8  助言台占的富士宗主宰を ，; 文げ得ない時は各作3S壌

の 泊 蛍の箇 ｊ 貯 に ｾＩｪ 殻砲 、 防謎身持労ーで周ｼ引を以 ｩ 設さ

れ ｦ こ 待 ｾ出場 ｬ 討を ｩｩ ｩ ｴ け る 。

以 kの中建築 1-.放 ち問掴となるのは作越地321で

あるが之は ;K <洪斑に避j推する; m7) も のではな く

して従 ネ ｌＱがｾ襲 ｱｬ 徒に危険な依置に身を誼 〈 の

をｊｉＭＮ苧て ー、 時少しでもより安 全 な姿勢を取る ｾの

ものである 。 それ故爆慢が終り或は火災等が費 生

す れば ｵｬＨ こ干 ｉｾ ぴ ， ｜Ｑ， してそ ｪＩ 後 の 防謎に従がする の

である 。従って待避貯は各作業担に近接して設〈

べきであり又 Ｉ＾ んー 設Ｇ ぷ防空壕守ーも絶 主 Ｎｪ ＺｫＧ ｾ 去 を 期する

も の で は Ｑμ 、から成るべ く小 規 出 乃 ものを介，Ｇ｜Ｇｾし

て，［立〈べきである。防能主 な ら ｬ 主 ＱＰＰ 人 以 人 ｾＩ ｪ

出場なら 1 il:Lリj20人以下がj自首'で例へ完全なドJj 説

室を il iるにしても i 前川に数千 人ぞ入れ る様 な も

のを計書 しではなら ぬ。

［也君な ｦｴ ｺｪ 避 列 。を Ｂ 設り得 ない時でも 周囲 に ｾ ｽｪ 破片

の設備をしに場iijj があ れば待避析になる。要は成

るべく f1!: ＼且成るべく物 ｩ 笹にと の 考へでｾくとも・

現在より よかしでも安全な場所は待避リj'rこり得るの

である。

川 英 の 他 の 施 設

1. 油 常の位置に防護園小部 えは司令所 主して

指邸 主 ｬｩ 絡刀 ｉｉｾ 憾となるべき室を設げる。そ の 構造

は防護室に準十るか叉は周聞に防破片の設備をす

る。

2.  重安施設及空襲中作業を櫨織する作業場に

は外周に防破片の設備をする。

3.  貯 il l州等危険施設は地下に設り地上に在る

ものは防謎控 により i瓦劃し且外周に防破片の設 備

をする。

4. 特に顕著な形態又は色彩 D建 物 lこは偶接を

施す。

5. 給水 その他 の矯 重要 な動力にはI象備電源を

設げ る。

6. 電 紙、泊(言、瓦斯、水道そ の他霊安 施 設の

肱 ， ｾＺ彼 哲 に必 要 な 資 材を準備する。

7. 各向。防・設資材は遡嘗; な倉庫に保管し有効

に保持する 。

8. 結 言吾

以上は工場の 防 空施設に就 て極〈概括 ・ が ｊ な ＺｱＮ ｾｾ

述 べTこに過 ぎな いが、貰際11M々 の工場に就ては困

刻l な1m組が 多い。最初 に述 べTこ泊り防益施 設は防

空 計主と して綜介i' !"Jに計童施設 すべき であって、

先つ'純、て J 部 門に豆 り理想 D 計肇 を立て数ヶ年の

; 十主でそ j) 完成を| 凶 らねばな らぬ。各施施設 !) 中

に ｬ よ松島 ＱＱ 回予が あり、 波 術 ー トｾ i句研究すべき 事 項 も

あり又 i l 下;立物 資 D附係も あ るから 宜際 には夫 々

ー1'.場 J 特 ;-'}: をxへ軍黙を捉へて 出来 る ものから 順

次整 備し てゆ かねばなもぬ。 一般 には先づ監組、

通 1，i 、ft M等; .T) 施，没会第一 に整備すべ きでよ等は

んし て|よl1rll i
ではなく lJ.I .在もある程1 [ : 1'，来て居 る所

が 多 し、 。 以 ＨＱ［ では時火管 ｩ ｬ Ｑｬ ｊ 及 ｾｪ ｪ 火 の 施 設に会 ｽ ｊｾ

出すべ きl時刻であっ て、ょが/¥1，来 れば次に従来比

較I " J閑却 されて居る従業員防設に進むべ きで防諜

fhi や作 避抱，;立に ) J ( f ぶれねばならぬ。 克 にそ の他

の施 設に就ても順次之が整備 を計る事とし、何ヶ

年かの後に は夫 等 を一通り うともiii すべ〈同標を A め

て今から 之に若手せねばならぬと汚へる 。

2 7  VI I I  



工 場 建 築 の 採 光 ・ 換 気 種 々 相

はしがき

暗局日本産業は最初j事鐙修局を狙ひどころとし

て急:激 に護法し 、而して事鑓 3 ヶ年を経過し? こ今

後 . ま工業J . I: 司主義，}) ! ! ! 主i策に 11回路せねばならない。

然しながら 、 軍部良ーネ ｾｊＩ￬ 皮に乗っ＿こ工場建築が雨

後 D街 Mn< 存地に商L築せらる〉を見るに 、 その

建築物 .1作業場と して :1¥2i!i: i生。 lリ、 )12能率的なも の

が大部分を占めてゐる。

ＱＮ 事盟後 ｊＩ ￌＡ説 Ｓ ヶ年間は 、 工場 ＺＡＺｲｾ［ｴ をやれば ｬ

ヶ年間に 、元金が取れると云ふやうな思想に駆ら

れ、金1請け主義 D工場に乎を川すも の、或は狐立

生活に志、ぎし 、機械金入れる 、_ I- . 家式コ: 場を建築

し? ここ k 。

Ｒ Ｎ 工場建築 ｄ 研究ＮＨ￭Ｇ少し良参ヨｾ Ｚ ［，人羽 ｲｾ 誌 、 普

及機謝等 D ないこと。

以上のや うな珂dl で建築 lこI! Mi 系してゐる人々は

駄々 ｦｾＱ い作足場に尾根を立け 、 その周 ｬ キ ｬ Ｎｦｯ， ｴＧＮ 二位Ｇち

の窓を 、 そっ くり取十j'けに従来以 1:場建築に満足

してゐ Tこのである。 ゴI'IDいのになるとスレ{ ト立

にすべき f設置に、屋根li i'i 子 会? trrj てゐる保光法卜‘

諜つにものも見受けられる、ｹＮＮＮ従ｾｾ l'ク レーン」

を佼川せねばならぬ 、IIJ i金ト: 11 - . むを得ないユ: 場を

凡党えてゐて工場と云へばそ の 川 Ｕ ｊｳに Ｑｈｾｬｍ 係 ￭ ｊＺ ｊｉＧ ｊＺＡ

尾根工場型態全保 川 して建築し、 ｊ 宗光、ｾ札 ，ＩＩ ]111  

ｦｲ￭ｊなるものなるかを砂防ピなくして』泣ｾ I'J jfii こ仁せられ

にも の等あ りて今r =r の工場建築を現11'，せしめに の

である。夏期に於けるさながら Ｑｴ 熱地ｾ，ｾｾ・ ＱＢＩ なもの

を 、 一見するのみにでもよくその他令なるｾｾｾｾ登

民を 、 ｾｊｬ ｬｬ :するも のある ことを感じさせられるの

である、ＱＧ ｮ ｾ ｊ［Ｉ｝ーを 川ひる工 場組織ＩＩ 13; J: tTI、充1f( ま

2.(n に工場建築物 J ) 作業により 3とそ の配世佐町よ

り工場が四季に於て越するや否や に［ＩｉＮＺｾとさ れる の

である、然るに円本 のｊｲＮ ｻ ￭ｾＨ ま 他刈に比較して夏季

は南ｽＡ￟Ｎ ￬ 弘主｛消 Ｑ 皮 ｲＺ 石〈冬季は北風、を主将 ｩｩｾ 燥し 、 気

温蒋しく低下する即ち季節風による去、(11院を呈する

こと及び雨泣暴風雨地従等建築に判して依り惑ま

れぬ!剖である。か〉る現況にあ って 、作業建築物

来 ｬ ｩＡＺＺｧＭ ｉ 主主 ｅ 現 段ｃｦＧ，安部ｵＮ長ｾｾ品技師

VI I I  2 8  

ρ 、

7  井

来

忠

は、他 ♂建築物以上に四季を遁じて外試の良事駐

を保川し、紙型点をナイ?珂1・が.)1こ防止す る、科皐 l句、綜

イ? 技術に倹fこねばならぬ こと は至首であるが、時

局 ｦｩｌＡｉｾ J )  ＮＧｊ Ｚｩｾ なる護民に釘する工場建築の研究設

計.(i ' J ) 準備なき にめ、質『枇辻千合? と手をを?握 りh、普及の

イ任子をを?よ県J

Ｑ料 Ｑザ叫ｻ件 ｦ ｪ放 Ｑ虎比に ｊ係零 るに足らぬ一建築技術 ｊκ イｾＮをを，もｾＺ府刷ￍｬ Ｑｩ みすＮ 寸 ｊ抄 タ稿

［諸ｾＢ先先 輩 ｄ 御手毅え示 Ｓを＿ 乞 ｩふ、 三次 ＿た〈み江第 ｆＳＵ である 。

緒 言

建築星第: ま純簡を 向ft れでは意味をなさない。叉総

ての技術はその }I j) 主上の必要t条件 をlI. .備 し、 主観

li. )、枠制 l旬、主、従、大、ノj 、、11回序の組介せであ

って 、 ｙｪｩ に保光 、 換ｾｾｻのみ諭やることは ＱＱＧ ，来得 な

い。又椛ili 侃爪の見 jj も亦↑ 民しまなければならな

い場介も多中あるので ある。 その機能に 11国際すべ

し入 計￯ｊＩｾＺｪＺＺ Ｎ物 思 Ｑ［ＧＩ 、あ Ａｪ 制 ｩ 物内事 ｩＧ ｪ ＧＮ Ｉ には ｖ ｊ 論、建

築終附 ｊ［Ｎ Ｉ ｊＩ ｊ 刑制午 Ｑｊｾ 数 ｉｕｻ りな く械にわってゐるの

である 、 工場控築物刀ゴ Ｚ ｬｉ ｲｾ 鮎とする管 ｲｱｬ 車ｪｦ［狩等 ｄ

1"1，(1江主格率に (1 ＧｦＡｦ Ｎｩｾｬ ミ、 Ｑｾ と交の諸 Ｑｾ 長 ｮ ＺｊＩ外 、 ＺｩＺｪＧＩＭＭＺ［［ＷＨＱ内

山二次 。 Ｑ ・ ｪ 、のイｾＱＧ ｉ Ｚ がよく料ってゐなければなら

ぬ。故に.1i ねまJ宗光、技」氏、一泊lj1K りの現引に賛

成 ｉｪｬ ， ＧＤｦＨｾよい Ｍ ＭｻＱであると共に保光 、 投与 ｬ にｼ制する

根本りｾＨＮｦＱ ｈ ｊＩ ー �ｪＧｍ ｻ･述べ ｉ ｊＺ ｩｾ に保光換ｾｾ｜の ｬ［ｩ ， ｬ ｬＱ Ｈｈ {t>掲

げその川 ｪ 主に到するｬｉＮ Ｎｮ 盟 ＢＱ［ＮＩ｛Ｑ｜ｾ｜ＡＧ を添えて結論とし

7こいのである。

トJ宋光換ヰえをzn-. 義とする建築要素

日本 の 四季気候風土に立脚して始めて建築ｾｾＡＮ出

品i1! _I - _完備民の工場能宗夫ぞ感す・るものであるが

その ー 仁拐の川 ｪ 主主態や材料のＺｩＺｪＧ ＩＭＭｾＪＱ こる僚ＱＧ � に

到しでjit に相反する J れが多いのである。放に犠宇1 :

I'I' .)'J;: 京ゃ;Ii I]l UJi: '1'-) Ｇｊｴ ，ｫｾも亦ｴＧｬから生じて来る、 ｊ￬［Ｇｾ 物

利線、 地盤、l文ili 、イ11，側、クレ{ ン、依川工場、

ゲージ， ＪＭｦｩ ゴム化 卜Ｎ、昨イ ｩ 、 ｲｬｩ Ｎ ｬｫＡ ｾ、繊靴、製紙 、

ioll 刷 、1ii' i子、錨 11J i : 練砂! ? 、納 J IJ全料! ! J d. J 製材製粉

等から化ｾ柴 ､ ，Ｇ， ｟ ｲＮ 場及それらの附属挫築物等ｊＩ ｊｦｊ

j!s¥jIJ がありー悦に保光換気 {t>!f) 一主義とし工場建

築を同一型摺と渇へる 傾向 は却ってうたJ ! 主に終る 、



その 位置、 ｂｉ Ｚ ｉ Ｇ ｾ 設備 の 配列 は 建築粧怖 に大 な る ［［ＧＰ

響を及ぼし建築形態 η 必要 なる諸{ 床fl :が [': 1から異

なり、そ の第一要素刀工場建築研究は行j もすると

主観的に技術的に陥ち入り 易い紙鈷が生令る 、徒

らに採光、換気偏重主義の形態模倣は工場建築技

術上なすべきで はない、 筆 者は飽まで日 本の気候

風土に遁し? こる工場金要求す ると共に、 その用企

業 態 の ｾ ｾ ー 要 素を 中心とす る諸 Ｔ 条 件 ｊＩ 手 Ｋ ｾ ＢｲＢ Ｎｪ 組介

せ技術 と信する る、即 ち、綜 合、総括的研究技術で

あって、 保光、換気に付 き純i 、他 の要素も カ!l '味 さ

れるに め、その駆虫の選揮に依って、工場、建築

技 術.'I' .J認定に慣1Lf1あ り、 従 って線、て の僚件 をj肋・足

するこ とは /'1' ，来がtい問 題である 。建築技術 fi 白身

はそ の環境、階級 により白か ら人生観が異な ると

同様に 、技術 J ) 射 に於ても亦 l妥劣、正:j 低 D差異 を

持ってゐる。そ のfこめ建築設計に岱る人 は皆一枚

に盟富なる経験( ' i ' にして良心あ る研究 fi' である が

然も向科製' i ! . J素質にそ の技術:'I ;'J の差異が認め られ

る、殊 lこ木造建築に於 ては その質 7) と良心あ る建

築技術 K にあらさ' れば成 し遂げ得 ない建築技 術の

現賓であること は云ふまでも ない。

工場建築の環境を支配し てゐる、保光と換気の

要素 は工場術生と して工場建築物殺に設備研究の

普 及 であると信じるも の で ある 。而し て工 ｊ ｊ ［ｾ 術生

の 狙 ひ は 結傍 菌を Ｇ Ｍ Ｑ 岱とし て 、 汲 め ども ｾ ￬占せぬ泥

水 ぞかく如き 、枇 ヂ?政策は到 底汲JJ fiaEせヲる もので

ない。ゴ1=1! r. i生fがj なTf {ylリD 数々 を刃ぎはし て、刻印ー に

ｾ ｦ ，ｵ Ｉ ＾ ら流れ込む入口 の 作 業 控 袋 の 改良 、 改 ｪ ｬ ｆ に ｦ 丈

?こねばなら ぬ筈であ る。 即ち 誤 りな き換ぷ¥ 保光

の Ｒｲト‘ 喪 主 主ー を 持 って 村ｾ ［ ｊＱ法 や 他 ＩＩ ｻｉ 附 Ｇ Ｑ てを＿ ヨラ へ ねば

ならな い。

筆Ｚｸ ・ は 飽 く まで建 築 ､ 政 Ｇ ｦｾｾ の ＮＱ Ｑ 三 しき指 導 、 信頼

ある 設計 九 良 心 あ る 施工者ーに釣し て'R'Sとする と

共に共の枇 台IYf r.'.df は持f : i1i以 トー に大なるもの と忠

ば れ る。 具間川 に 述 べ れ ば 、 Ｎｪ ｦ Ｚ 光 換ｾＺ ｾ 力引 Ｓ 一 義に

捉は れる。 ｊｉ 李は 、 ｾ ｾｾ地獄Ｇ 内工場にな り ｾ ｈ し、

冬季は乾燥容さにより身部 D 冷込み、工場となっ

て 、能 率を低 下 せしめるばかりでな 〈、 州人 を イ ｾ ￴

る工場 になって終 よ、から間 i皆、fiUl¥l 材 を二 弔問 ))

防熱情 ;ムと し時季に肱じて DfJ聞の川来る n然換筑

窓が必要であ らう。 又床材料。問題、機械換試の

設 備法も汚ほさるべきである。

2. ｮ ｾ の 枯 渇 Ａｩ とそ の作用

1. 我 々は設暗い鹿に於て作業 してゐ ること は、

不愉快にて夜師 ると きはその反f.Jで ある 、生物 乃

一 般 原則 に従って 、 我 々も 自 然 に ＩＺ瓜 ｦｦｩ ｾ Ｇｉ ［ ｉ Ｚ を持っ て

ゐる。

RRの構造 も亦同様である。そ のfこめ工場建築の

採光に闘 して は、第一に作業員の眼の衛生を巧へ

ねばなら ぬ、作業・{t>繁に従事 せしめ且つ正確さ を

晴 さしめ るこ とは作業能楽を永遠、然かも有効に

導 〈、 IIj f t - つ J ) 原岡で あるか ら係光 の改善 を計る

に首って、一肱見方保光即 ちnRの構 造 とそ の作用

を昨! 床検討 し、作業員 の波努浪費を防ぐことが工

場建築 に劃して必要である。 然し ながら 作業の純

類とそ の精所程度に闘 してJfWリj度を異 にするやう

にJ ! 小川接合或は柴山安太郎防ー1:の研究ち 護表 され

てゐるが筆 者は瓦 ・各 ・陪・降雨・時11¥1・に依り、

その作業場の自然)!夜明度の差 15傍以上に達する場

合塁手ある ので、 il史かL、m¥i何度ーを他 の建築官条件の許

す範同内にて 、多licに係る設計が好 ましいと 主張

してゐ るのである 。

此 の問題は徒らに窓を大に する、 誤つ fこ建築技

術でな く窓 の依置、lii'j 子♂選定叉太陽光 線を多 〈

矯正し 川?!<:得る 7ごけ軟かき. j { i 光 を求めて 、そして

楽にi E 献に従事せ しめる 、快適能率J! {{. 度を求めん

とする 、建築F;i iPfの設計研究が必要であると 信 じ

てゐる。換示、法も同様で ある、il 吹かき保光( 一方

光 線 D 反主- D であればある程什々 のII Rに劃し て、

作 業が効県"I"Jであ り、高_ :;(j' 容なる !限度超過 をな

すとも支障がない のである。又従来刀一定の最適

)'日度はその作業刷・ 年齢 ・1'] の健康飲態等に依っ

て、人に依 り多少異な れ 作業経過時間或は賓 と

伐に 於 て ｾＱ Ｑ 遣 し 叉 ｲｾ 光方 法 に教Ｚ しく 支配され一 概

に至泊J!( { I立を 3とめ る説道を踏 ぎるやう注意せねば

なら ない。又一定のj限度を持つ電股 し 自 然 採光

とは白 か ら相違し 如何 にせば良L、かは 、建築技術

である以 k 、それに は背響撃に あるや うな強 ・剥

ＧＺＺｊ 低が 控 築 ｾｾｩ 光 製 に あっ て良 いと ｪｕ れま信 じてゐ

る 。 即 ちＣ 光 にま ｊ す る 必現像 ｮ は ｉｉｊ ｾ の 作用に依

っ て支配され て、 ｊ 栄 光 ＡＡ ｗ 主と Ｑ Ｑｬｾ ＩＩ 作川 Ｈ［ｬ ｾ打 撃 ｊ 刈 の

ものであるか ら、工場建築 J) .j 宗光 に附係ある 一部

の み Ｑ 町 市に ｩ 詮 ｬ リ ｪ し て 世 かねばならな い 、 ー 行々 の ｉｉｉｾ

は作業製 jill の色介と 床板機減等 J ) )!W立会Ht lこ依っ

て柴に正雌 に見ゆ るものであって 叉lリj脱皮或は飴

色 にも ｾｍ 係が ある、 人 間 の 限 を劉 ｊｉｔ｜ と して楽にＱｅ
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〈必要がある。

斯 る問迫は建楽? 友術と して一般化されて ゐる構

it 嬰よ b も枇 件，1'J に見て尚一層考慮されて良いと

B' i  7 i ・は主張する - - L- ] である。

3，太陽光線 t1i i' j' T

太陽光 協分W!Oぷ ( 木内政毅氏著より掲震〕

電磁波) ) 波. _ k ＨＡ民主主叉は室ｾＨ｜ｲ ｾｬＩ l' ji 位c m

振動 数
t 口1

表

i成 長

l. 800， 0000 

話!lt

山

一

蹴

川

亦

可 腕光 線

澄

ーー級

抑

制-
v

，
、

位

、
，
目

、
，
，

E

J

4

t

g

T

B
ゆ

‘

4

U

A

U

 

a
S

市

D
n
n
 

?

|

↓

 

0. 000. 000. 000. 5 

「自然光 「マクスウエ) I ，. . J 氏の光の電磁説」

昔、「フ ν ネル ・j イマン」 氏 は、光 5をT物 J謂盟内に起

る仰性i波皮として考へA拡h
l

主iよlEi 質「エ，- 一テル」設のi恨民定3を?  

tJ，以フメ、て;誌長t必"片iωlけj し?仁こ iルシであるが「マクスウエル」氏 !) 電

磁J芯t肋力が:イ行i } J となりh、光 lは立歪全": < 電髄現象1刀〉一一-Ht にし

て物 ;准自 乃光母原4ιU，μω川1"内山"j'孔j'パ'i竹i

れあらい Ｈ Ｇ� る Ｑ Ｑ 撚［ｊｾ象 ｾ･ 比る ｾｉｉ < これ によって統一

完成されに ふである。地球上 乃組べ ての生物( 主 、

此 乃 木防光 ￮Ｚ Ｉｪｾ に より、そ ｎ 立境に ＩＱ 回濯して成長 し

11つ分知されてゐる J) であ ることは論を侠にない

Ｉ Ｑ ｾＱｲ である。然るに ，ＧＲ ［ｩｾ ｪＺ なる ｦ 斗謬文 ｬ リ ｪ 時代 の ＱＱ｜ 現

はー¥白iH皐文lリj J ヲ奴隷 1" 介年生活を招来せ しめ 、

ｾｊｾ サて桁 Ａ ｪｫ 態が［ギし 〈 鑓 化し 、 ＺＷｦ A' 材組 j 二に於て

考

也
、.E-

》
。
，

J

用線無

f

a

1
4
V
 

10. 0 

0. 0 1  

0. 000. 081. 0  

.-i 町

436，5  X  10'z 10，000. 064，0  

596.  2 x  ｊ ｏ Ｇ ｾ＠ 10. 000. 055. 0  

予f

ｾｰ＠

・ J H

..ー

確な採光を取らうと す る工場建築Jお十tこ就いては

告余分なやうに忠はれてゐる根本 乃眼 力作用 を知ら

ねばな らな い、干1' 々人間 乃眼 球 )) 榔 ;;!i はイ1
1ん複雑

精巧 iこ11 . ¥来てゐてその感光3Eはおj冥感絞の千俗以

上の能 }) を有じてゐるそうである。 0，. 1 I ルクス」

より 10寓 .f ルクス」まで普通活字を読む乙とカ ;111

来る 11 構造となってゐるが、そ の献態作業 に従っ

て、桐首な快Mi ! 限度、作業王泊i]!H度あ ち、光 線は眼

の角膜前Mを経過し、陸干しか ら水品遺伝遁って 、

網膜に像 を結 び、 市見神経に依ってm誌に導 び か れ

る。そし て網膜は 10Fl ! .類刀l硯肘経細胞月号にて I!¥来

てゐてそ J ) !̂ ] てげj るい光 に良 〈働 Z然かも 色 にも

よ〈感十る同封f;出力: 光 線 乃お る網 膜 J ) 中央部に多

〈集中されてゐる? こめ 、J照度首j ｾ、場 合には 眼が急Ｚ

速に調節される。之れを Iリ1調路と云』、。

作業場内に窓或は硝守・屋娘より入射しに太陽光

線が直接一部分 をj照してゐ fこ場合、 その 10高 「ル

クス」に近い! 限度を限にて見fことき、 lijj 調路 の作

用包: 辿に行はれ、その反撃J にmt 度ーの高 L、鹿より他

の部 分 J ) 闘按一般作業 200 I ルクス J - 5 0 0  I  J レク

スJ ｉ こ ｮｬｾ を特 じ＿こるとき その ｉｉ ｲｾ は遅々 ｴ して陪調

＾＾ｌｾ ｊＩ 作用 が付はれ る 。

闘錐盟;つ完全|リj制服 Ｓ 分 ｾＴ 分 ｮｬｬ

梓AA貰 J ) 完全陪調陛 15分内外

梓紋理府 l立網膜 1) 中央部分 よ り離れてゐる稗桁な

る? こめ、除り色 をJ感じない性質を持ってゐ る。

以 l二の理 I!I に依って作業場 ÎJ ;のが光を不卒均に

とる ; 幻|や 一部 分4 接斥光を? とる附子屋線は去fl っ

てそ の 作 業場を陪 〈し＿ こ Ｚｲ ｊ ｾ にな り作 業 能 率や工場

衛生乃紡から見て 、tU¥劣なるも のと云はねばなら

ぬ。即 ち、従 来 D上家式工場建築物( 屋根j皮型「ス

レ{ ト 」ー板引にて周IT.'Hii' j ' 子窓或は屋棋万一部に

波型附子、網入品i'j'子を設け? こる従来 )) 工場は首然

保光担率、衛生上、改築すべきであらう〉に位宅 η

窓を設け てゐる無立味な駄に於て% ほされ?こい。

生物 J) r! には比較 ，"J*J Il J) 色が刺怯しないや うに

村11; 成されてゐる こ とは 、1:1{( 物界内に生析してゐ る

ものの I:. !然現象であるの X 配; ? 色、配世乃兵介、

色介 、安定色に依る 、快感色も III 築技術x・は列lっ

て置く必 ｅｅ があらう 、物 慣はそ ｊＩ 物ｬＺ ｾ ｖ ヲ ｦ，ｬ［ｊト ｩｬ 或は

=1'f J; t となる師度、色彩 乃差異 lこ依 って正確 J ) 程立

が増 して来る のであ る。 11.1作業物誼が如何に せは

立 直 に或は卒聞に見得るか ρ J宗光法を熟知して世

看E

仮 動 盟主

0. 5 12，5  x  10' :  

625x! O' :  

395. 2 x  ｬｏＧｾ＠

0. 000，059. 。508. 8 x  10' : 

0. 000，049. 2 

0. 000. 043. 0 

0. 000. 020. 。

0. 000. 012. 0 

0. 000. 001.。

0，000. 000. 01 

0. 000. 000. 005 

0 ・000. 038，。

667，1  X  10' :  

696. 4 X  ｩｏＧ ｾ＠

785. 1 x  jO' : 
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に11闘膝せき' るが? こめここに建築衛生問題が高唱さ

れ、建に澗逸電撃聞に於ては建築省、日本に於て

は他! 日f保険省の現出を見fこのである。判々生物は

太陽光線の 中の熱線( 赤外務iD 可硯光線( 光線〉

紫外線 Ｈ化 事ｦｦＺ ｪｪ ｾ Ｉ があっ て、 始め て 生活し健全な

る枇併を形成し得る のである。

太陽光おji が建築物に及ぽす問題を例j記して見る。

1. 太陽光線の性質三l立に 四季に於ける鐙化を周知

し泣くこと。

2. 四季に於げる太陽と地球と の閥係 よりそ の気候

風土の研究

ＳＮ 太陽光線中の紫外紘Ｈ健康線 、化 身ｾ［ｪ［ＩｾＩ可硯

むi: 、熱線の性質よりその用途に及ぽす空気の穆動

問題、並に反射問題

4. 太陽光線が建築材料に及ぼす研究と建築材料

の胞類選定と佼ひ方。

5. 太陽光線の生物に及ぼす効率即ち建築衛生と

してそ の府議に於ける太陽光線の利用と防止。

6. 作業能率に到する快適限度の標準と共の作業

の極類等に依り太陽光線を如何にせば、工場建築

物の笠際問題に利月lLU来得るかを、考ほするのが

筆者の目的である。従予ｾ ‘ の一般的のやうな工場は

Ilf j るりれば良い。叉寝室にまで太陽光紋直射する

方が良い等の偏重に考へて却って副作川が大きく

使用に耐えぬ寄宿舎建築物がある。若し一方l耐えJ

に考へて良いならば建築の技術 L 翠rrij も経i f ' f も

なくて簡単にｾ［ＺｪＩ［前なのである、即ち太陽光線

を、快油mt 度( 作業能率五油J ! の立) に鑓化せしめ

る、設計施工をなさんとするときは、日本の*t 候

風土に泊する衛生問題を併決し、 if，lよれに膝十る

材料砲別m迭に於げる、工場建築物のJ栄光、換えt

J重々利を比較研究後に於て締法問題の建築粧i f ' fに

及ぼさねばならぬ筈である。

故に日本の気候風土に於りる 、工場建築の.lfi'-! 態

段式はそ の 桃詰ｾ材と粧怖に依って白から定るべき

である. J : j i光、換気J-. の類聞が多〈なる 、.xm注、

'!{:f庄のHi類その町杭の大ノj 、lこ依って、 その型態が

数 ｰｬｾ りな〈増加することは＿［＿然である、太陽光線

を作業主泊僚1
1

1"の! 限度に制的し他の4条件を殺さぬ

や うな工場は、作業能率に 30% 内外的主主を生せ' し

め、1，守且ーつ永*Jt' l生と身輔の疲持を防ぎ得る? こめ危

害及事故登生を未然に防止する唯一の資料とな

る。

4. 硝子の透明 に就い可

工場建築物J ) f宗光換気問題にl' ，( も重要な材料は

硝子である、 J宋光第 1.主義の近代建築のlぷ先は硝

子に依って一変せられ て ゐる 、 その建築様式型 ｴＧＢＭｾ

は多角形 ＨｉＧ ｾ に硝子の種類を要求し 、 その目的を果

3 んとしてゐる。太陽光線をllit 扱」、建築技術者 と

して、 - ff!s色にm-l する反射J ! 校卒並に硝子の性質を

検討する必要あが る。 ( 強度、 健導熱に就いては

昭手 ｾＸ 年 Ｒ 月、同 ＱＰ 年 Ｗ 月、建築難誌、昭和 Ｑ Ｒ 年 Ｔ 月

大日本窯業協舎雑誌に松尾直次郎氏の詳細研究論

文に記述してあり筆者の採光、換気に柳か閣係な

きを以て此に略す)

11背子J ) 透過欣態はその1 i 1 ' i子の成分に依 れ 屈 折

率a;;・1絞波設に 依る波長透過系敢に於て定まりその

厚さ型態に支配され、初!i 子の盗品率は j以さの画教

であると云はれてゐる。従来の工場建築には旅硝

子を縦縞に侠川し 、 紫透石市子 、 屋棋に波型宇 Ｚ￬Ｚｾ 入 硝子

を使}-IJ しておるが、民主たやL 徒 らに lリj る〈主云ふ

に捉はれ漸ヨたよの多くなって来ることは、技術上

訟憾である 、又防空建築規則上、著 しく 採光、換

支l思〈合) ，11のやうな工場を新築し作業能率を低下

せしめてゐる傾向がある J ( 次氏の表参照のこl!:)

陥って普通絞「ガラス」形板「ガラス」、網入

板「ガラス」安全「ガラス」強化「ガ ラス」介せ

「ガラス」紫外秘透過「ガラス」防熱「ガラス」

可問光線のみの「ガラス」活色及乳Iコ「ガラス 」

摺 M白下、結石「ガラス」鏡「ガラス」放熱「ガ

ラス」から 、 アセチリン; 熔降、ゲージ工場に使川

する、色「ガラス」等の性質 ｾ ￬ｾＱ こ 、 その佼 ｭ 法を

川知しむくことは必然 ｉｾ ｉ 守口 ｮ F] l ! - なこと〉なるの で

ある。ＩＮＨ防光ＱＺ Ｉｾ�［ ｻ￭￭Ｇ￬子而に入射するときはその ｆ ・

部分は反射され一部分は吸Jl 文されるものである 。

その反射世は太陽入射}iJ に依ることは勿論である

がi 開放的了・II'I Iの}Ik態に依1) ， J... :. 陽光線を矯正し一

方う ｴ え ｾｪｾ の 千 ｩｾ ，ｦＭ ｩ を術 ｩ 放せしめ作業 ｴ こ油 ー する ｬ 飲い光線

を作 ら ねばならぬ 、 安 ｾ Ｊ［ｾの反射硝子 Ｇ ｉＡ ｮ ち石｛閥光線

のみ通過せ しめる1i i'i [ - 製品が一般化される色きに

は耳李涼し ししか も能率 ｉ Ｇ ｦｾ なる工 怒 辿築とし得

るのである。

:qq倒的子・J ) 反射il l-ぷ

'iffiui におるとき 8 % 

投 射}1J 60
0  

19 %  

投射}IJ 75
0  

45. % 
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探光第 ｬ 主義 である 、 ｾ代建 築は祉合 より必然 的

に要求されTこる事責にし て、正に建築文化 7可根 本

的 欲 求の近代的感畳ある建築物 ハ線、ては即ち硝子

窓が全部であるとも見らるべく、そ ハ建築型態を

も左右する現放にま で、立ち到 ら し め に の で あ

る。

採 光 第 1主 義 J ) 近代建築乃感売を硝子に依って

当長

絞 首 骨 子 の 透 過 率

種 類
、透過率 秘 主買

透 過 率

透 明 ガ ラ ス ー ー・ …-・ーベー ー・ 88 - 95 

ア ラパス !J - .・・・・0 ・・・・・ー・ー・・・・・・・・80 - 90 

閃 淡脊の L の ・・……- ・・・・ ー… ・・・ 75 - 95 

同 浪背のもの・ ・・…… …・・・・… 一70 - 80 

乳 白 ガラ ス ー・・・・・・ …・・ ・・ ・・ ・60 - 85 

問 中度の L の ・・0 ・・・・ ・…・. .…・・ 60 - 75  

同 滋き もの… 一 ...・・・・・・・・・ 40 - 70 

コバル トガラ Z ・・・・・・・・・… …. .  5  - 10 

結霧ヵ・ ラ，ス ・・ ・・H ・H ・・・・ ・・・・・・ 80 - 85 

綱入 ( 厚 3 mm) ・

同 C  6mm)  田 ・

同 ( i 7mm) ・

r

n

v

r

n

u

r

h

u

d
偽
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パラ 7 イ: / i¥l e  ... 

障子紙美濃・・ ・・…・・… ・・・・…・・・ 37 

関 西 内・…- 一……・・-…… ・ 30 

20 
新 聞 紙 ・

18 
天 竺 カ ーテン…・.

5. 保 光 換気 節 1:主義乃木骨i 2 i 榊i 1nこ↑; J "いて

十宗光、換気第 1主義とすれば榔浩司法が不合理 .II.J

になって複利［化する。叉鎖骨・が使用 ｉｊｾ 飛ない他木

材 の長物 ( 20) ミ以ヒ) 大材〈成 l 尺 2寸 以 ヒ ) が

入手困難資材不足の時局に劃しては成るべく構造

物 を低 〈 取 bl及ひ且つ邪蹴にならなければ中住の

多〈なることは寺足↑ 見せねばならぬ 0

6. 工 場 建築) ) 木 骨ii!i に3討する概念

木脅迫工場 lま粧立構浩にして間切り筋蓮少〈な

いf こめ著し〈風 lこ弱いことである。

ＱＮ 風ｬＡｬＧｩｾ避ける＿こめ成るべ｜ 1階 とし無立味な

るr' .-:J きをとらぬこと。

2. その型態に従って構造法を設計し、地工し芽

立構造法( 大工式) を恨むこと。

V I l 1 3 え

ー援せられに建築様式型態は多角形ri- Jに硝子 の 杭

類を要求しそ乃目的を果さんとしてゐるが、採 光

ｾ ｮ 主義 よ り来る外観型態並に試候風土に 立脚し

て、そ )) 用途外観型態を決定せねばならな い。若

しそ 根本問週を併し得令、 徒 ら に 保光 部 l 主 義

に捉はれ、或は模思式設計の工場を往々見受りら

れ且つ構造上甚t: 危険なものがある。

Ｈ昭和 ＱＲ ｾｆ Ｔｊｬ工業側雑誌
旭E背子株式合社・波漣喜市民税

摺 ガ ラ スー・… … ・...・・・・ 75 - 85 

右 目 〈卒型〉 …・・…・・ ・一…・・・・ 85 - 85 

露 玉 (  悶〉 ・ー・ ・・ーー・・・・0 ・・ 80 - 83 

斜 子 ( 同 〕 …・・.. .......…・ 7う - 78  

〆イヤ 〈同〉 … ・・ ・・ 0 ・ ー 70 - 79 

縞 板 (  同 〉・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・…. . 70 - 77 

銀絡子 (  同 〕ー・・ ・一 ・・ I ・・ ・・ 60 - 73 

強 化 ヵ・ラス ーー …・ …・ 0 ・・・・ 63 - 88 

合 せ ガ ラ ス ・・ー・・・・・.. .... .・・・・ ・・40 - 89 

透明ガラス CJ f ! : 挨附者せき。るもの) 88 - 95 

同 ( 自宅使用) 70 - 80 

同 ( 機械工場垂直) 50 - 60 

同
( 汚れてゐるもの) 30 - 40 

3. 金物、使用 はその型態より 来 る 横 }J にまうj して

有効に各材を引締め、締結して建築経怖として霊

やること。

4. 部分下j の 底力張力に、捉ら lまれす・建築物全盟

の柿浩組をー固とする柿 iti 法とすること。

子供材 J ) 村'Ij 止 法 l立各材各有I i 5m材 の安 全率 が 10保つ 7こ

とすればその結果として次のやうなものになるか

も9-11れない。

1. fi 家 tt 宅 20坪で( よ

、qE5全0ミヰ 〉

( 想像)

線、 2 附 建 20:1:: 1ユ 20 (  11 )  

路 建 20主1"' 10 (  11 )  

ＮＲ 階 建校舎 ＨＲ ｾ 拙 の比 ＧＺ［＼ＮＨ ＨＭＱ ，Ｚ［ ［ Ｈ、 ｢ の〉 3  ( タ〉

木骨榊遣を強度計算すること 、 その ことが誤りで

あると考へられ、施工の上手下手が寺干しく強「左右?



俗加するであらうから、 雲? ? 握むよ うな想像安全

E容を示して見? このである。 吾 々が考へてゐる 以上

に木骨構造は高 きが増せば増す程意外 に風塵に普j

して弱いのではな いかと思はれる。叉その型態方

向に叉は周囲制伏況等に著しく 差異がある 。木骨

造はその型酒、日さ 、2階の場合は床板強度に支配

され叉間仕切J ) 間隔強度に影響される fこめ 、採光

換気作業場に依る工場建築や静堂の如〈以 k の4条

件不利な場合等:ま首然合掌: 、陸梁、柱を描ぐ、方

杖、扶み方杖を 3 ケ jfr ボ・ール ト締が必裂となり。

風1m大なる型態にて正:J さ正:j い工場建築物 lこありで

は内部侠牲者;1こ依って木骨構浩法を係らねばなら

ぬ。叉換気塔J ) 束をノj 、屋に取り付けるにしても、

風曜に耐え袋ねる長さ ( 4 間以上) は技術ヒ無理

であらう。工場建築 tこ於ては徒らに柱の太さを増

す必要はな い。叉周囲D 柱間隔 6 尺聞 を9 尺聞と

し柱材合掌: 材ーを節約しでも工場建築にありでは内

部妓柱を設げ、風匿に劃する強度法を保用すべき

Tごと筆者ーは伝じるものである。

( 建築物法 D横架材間ヱミ々は床版、梁材の位置の

ｓ を引事釜 Ｙ 水野掲畳ＮｴＮ側 ｾＧｴＮ ｊ Ｎ

① 

⑥ 

1③ 

ある場合、或は霊直荷重のみ考へて良い建築物 に

遁 用せら れ る 。Ｈ 建築 物法 随行規 則 Ｕ￭ ｾ ＵＱ 僚は位宅

建築等に遁用〉

5. *J t 立構造法が鐙 らぬ以上、飽ま で各部分の木

骨構造砲は平均し ?こ強 きに設計施工せねばならぬ

若し一部分がその強度 に耐え粂ねると 他 D丈夫で

あっ f二部分も破綾され金腫に及ぼす乙とが多いの

である。

6. 柱脚。金物締結、合掌尻の合連的脱出法、合

主主:材の節約と粧抗河な繊手の研究、水平トラスの

lrf[ J刊 し 縫 梁、防22材ヨ〉使ひ方等に依って、資材

不足の時局に割して徒らに昔日 の不経桝なる大工

式( 茅3 ' J 屋 J恨構造法〉を改める必要ありと筆者は

考へてゐる。

7. 此の問題は木造建築物統制規則の本質である

がにめ建築行政刀関係者は法力精紳を考慮せねば

ならない。叉自給自足の? こめ建築資材不足の時局

に於げる木統規則も亦事壁終局の狙ひ底にあって

鍛鋼規則と白からその趣旨が異る鈷がある 、故に

以上は諸イ削牛を簡単に述べfこに過ぎない。

次に函lに就いて簡単に説明する。

①岡設 l列

原井によくある、鎖骨ワ{ レントラス

闘を見て木骨構造として真似? こ工場であ

る。

小屋1 ) 連続し?こ作業場には、回の刈〈

屋根に硝子窓を設げて、之より直擬採光

を保つ仁ものであるが、此の直接採光は

採光換気上有害であって少しも効果均な

黙のない代物である。

斯様な悪友計岡そのま〉を模1回して支

到同E縫後新築されてゐる銑多いもの〉内

の一例である。宜敷改造すべき必要がめ

られ小屋トラスは小屋 み三角形を一つ

の板と して橋柿i 1 ! 1こするのであるから 、

木造の場合必やワ{ レン トラスは不粧捕

である。 即 ち弱ｾ " 1 j { を意味する。節貼に

チベルを設ければ. : l ( ljlJ問題である。

①開設 i;jj

①と 問機北緯五十度以北に過する様に

JZ計きれに欧州{の鍛骨工壌を民似?こもの

である。

東京地方の如 〈北緯35度 5 分 には不向

3 3  VI I I  
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④ 

女

"

f

'

t

H

H

・
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① 
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' である。 垂直ガラス窓に依るこ王。

③固説明

やはり原書より来? こものである。夏季

北風 、冬季南風ならば此の岡の換気はよ

いであらう が、日本の風土には反主主j で

ある。

④岡設l円

換気塔を設り7こる l品lである。 作業室内

の容積から見れば非常に換気 ロが小さい

然かも数多〈 設 りねばならぬ。

汚取便所の臭気抜、或はの速度ある寧

蹄、汽般からヒント を得?このであ らうが

かなり不継がfであって 、建築経情上思は

し〈 ない。

@ 間設I拘

夏季南風の駕換策担 ｱ｛ｾｩ 窓を 北窓 の上 部

に設けにものである。又屋棋を 2 重に す

べきであらう。

位置によって却って換筑に悪いのは北

窓商の中央或は下の部分に付げ られにも

のであるが 、 之が村 ｾ ｉ 首に新築 されてゐる

ことは遺憾である。

①②③④⑤闘は合掌尻に於て、方杖、

狭み方杖 な 〈緋辺uて危険を! &: す・るも ので

ある。

筋違材を設ける場所のな い工場建築に

あ りでは繕手や柱m部共の他に於て斜の

材を合理的に使用する必要がある。

@闘は換気窓を; 泣け? こ るも の

⑦ liiill は⑥li ，!'dに窓を i張分に，;支り Tこる もの

③| 組はケツチヤム却であ る。

@ ケツチヤ ム型と し荷重柱を陸梁の水

平を ｩｾＱ こし め る舟 に トラス組となし＿こｼ尚ｼ

である o

⑪l盆l説明

窓より来る保光州係以外の部分( 屋根

締法材) を取り除いに江主計であ る。

此の場合は陸梁の位'W: ( ) J J 司差部分〉 を

トラス構造となさねば蒋し 〈風慨に到し

て伺いものが IU苦1<: る。内樋に注13: ーを要す

る。

。l凶武lリj

鋸屋根本jYj A!!lと しては良い例である。



@  

⑦ 

@  

@  

@  

@  

h  

.. 

Ｑ Ｎ Ｑｾ Ｓ 瓦廻碍窓の ｬ す置のよ いこ し

2. -1宗一光; 而方向北より収に 15at の純闘で

あればぶ陽光線が出接作業商に投射する

::<J}: はない。

3. 介掌: 材下端にテックス 、板等を張 る

:onに依り屋根を 2 Aとし瓦季太陽直射商

( 屋根) の防熱方法あるこ と。

叉その天井に白色水性ペイン ト ｾ｝塗 り

探光_ I - . 有効に取抜ひ得 る利黙がある、軟

かい保光である。

⑫岡説明

鋸唐綾のピッチを縮少し採光の平均を

求めんが7こめ「 トラス」材にてその利黙

を干II i つにものであ る. 風眠、作業場 とし

て効果あ り。

⑬岡説明

鋸歯屋根をトラス材に肱川し 、柱主主主?

制少せんとする鎖骨構造でゐる 。

⑬岡設明

垂直鋸歯屋根の扶黙は、採光硝子l百直

- ｉ 下に於 ける作業商の ｈｾｾ 度抵 〈 な ることで

「勺J あるが、之を防〈滑に屋根頂上部に採光

;' 1 i 11 ' 子を設けに岡である。

/  斯様な方法を探れば冬季朝夕の電燈料

金力Z柏、経摘になる利駄があ る。良い例で

あらう。

@ 岡説明

之は構造上高さを明すし風盤、地震

に弱〈なるから 、か〉る梼浩に依っ て幾

分天井を整理 し高 〈なさん主する設計す

ある。

⑬開設明

此の締法は剖合天井整理されて気持の

よい工場になるが、木込ーに用ひ? こ場合雨

漏りし易い、防ZQ材の{ す置、燈梁にて締

付けること。

@同11立fi Jj

J ' 悶啓皐博士案と柄されてゐる。焦熱

地獄( ，I. J工場とならぬゃう者案され? こもの

である。

よくトタン屋根工思尽根に瓦季旅れや

ムシロ: : r 'u 1 いてゐるのを見受げる。之を

見ても相首効果あ るt: らう。

3 5  VI I I  
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、

@  
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⑬ 園 戸 田 博 士 の 喝 采 で あ る。

⑬聞説明

戸田哲墜博士案のフラットルーフ綿紡

績織物工場に遁し

天井 ｦｾＺ￮ ＱＱ 尺 ｾ ＱＳＩ ｻ を原 ｊＨｉ ｊ とする。

⑬ 天井窓の詳細岡である。

@ 換 気塔を? 主と し1: 、製糸工場、染

色工場、

化摩工場の一部に遁す。

@ は@ と同様であるが風に飛ばされぬ

ゃ れ 長〈制けることが好ましい。

｀闘 ｾｬｴｩ リ ｪ

長屋住宅の境壁、床、牲を取除い fこや

うな 1
1J
の工場であ る。

住宅の主主をそのま、取付け fこTこめ屋棋

IUI からも採光を探つ 1: ものであるが、天

11: に依り防熱、" ' * 光共に良釘である。

) . . . : . 防l U射を避けんが鴛採光tI' iを設けて

ゐる。①の改ii!J である。

⑮同l 太防の位緩i " 汚へ? こもの、 ω悶

の改ii !i である 。即ち也J宗光 ぞ避けに方法

であらう。

@I司l詑lリi

工場と工場の11¥1 i " 利n J しての増築、 3く

は防宗に遁 し? こも のである。

中央部 の Wtl .!t ( 足下 するも換気に使 な

り。

@聞説明@主同様なれど竜ぷJ ! 夜明装置

に使である。

又内樋の ｾｊｾ 駄を補ってゐる。

@I ; 品，&明

南向鋸電線、南I商の良い所i " . 賄ってそ

の歓貼を保ってゐる。東北地方! I 足は九州

心: 持地 j J に‘ 過す。

@ 岡 @I 司と同様である。

@ 悶矯正山に依り南日! の快献をr，nっ

て ゐ る 。 @ 岡 ①e I 司践にして鎖骨 ii!i

工場である。原始的なものである。

｀ ｉ［［ｾｉ 説明

① ｬ 品ｼ或は ｀ｉｾ［［ｉ と同考案にジグザ グトラ

ス、ダイヤ モンド トラ スがある 。

採光、技寄託、暖房等、建築物の使命に

虫色j して徒らに雨露をしのぐのみの考へ方



⑫ 

13 

F ・

⑮ 祥 知 恩

⑪ 

の

¢
イ

(  

@¥ 

@  

@  

⑮ 
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@  

⑮ 

③

詳

細

囚

d

時

事

潟

V IlI 3 8  

{⑫ 

@  

. " . ・> "

⑪ 

である。

@阿説明

茅立屋根住宅の煙出し換無法 より「ヒ

ント」 を得? こや うな型である。 長い時は

風l壊に耐へきれ子会部或は照根等が飛ば

される。

風肱規準は「建築 t 耐: 制作芋場の多

〈は此の形である n

@阿説明

之は蝶々型である。汽間i宝や煙の多い

工場に泊するが木元ｾではお幸治｟ｉＭ Ｎ 商自〈な

し、。



⑫ 

@  

@  

⑧ 

4

4

唱

え

@ 回鍛骨構造であって櫨を使用する

工場 に趨す。

@岡 クレー ンを使用する工場であっ

て風匪に丈夫でーあるか ら木浩 に遁する。

@岡 @ 闘の換気塔を採光 に粂用せる

もの。

@ 岡鍛骨の段遺工場その他軽工業 に

過するものにて木造でやっても効果的で

あろう 。

@ 間設明

之は市場及倉庫 に用ひ られる型であっ

て、市場 にあ りで は中央を 自動車通路と

し、倉庫 にありで は中央は手事又はクレ

{ ンの通路として、左右に各室を設ける

ものとする。

@  

@  ⑧ 

Ｓｾ＠ vn(  



@  

6  

ハ 於古、 J グ1ハ1

門 n門;j三里コ

「門 ｾ で九 門十 Ｑ

@  

j士三百三コ三L

⑫ 
@  

.，.-、千

@  

... .. ラ.. 

@i 品|説明

越厘棋工場@! 品lに於て存:j さ f H. hJ と、

幅 f a. ｢ ｊ と の ｉ ｾ Ｉ［ｬ 係、或は採光町 ｦ ｄ Ｎ ､ ｊ

とのIb討係等 1" 検 討 し て 試計 して頂 きfこ

し、。

関東地方は点凶方向に長 〈、閥西地方

は南北に長 〈なって ゐる 鞘等注意を要

寸。

@匝i倉庫に油す。

雨漏りな く叉風j墜に封 して 効 果 が 有

る。

@ 闘は前 のI1li(用

⑪闘は以上の肱丹]

@l iiiil は以 J : のl自;用

⑬|剖は以 l二の! 匹月J

⑪岡は以上の服、用

以上 のO間金 その用途に依り参考に掲

げにるものにで、子ft 者責検摘の ものであ

るから共η 他幾多 の新考案があるこ と〉

信十 九

FZ在-:ifは主幹ひ東京市板橋直工業地域内特

別j 地匿を? 拾首せ る建築行政の任に' 古っ て

ゐる Ih; J係 1-.工場建築制係に劃しでは、諸

先輩の指導ぞ得7こい念願である。

2. 600. 7. 10 浦和にで

万竺Y 《、

y n l 4 0  



欽 勝 の

t. 序

昭和 14年 11 月 17 日、皇軍の 入城するとこ

ろとなった! 資東省欽! 隠は、欽州都に臨む商

地都 di で占領前は般の一大総結であっTこ。

者んがJ l 文敵5 : ' ，' ; 2 : 追して迎日の雨にー商泥棒

と化し ? こ街道を:>1与って入城しに時は 、人一

人も凡ない無; f - ¥I珠な肢櫨と 化し て居7こ。 nf(;

敵の遣し? こ ト・ーチ カ し 防 空 壌 と 、餓僚網

とが最後 J ) 抵抗の名残りを止めて居? こ。然

し南. 寧も :落ち、更に龍州摂陽も吾が手に入

るや、四散して居? こ住民も次第に腕来し、

と同時に自分の身積も落ちつき 、念願の建

築物の調子日も軍坊の訣暇 lこ1:' - 1 来る様になっ

? こ。以下はその雑録であるが南支は始めて

の土地であり、南支に於ける他の地方との

比 較、或は相l刻性に就いては何等言 及する

:IJ;: が/-1¥来なかっ? こ。叉、僅かな軍11限ぞ利用

して記しにものであり 、参湾にす可き文献

も無 し 調ｾ偏見に陥って居るところがあ

るかも知れない。他日、 若し先輩諸賢の御

叱 殺を得ば幸甚であ る。尚文中の ウエ{ ド

式登音符放は凡て欽州音とし? こ。

2， 欽!係概;没

成東省欽! 照; ま[ 釘積 10方阜、人口 -i: ji: 鑓Mfs2  

111; 、街の三方を欽江が図説lノ、欽! 院はー 砲

の欽江デル タ と見られる。欽江 ( Ham- kon)

建

は北方の霊山 ( Li ng-shah) より稜し、隆 屋 ( Lock-

Ock) 、欽ナ1' 1 ( Ham- cho) を経て欽州都 ( Ham- cho-

wang) よ り 京 京都 ( Tong- I何 ng- wang) に注、ぎ造か

に併 領印度支那、 海 商 品 ( 日ロトnam- t ou) に至る 水

上の使がある。附近には」↓ ｕ ｾ に 三 十六的 Ｈｓ｡ｭ ・

shab-tui ) の辿i l -LJ と、西北に十万山 ( Shab・mah- shan)

の俊峯あり 、 大小幾多の湖水 と水田 がこれらの 山

形をおして居る。Ｈｾｾ 1凶)

気候 ｬ 立 、 暑期 、 雨期 、 ｬ 民湖 、 選期 の Ｔ ｾ 切に 分り

られる。 即 ち、3. 4，5.6月を雨期、5.6. 7. 8月を暑

期、 ( 5.6月は雨期、暑期の雨期) 、 9.10月 を 暖 期

築 v乙 就

木 村 美

責

ノ考

Ｑｴ 車問 ｾｊ｟図

!f;弓ぢ0 0，0 0。

第 1 圃

て

来

雄

高p

--; 1/1 

11. 12. 1. 2月を寒期とする。暑期 の気温は 100内外

i熱度組め て l古川 、さF夜の別なく高温が績〈。塞期

ｌ Ｚｴ 、 ｾ Ｑ ｦＺ ｮ Ａｊ ＷＰ ｯ 前後なるも夜間 、 殊に夜 ｉ リ ｍ 前 は ＱＰ Ｐ

Ｑ 立ひに ｉ ｾ 年り、温度差が著る し い。雨期に於け る Ｗ Ｑ＼

丑l i J E椛な数字をあげることが出来ぬが、主y日、

辿夜の降下Ａｾは 、 一面 泥海と イむ さしめ る 。 地 質は 随

って粘土質で水成岩石ナ一部に合む。

主要なる産物は、盤、鮮 魚、穀米等で、建築材

としては竹材、木材 、石材及び粗悪乍ら煉瓦を産

: 1¥する。

昭和 15年 2月 15 日の調森による と住民の蹄来せ

ｦ 持 Ｂ ｻｦ 者 主 名 古屋，詰工注ヨｾ ｉＡｽＡ科 ＰＨ ｾｧ 在聡 Ｑ ドｉＨＡＡｦｬされ 、 目下昨Ａ支 ｩ Ａｦ＼ 惑 Ｐ Ｐ 節 添 ＰＰＱ 場付
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るもの 1. 7ft 1人608戸とな っ て 居 れ 僅 か に皇軍の

保護の下に辛うじて生活して居る情態である。

3. 披垣及都城計章

所謂、城 市 ( Shan-hsi  ) として の欽腕は、北方

に城垣を築き 、南方の新市街と 北方宮市街とに分

れる。

第 2 圏

南 ｮｾ 呂田

_.. - - - ー一・・ーーーー・ヲ. . _ -

ω  

ー・・ ーー・ーーー・- ーーー・・・・圃・・ー

第 5 圃
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富市街を国むJ威信は、殆ど腕壊 して僅か に共の

依形を止めて居るに過ぎない。大韓の形は長方形

で、西に澗さ ＱＰ 丈の坊 ｊｉ ｾ ｉｊ を抑え、ｷＺに欽江主＿望

む。 南は 人鏡石? 距て中 山路に 商し、北は起伏せる

欽州平野に釘する。崩壊前の規模は明確 なること

は不明であるが、現在、南門、束門の Arch を辛

うじて遣し 、之より大略を推知し得をのみであ

る。( 第 2 問〉現在の城底は周囲4. 500歩、( 皐歩)

高さ最も高所に て約30尺。壁厚は南門、京門の獲

第 2 園

J. Qーより推して_ I - . 民142尺除、下

肢52、44尺、形式から言へば

聾械のー胞と j Bはれる。互助主

.  と言つ で も ま す 腕Z方形であ

1
1こか、牛図形であっ Tこかと

N  云ふ事は不明であるが、内門

と外門の中心線が約150
0

の角

度をなして交る事より牛回形

に近い、ます形、であつにと

汚へられる。この事は束門の

一部 lこカ ーヴの一部を遣して

居る事より し て も 立設出来

る。 披湿の勾配は約% 、上部

に狭まり 、それより 垂直に近

い勾配で漸次頂部に至つにも

のと推せら る。 Arch の頂紘

迄の高さは地而上より外門に

て13尺、内門にて 15尺、各ト14

聞の木浩扉あり、問は径約7寸

壁中に差し込み とする。

末、西、南、北の各 4 門は

各城壁の中央よ り漸偏る。今



崩寝前の形j伏を復原してみる主問中黒占紘にて示せ

る様なもの t 思はれ る 。 ( 第 3 回) 1旬、他の現存

の城壁より推して城門上部には官然、2}杏或は l庖

の館周があ る答であ るが、現在その法制じな く、規

模も形式も汚へる I.Hない。

8刻、刊 B ら一征組に絞 〈石強 みの街路は幅員9尺、

前側に商裁のi肝を並べる 。そして赴等の道路は相

賞す る。これは果して首初からそうであっ? こか否

かと云』、事は疑問である。何故ならば他の都城計

主より して、 首然この 4 街路の交叉せる蕗には牌

J偉その他の韮要建築がなくてはならなし、。 亦、 多

〈の都城は決 して 4 ｾ且工 ｮ 且 しない。 幾分かの込 り

込みを有し小規模のま す%をi 1 ! f る筈である。陥っ

て現在の街路は城門附近を除 〈外、 幾分鑓更があ

っTこのではないかと考へる。

域厄の歴史に就いては文献がないので不明であ

るが、米代、仁宗皇帝の時の創建と体へられ、現

在 、 ｾ城碍迭のことより推して明代以後の車修と

忠はれる。

城内及城垣を図む醤市街、新市街共に狭い横路

の庭々に illl 路を遮断する 門のあるのをみ る。此の

街門は簡泣な碍出で 、切 妻屋 ｊ 畏と牢木ｾ有する粗

雑なものであ るが中には新市荷、f. {J，寮街及喜多柱街

等には所首11楼門の形式をもつものもある。f ! . J，寮街

の街門は軒尚約12尺、門民5) { 7寸。壁中に随時牢

木を差し込み、又門扉を更に使用、街路を遮断上

部より防戦な し 得る如 〈 鍛砲狭間主ＺＺ， ｾｪ す 。〈 負担岡

1  ) 竹欄何横巷のものは碍浩切妻、大惜の構造は

魚奈何々門と同様であるが、 21
1皆無〈寧木は徒に

相石にはめこみ l
噸開扉で街路を遮断す る。

Ｈｪ［ｦ ｾＵＱ 剖 ＲＩ

一般に城内には住宅、尚).! :U七に齢 〈官公所を占

むる 、即 ち商工業は多〈の都披の如〈城外都市と

して護士主しTこもの k 思はれる。城崎の束、竹欄街

故衣街 、 沙尾街等は宮市街の中に於ける ｾｪ 家の最

も多いところである。

新 il il与は中 山路より南に聞ける、 ill f/i告は 人ー泊と

II1ill に分れ各 Concrete の柿接で人道の，ト. には2階

床が突出 し 雨ｾ防 い で居る。Ｈ第 ＶＱ 凶〉駒山 ｩ 約 ＲＰ

) . ! . 建築紘、共 lこー ・定 し、近代都市をほこ るも建築

は極めで粗悪である。市の西北方に中 山公岡あり

又封j孝の7k都 l二純物園あ るも、各今事控の鴛め 、

若 るしく破損し、今はその l、部を残すのみであ る

安え 4 墨 田

第 4 圃
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第 5 圃 l

4. ){泊 及 坊

城内外共に廟建築 ( 此庭で の廟は所前支7橋治の

! 倒でi[i Jj 1枇例閣の意と する〉は僅少で僅か にその 2.

3を止め るに過ぎない。即ち 開岳廟、寓器官等で、

それすら今事鐙の駕め現在荒鹿 lこ師して居る。坊

は城内外各蕗に於でみら れる。 院義に於ける廟の

4 3  V Jl l  
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第 7 圃
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EEF7であるが、敢て医別し fこのは a 坊は市土稜を祭

る小建築で日本に於けるお堂に富り自 ら特殊の建

築を生んで居るか らであ る。今之等 'J) 各々に就い

て許される範囲内で述べてみ fこいと思ふ。

i )  閥岳廟、 ( Kuon-go-rniu)  

妓内西南隅、城主亘に沿って建つ。 l綱初 を祭 り、

一名、老爺廟、闘干li 廟 J ) 名がある。 1拡眉切妻、縦

に5 枝、横に 3 棟、約15尺雨iの土壇の上に建築さ

れる。碍i主丹土詮ちで南面す る。南に大門あり、

奔殿、本殿、民合 2椋が南北 に左布剖稿に並び、

奔殿、本殿、民会の左右 lこ耳民 主? 置く。 大門[ま門

屈 を 附し吹き抜き柱公立て、軒下に花鳥 ｾ桑 ｴ 。

装飾は、大門、本殿、民会を通じて略同様、天井

無〈、床かは煉瓦一部石敷き とする。吊:代道光年

中の建築で 、外部は民間になって一部修理して

ゐる。土fB: 下 に牌棲 ? の礎石あり 、往時は j!J 麗で

あっ? こ こ と〉恩はれる 。( ! ; fn 岡〉現在、軍の使

用するところとなり、詳細を許されないのは疫念

である。

ii )  寓吉宮 ( M叩 -sho- kun)

文廟( 孔子廟) である。減内青主: 路に京商 す

る。迅ー路 に接し高 さ約20尺の碍浩丹土主主りの牌桜

Ｈ ｐ｡ｬＭｬｯｵ Ｉ があ る 。周囲 Ｓ 方をヨ ｾｪｬＨ にて悶む。牌艇

は迅・光年r . !l の建築で、青主J;}j の{ 日正制を_I - . げ、頂部

に犀根7診を作り 、柱形は他のj昨位同校屋根形より

突 ｉｈ て、｟ｉｾ部に花誌を置き 、 庇獅子をのせるの杭

の中央には費珠、その左右に龍を置く。閉口部は

ァ，ー チ形で、柱形は 大商を? とる。玉j i [ の柵 lま菱

形の断[ 白ーをもち 、同様、碕浩丹土捻り 1':1て k とす

るo • ( 抗 8 ｉｾ 心そ の西 約 ＵＰ 歩 の ｅ 起に 同 Ｗ Ｑ 去の昨年雄が

ある。 橋ff.門と記されてあるが、建築年代は不明

である。形式手法は全〈同ーであるが玉庖は無

い。恐ら く背芸坊と同一年代のものと思はれる。

更に西 、 約 ＸＰ ［ｬｪ［ のと ころ ｴ こ大門がある 。ＨＡｲ ￧Ｙ Ｑｾｾ ＱＩ

大門は 1: 五さ約5){ の石場の I-_( こ建ち、 31]日2，師、左右

に 門 民 ( Mun- f on ) あり o YJ 妻、，4，; 瓦引き 、門民

主＿除草木造 、 丹土生りである。床かはＺｉｊｩｾ瓦を敷き

柱は位 J. 10n 、1::) さ4)-( の 礎i. iの 卜: ｾこ建つ。礎石

は王Ｚｫｾ汝紋様 ｄ 繰形 をつけ 、清 代特イ ｉ の深い 切り込

みをも fこないが、 惜しむらくは径と成の上じが陰

りにも 大で不安どの視を抱かし める。柱nnは正面

通りに扉をもって居＿ こ が 、 今は無く 、 ＱＱ 佐 、 扉 ｭｾ に

撮って推されるのみである。 GfCll 岡〉小屋組の



上より 第 Ｘ 園、第 Ｙ ｾ 、 第 ＱＰ 調

架 ［ 陪Ｈ主 、 管法法式様 ｩ 二 、 ［ Ｍ ｾＮ ，Ｎ ｴＮＺ '1: 伎 11] ぜ子、j宗根勾

配に沿ひ ａｾ を ＺＧＱ こて 、 各束は各梁にその交ける 荷 重

を降えると同時に、 その梁々に連絡する。棟木は

敷桁は lι 接住で点え 、梁は柱で州差しとする。軒

桁 (1弟金突出しとし支え、そ の下に科快J j サ木で(i! I]

宮市

長

く>jι

J亀 寿 吉 手 百 四

ｾ＠ 0  ｾ注 ‘ Ｔ ｾ＠ cn. ... ..... ーI! 2 0 'え

第 U IIl
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柱に荷重苦? 体えるが、費際、本斗快肘木の木割ノj 、に

失 し、 本来の目的を失 して居る。叫は 6 角 形 で 快

の成いの約弘に過ぎない。 ｃ Ｑｦｾ 12困 ) 天 井 無 し

是 等小屋材は露出する。鼻隠しはう|ミ、雄、賞 の 3

色にて花鳥を主 〈。母屋上の椎は水摺様の;依材で

脆弱なものである。葺土なし直接その_ l -. にみ;瓦

葺きと する。瓦の質劣悪であるがあぷみ、! 浴車 瓦

共に ｉ 捕紋様ｾ薄肉とし時代的特長がある。屋棋在 Ｇ ［ｪ

. . a 争苔家門

，トJii! 且図

V Jl I  4 6  

第 12 圃

第 14 圃

一 ←_ l

J悼 む m ・

不 思 ，) 度 11H J

配 約 5 寸 、椋の雨端は降り棟を高〈上げ、これに

念なそりを附し 、あ? こかも 小屋材自身に返り のあ

る如< W( j i ぜしめる。左京瓦は平瓦のノj、端立てとし中

央に3宝珠、左右に龍を置く。向、そ のW4.v品に脱会

蚊せる。点右の門民 は 碍 造、白 漆 l会仕上とするが

窓 の繰形は商白い。後世の附加か ? 大門の建築年

代 lま棟木下端に珍らしく株札があ り。同治年nnの

建築なる与が記されてある。

本殿は大門 の西に、 左右に州民 営控え 、 尚さ

1. 20尺 の基l1J :の上に建. つ。 ( 第 10固) 5問51師、丹

土 塗、準局、切妻 である。 5間5面と 言つで もそ の

周 回、 1  n日通り を府精とし、そ の舟 一 見、入母屋

の 如〈見える。中央は府階 は 現 在 Ｑｾ￩ 、が、往時は

ゐつTこ様である。前部に信二位:i があっ? こが現在殆ど

自[j壊して居る。府民も同様脱皮して 了っ て居る 。

〈出 111副) 各柱は径 1. 40)-!. 、出i さ 4 )-!. の礎 石 の 上

lこ建つ。礎石の構造は大門主同様でめる。ノj 、屋 組

の材織は中央泊りに 、柱なき nめ、はね 11 ¥し式と

する。大韓の構法は大門と同様で ゐるが、木 割 漸

々大である。Ｈ第 ＱＳ 岡 Ｉ 屋棋 ｪｲｾ も大 ｉ Ｂｊ の規模を大

にし? こ践なも ので ある 。壁l J 1i は現在脱落して1! [1iし、

が 、 その痕跡は正l白1壁 l印ーにその除; 起を{ 泣かに止め

る。床かは坤瓦敷き、天5月二無 し 入 口 は 刷 聞 き 板

戸とし、上部に波形梅l問を設りる。! i . 1隠 し は 笛 紋

をレ リー フし朱 色地 に雑 色塗りとする。こ れが迎

築年代は不明であるが 、内 部持 ｾｪｮ 口上に掲げる扇制

よりして Ｑｊ ｩ 烈年 中 の も の と推され、且つ、寓ｾ， ＺＭＯｲ￧

4存成砲 に 11ぷ腿24年 i引i多1/ e  ib ':> ，現イEの山併は

: 恐らく京: 民利彦に撮るも ので は な い か と 忠 は れ

る。何れにしても清代ぷの悲楽 で、日地方に bさげ

る＿＿ ［時代 の 期建築 の ーやを ｾＮ Ｚ ＱＱ るす ｩ の 川 水るｩＧｬｔｬＱな

る遺構で あ る。

iii ) 事光湖、 ( Howa- Kowan- mi u)  

減 内、ＭＪ門街 の 角 ｩ こある。 Ｈ 出 ＱＴ Ｑ［ ・ｾ ｜Ｉ 碍 造、 Ｂ￯ ｬＮ

局切主 Ｚ 、水瓦 Ｓ ＧｲＺ ｾｊ ｦＺ ｾｦ 1  11¥1を路上 に促す。 戯くH.i 水

ii! t切 )j 本瓦立で重 ね梁 りとし、 梁J ) J て下 に成 い 4

ＮｪＧ 、 ＱＱＱＷ 寸 Ｒ 分 の Ｚｦ ｾ ｩ ま り つ ける 。 丹土 ｊ や Ｑ Ｉ ! 仁|二と し

峨な〈 、. ｦＭ ＮＱ ｜Ｑｉは弧 ｾｾ ｾＺ ｾき Ｈ抗 Ｑ ＵＱ ［ 品 Ｑ Ｉ 円ＩｪＢ ［， ｬ Ｇ ト 政 子Ａ子 ρ

仙法を執る。

ぶ股 ｩｅ ｲ 白 ｩ に ＱＱ Ｑ ＱＱＱｊｾｩ ゐ り糊起 Ｈ Pon・Oc k ) 舎にtげ る

が 、 ￎｦｴ 小ｻ象は無い。梁無し母 左足 村 ｬ ま ｉｾ ， ｪ k' "，"¥'_f-.l 二、

架す。壁占も無 〈筒井i なも ので あ る。

i v) 新民妨、 ( San- man- f an)  
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第 16 第 !

る。新. LI ! : 幼は

日地に於て最

コ

に:>j t.

域外大青1格 差 防

も規技大 、 且つ ｩ ば も 比く Ｑａｾ 存され て ｪ 刀るも り であ

る。坊は正耐に祉陛を置く。これは自然石、或は

うiγ !壬7よる 人簡を刻し 7こ石を2側 |到に {泣く 。その3

ブIJ f;t 時造壁にて三j三日形に回み、前ブ1' 1こ存立、供物

ｾ［Ｎｾを＿設ける。新民 坊 は これ に更に奔 ｊ 立を世くが 、

批桜はｾ＼露天下にある。 即 ち 、 ｛ Ｂ ｊ を入るし直

に奔殴で 、枇離を奔せられる。( 部 161u¥'i 14 ) k に

川i1J } を置き 、右はJ f iil.点とする。手F殿は I五府切友、

本瓦引Ｚｾ ， : 煉瓦敷き床か韮ね梁架構となって j五

る。今回 j l手の平而を? もつ祉躍の後= 庁は後部に五る

程、j' ，うj < 、蛇腹をつけ 、且つ 、そのm郁はテラコ

Ｎ ツグ製 ＷＩ ｬｲ 形をつけるＨ第 ＱＷ 、 ｬ凶 Ｘ町郎ｾ，ｾ心 ｴ

担挫3楽と: 言よはれる。故衣街、接tHhj 等に見 られる坊

は、 111¥1 1師、J ' ii 庖、切妻、碍ili の;J、家屋内に後背

な〈本得石を安置し? こも の もあ るが、 !i fi んどは後

17を-:f- f し、中 には 、三方を家屋にて阻ま今、叫に

Il1¥ll luiの奔殴の具にm士稜を安I世しにも の もゐる。

推論が許されるならば 、坊の阪は手〈 似 日〈汚え

たい。 即 ちiJ2作物 7) 盟健をiivi るには必然}"Jl こ、土

地 ｉｊￏｉｉｉ 、 般市 ｉｉ ｉ ｾ 信仰し 、 自然石にそ の 五が山ると汚

ヴ
ペ

J

に与 1ζ
心、j ι

草色格的哀の 竹 W; : J 得新 P'dちξ:01 回

ヤちろ互; 白 骨う王t

第 16 圏 2 故 衣 iJj 祉 問

えに。そして最初そ の千百怪なる形態の 自然石を通rr

闘 の釘像とし? こが、のち 、こ れに想像の町貌を刻

し 、 抗丑［形式の琵 ｊｬｾ と共に之に後背 を つり 、 祭ｉｊ￩ｬＮ

を ｩ 設 け 、 守 更に朗建築に倣ひ奔肢 を ぷけ 、 ｾ誌は拝殿

i- 1' ' i きー昆 1.1:
1
に之を安置する如 〈になっ? こと }(!， Iま

れる 。今、坊 の 作 陀 の f l 白II ' t ' 示すと li ，司の松で あ

る。( 出 161; ，. (，1)

v)  ｬｩＺ Ｚ ［ｾＧ 応 、 ＨｃｨｩＭｳｨｩｮＭ｡ｮ Ｉ

域外、沙足1lj・] ) } j t 北の? 工法にある。止普j従ii. l5到

に北|自Iする。前門を入ると正 l白[に 1A門 あ ふ 左 右

に町民あり 、 11m] ) 穿廊を有する阜居切安時也、

丹土捻り仕上とする。これよりI j l 陪i " 粧て本殿 lこ

4  7  V III 
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第 17 園

vi )  J¥キ』止、 ( PaトL ou)

)l 'I，¥rJ!.l:はゆi建築には必十附属して )II J - る。前述の高

;ぷ官の如きはその例である。然し 、現 在、城内外

には認に ＡｴｩＩＯＮ 位のみ ＱＰ 許り散在して応る。これは ｊ｟ｾ

l却になって胤が破底され? これ或はJ19iを他 の1n:rJ

建築に流HJ 髭 更 し? こ結果と思はれる。従って昨年名

は何々訪とあるも幼はなかっ? こり 、廟はなかっ? こ

りして居る。然しそ の牌楼は北、' 1
1
支とその形式

を異にし興味あるも のと忠ばれる。次にその 2. 3

に就いて述べてみにいと 忠 ふ。

A ) 斗i11f 妨 J¥'J ，!.t:ili: ( Wu- chi n-fon-pai - Iou)  

背雲路 、J k にある。 I山i さ18) ふ 31[I，jの アーチ形

をもっ川J 1i }I']- . : i : 塗りの建築である柱上部には資珠

の従形しに、花主肢のものを世き頂部 lま屋線形 ft

ｩｬｩＹｾＪＪ に ￬ｴｴ を泣く。沼光年中の建築である。

Gs201面1)

B)  節孝幼J¥キ位 ( Chi - hau品 吋ai -Iou)

育事坊牌世ーのJ じにある。 i己i さ17尺、 ア{ チ形開

口郁 1 ｾｉ ， ｉ で、その形式州Ｚ詰 Ａｩ は耳 Ｇｾ ＧＺ ｉｊｦ 幼と同様である

事

'

h

y

F

U
ふ

y

C孟1 -

正 面 図 伺 リ 面 白
助? 邑 図

。Ｎ主［Ｍｾｾ

第 18 園

コf る、冷; 肢も [i]j枝、半賂切主碍ili 、丹ゴニ塗 り仕げ

Jぷか煉瓦敷き ‘ 左右に州民あり。正面に似1¥.庄を世

<  0  ＨＲｙ ｾＱ Ｙ 岡Ｉ壁副な し 現 ＺＺＨＱ Ｚ 、 が Ｑ Ｑ 像は破壊して

は本瓦立で掠瓦はテラコック 、縁色の美しいもの

無 い。屋根である。 tl: 善隆は欽! 際1%- ・の占"1民であ

るが 、 現在昔 ｴｾ し〈内 部を破却して ｨｾＧ るのは 惜 し

い、同様清末の建築 主恩はれ る。

VI I I  4 8  

同政 ー道 光年Ｇｉｾ の 建 築である。ア ーチ形はそ の ｩ ｬｾ Ｎ ｊ さ

によって Ｑ ｾＳ であるが ＲＱｐ ， ｉ 4111，1  e かになる与は

ＱＡ｜ｾ い。Ｈ江戸 Ｑ Ｑ 品 Ｑ Ｉ

C) 平市古i度J¥キf1J!: 、 ( Per同 an・lωtu・pai -I ou)

qJ 山路南にあ る。欽ir にI!'rIし、 jt 1j ♀7k都に主IJ る

ｩ 度知場に互ｾつ ＰＱ Ｍ ［ 辿で柱上』こ逆蓮頭をつｾｾせ 、 屋根形

をi 1! 1) ｾ 机 ｱｬ 火 Ｍ に質事 ｾ ｦｴｩ 世ー 〈 。柱は ｌ 23 x  1. ＲＳＩ ｾ＠



でー溝 ｊｾｩ 白Ｈをつりる。 ｕｪ Ｚｪ 14. 70 )-!. 、平市-D波

の防御j をあげる。 宗監年11¥J の砧築である。こ

の ｲ ｦＴ ｾｉ Ｚｒ ｴ は欽 Ａ際 ｬｩ ｦｩ［ーの石 ｩｩｦ 牌院で 形式も他の在 ｊ

Ｚ ｻｩ Ａ ｽＧ ｩ￟ ｊＱ ｾ ｾ位より具 に する 、 ( 節22闘〉この北に

ｉｉｗ Ｎ Ｚｴ些 Ｍｬｾ あるが光絡今年 中 のもので 形 態は 拙 劣

である。( おう23岡)

5. 位 宅

欽! 販が商階部il iである nめ、純住宅は極〈

11'刊にしか見られない。 即 ち、城内北方の 1部

批タト故ぷ11])) 1部. 及、城外西方の村部等で

ある。よ止等営者るし一般に卒商計苫は、

i )  )心11¥1をIド心 とするもの

ii )  筑: 臓を 中心 とするもの

の2側に分けられる。 i ) は悩〈 小規模 D住宅

で | 出に却で殆ど総ての住宅の機能力 Z満足 さ

れるも の I Il¥J式。及、厨房と居間 の 2mJ のみ

になって肘るも の- 2 間式ーの如 し 非常に

小規ｾ ｊＩもの にしか無い。 ｩｩ Ｉ は これより一歩

大となってJ心11¥1. Jj1f民の外に客師、 ( Haku-fin)

品
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第 24 留

ｾｩｦＱ き 、 ｩ 止れを ｱｬ 心として ｾｬ Ｎｾ ＡＺｾ してＩｾ ｲｾ ，る。半ｲＺ臨 ｬ 今

勿論筑Ｚｉｩ｜ｬであるが、此 の 地方に於ては等ろ制 ＺｾＺｴ の

な ｬ 外えが強い。 即 ちｻぷ Ｇ ｬ￬ ｦＱと ｦｾＭ 仰心 のｽ，メい彼等は 、 ＺＡＨＺ

れて手のMオえを渦す部屋を要求し 7こ。 i ) の例の居間!

の1! Ll 二部にJ副先や先賢刀涯を然つ? こ祭胞は此鴎で

は、全 〈樹立し? こ部屋 lこ安世されて応る。そして

居n¥J とか厨Jij はその左右に世かれる、この l 株主ナ

大 正Jij ( T  ai-chon-fon) とすはれ、私は今、此の川

取り法を 3I1I l式と名づりょう。此の大正日は必要

にＡ自［じその前方左右 ｬ 二月 Ｚｮ 民 Ｈｓ ｾｯｮＭｦ ｯ ｮ ) を持つ。

即 ちコ字形の 3棋となる同様に斗れを 5¥1¥l式 ell 千

ｾｻｾ ｬｩ Ｚ とする。 ｬＡ ｛ｊ ち 、 ｬ Ｑ￭ ｬｬｬｸ りとしては 、ｴＮ 2， 3，5nn 

の3 :[[(1二 分げ られ 、凡て卒 l白iは北れを J左本として

削減される。以上の主f I きI i ¥IJI止法治必然tl;'j に立国に

於ても主・比五形と非主J技形とを一込る。 即ち 211I l式 (1

Jド主ltli 形、 111日式 3nn式 5nn式 は到松形である。

州出より 言 へ ば、Ff Iと-li@!1!で/J、屋材 を除 〈タ卜、

H¥ii1!( I' .j には木材'1"もHIJ しなし、。主tはタ;f i どJTJ ひす、

梁 ｓｔｉｩ ｬ に ｅＡ 住誼に故せ 、 壁組 と柱とはブ ｊ 嘩ほうに ｾＩｪｉ ｊ

がない。然し中に は荷重のか〉る 部 分を壁隔を大

とし杭形を作つにも のもあ り、或は壁閣を貝設で

VI II 5 0  

民充し? こり 水成主! ?佐重ね?こ雅趣あるも の もある。

又、Jln: 桁 千 七rdn・Eの牲で交り 、rl .1間 は 2寸主!の11¥l

柱を建て 、竹 を 縦横 ｩ こ ｦ ＡＱ ωｾ に料んにノ ｪ 、 鮮と し、 荒

土1 " 捻り、 jゑl喰仕上げとしにも のもある。一般に

壁 j以j手< ( 9寸以上〉、熱遮臨rr に有効な結果を粛し

て居る 。/J 、屋組の榊i E は

i )  Ｇ� ｊＺ屋 材 のみにて 、 梁ＪＱＢ使 用 せぬものＨ江 ｾＲＴ

|凶11 )

ｩｩ Ｉ 来 立て の Ｑ 奇心 Ａｩ 法式様 のものＨお ￭ｾＲＴＱ 泊 ＱＲＩ

iii ) 介常、県東を使用るせるも の( 筋24悶3)

以上の 3 利} に分げ られ る。

i )  の方 法 は 、 ｈ 起を ｎｾ Ｚ去の壁上に架げ 、 その

ｊ Ｚｬ こ ｦｩｬｴｬｨＧｩＺ するもので上部 ｦｩＺｪ 亜は止 し て 間 安壁に ｦ ｾ ｾ

[ まる。此方法改桁行の K い 建 物 に は 伎町/ J ' ，来な

い。桁行 み ｫｾ 、主ｾ物に使」、時はよ 止れ を Ｒ 段 Ｓ 段に区

切り 、11¥1壁で旬ー屋J出をうり る様にする 、家 村附近

の出家( 立 、此の方法を? とって肘る。

ii )  の方法は Span li ) 大 な る も の に 依月j され

る。官官付 J ) ブくなるものを要す時は介せ設の桃辿を

とって日る。

iii )  の方 法 は合竿Ｚを上 Ｑｾ ｦ｜ に於て相次ぎとし、 そ

の各上 Ｑｾ Ｎ Ｑｾ Ｑｩ ｉｍ を 母屋材に代川せしめる。

以上 3，ｈＺ ＱＢｾじて 枢 は同時に芸板をｾｊｴね 、 ｲｬｊ 3  

べ l' 、 以 3分 ，J ) 木摺様阪を瓦rlJ に打ち 、 その上に、

正目安瓦をづH 。 軒111は 1. 5- 2. 00 尺とし、11叶桁を

il1引 j，) 木で支えにものもある 。

lL( 立 Spanish ) 武に瓦返 りを交互に上下にむけ引J

Iリ1: 1ぐの約弘、wの附端は漸次卒瓦を立てに重ね

返りを作る。降り械をつげにものがこの場合は;l L

ｬｌ をも ｅ 川し壁面題りで格る、ｹＮＮＮ、株瓦の ｱｾ 央 ｬ 二重 ￟

を? 杭 lこ泣いにも のがあるが、こ れは火災除けの芯

ｬ 床をもつものと思はれる。 Ｈｕｾ ＲＵＱ 副Ｉ屋棋勾配は

が)5 、J' 、 )- Lて切ム: とす る。 笛 ( tsuon ) はテラコッ

ク車! の紋抜粋を附けるか、: bHLを縦横に組むか、

或: 立木ili の端子慾とす る。}. ) j i ( ま木iiji 、片聞き . 4  

d 戸、或は引き r
i

となって居る。 門 扉の 中に は
2

IF戸となって川るものもある 、此の場合は外fl !l Jは

yjょ木を杭に組み、_1上卜曲

Eを了そ iれL に釣り込み引 きr戸1 と1す司る 、内ff!i Jは千平沼 の陣i

ｄｲ Ｎ ｊ きとなって ｋ Ｇｾ Ｎ る。ｃＨ ｾ ＲＶＱ ，ＧｩＺｩ ｜Ｉ 扉 ｼ白｛には透し彫りを

つり? こものもあるが、一般にはなく簡素なも ので

ある 、門 会21 f ! につけに都合、即 ち大I"J ( ta・mun)

と2 門 (ni -mun) としに窃介は大門は隔問、 21'1



以下、立例に Ｉｘｴ いて ， ｩ ｙＮ 症し ｦ こいと， ｉ ｾ｜［ 、。ＨＮＺｊＺ 開 放 部 ｦＡＺＧ Ｔ 分 し 、 Ｇｉｾ 火Ｇを Ｒ 枚戸別問ｽｪＨ，Ｎとし左右

を 開放する。向笠 雑 ｲ ｬｾ に ｲｬｊ 2寸、，: : ) さ 1. 20g.)) 遁

風口を設げにものもある。天m土台1円、 r1ミか( ; t 煉

瓦を敬き 、 ｲ ｬｾ 肱［等 ｬ ま石敷き或 ｬ 立煉 ｝ｄ 放きとする 、

rl l  2  ￟ ｉＱ Ｈま多 〈 みられるが ｈｬ 利Ｈｾな ｎｬｲ Ｎ ｾ で 、 Ｒ 附梁Ｚ立

控Ｚｮｾ rlr に、r ; i . に架け波し fこのみで J HtNなも のであ

A ) 催氏邸

以内 ｾｉＺ 門大向にある切Ｉ ， ｟ｲＧ， Ｇｻｌ 肘碍 ｩ Ｑｩ で Ｑ ¥i¥lよ 卒 IBI

である 、* .が以U[ l I攻きとし入 117，: に? むを? 泣き 、J E

｛Ｑ ＧＱ ￎ ＺＧｊＺＱＺ ｬ 二百 ｲ ｬｬｽｾｩｾ ｾ 仁 Ｑ Ｍ Ｎ げ そ の 下 ｻ･Ｉ 十三 ｴ 十Ａとする 、 )l ど己'，;: ｾ工

ＴＮＲ Ｐ ｸＶ ＮＱＰ 乃 木 ｩ ｬｭ ｬ ｴｬＨｾ なも の で問ｼ守 Ｑ に蚊 ｩｪｊｾ 念日 ｪ そる

小尽HU:l i ) の方法により天: 11:

Ｑｮｾ しのＨ訂 ｾＲＷｉｩ ｩ ， Ｉ ｬ ｬ )  

B) 予L民邸

減タ卜大南路街にある。 1t*を

2介 し、 左を? ヰ午臓、Tヲを居11日、路

市、厨) ) } の主党常とする 2nn式で

ある 、jt江府切長時出、同Wl を竹

J ， i にて| 羽む。ノj、屋組は iii ) 式。

( 出271司2) 撲は! 躍を切石乱杭

lJ. J 二部煉瓦jib- 。

c ) 大嶺の某家

B ) と同様な平 l白{で

あるが対: は竹材 、 f2.

根 ｾｩｾｾｪＧｾ き の Ｑ 京 ｾｦ￬ '1‘! 

な建築である。( 引

27阿3)

D) 蒙村 の 某 家

大{;J 'I 、張本 J )1.; ｾこ ＮｧＦｾ Ｎ 卜

の一部経であるが、

荻村は部落手謹 511¥l

式I 1ml' il りとしてf . i ' i る 、 Y，'L}沓切3ii 碍 ili でIJ 、毘 組

(，i i) 式により 、大正日は棟を 3 段とし¥1日 仕切

ｾ￬ｲ ＺＮｬ 二 ｬ こ各母 ｆｩｊ ｊ［ｍｾ 架す、同ミか は ・旅立政事 ＧＡＧ 民 ｦ

lま土n¥l npきと し、取り 入れ時分に ll t J 起でWiW

o とる作業場となる。( お28I ，'o;i¥)

E) 大嶺の農家

l t， C) の家屋より漸次市にある 3 ¥1rl 式のも のo

o  ｹｩｬ 府、 ＭＡￎ ｊｊｴ 、 碍 ｩｩＡｩ で Ｒｭｬ 式 に厨民主 ｾ Ｑ ｜Ｑ日添加し

にものである。 Ｈｾ｜ＲＸＱＺ ［ ｾｩ｜Ｉ

F ) 南門街の某家

成内、千百円何にあるもの は L 字形のL p : iui で正前[

に客服、 1 . 1 ' . に府間投信' 与をむき その前に納芹: 及町

民ーとなる。切 ｊｊＮｪＱＱ 府碍出で、 ｴＡＭ｜ｩ 上 ｩ｜ｾｬ 二瓶ｻｦ ｗｸ せ

る。〈江C281問、話31 Iii :i¥)

G) 陳氏邸

峻外 巾山路に ある、 ｊｾＱ i))} は各211日となってmる、

大 JE民に rl l ＲＱ 併 をつけるが 、 現有 ｩｬｾ しく破壊して

彦 根 聾 図
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第 27 圃

る 、 ｦ ，ｗＺ［悌 Ｈ ｌｯＭｴ｡ｩ Ｉ も勾配はＺｾＺ

で簡素 な も の で あ る 、阿 j りi

( chi-so) は棋と械との凹所、

或は建物哀に泣き屋政も多〈

なし ｲ ｬＧ には全然 Ｑｾｾ Ｇ ｜ ものも

ある。

日τ
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j苫る 。 5nn式 の嬰形と考へ られる。碍造、切妻、

ｊＧ ， ￯ 府 で ある 、 向ノ ｪ 、 屋行 Ｑ Ｑ ま大 正｀ ｾ i ) の方法、左

府房は iii ) 式、右は i ) ょとして居る。 ( 都28岡)

H) 李氏邸

域 外竹欄何間に ある o J!r'1. 府切 11: 碍也、大門、 二

門あり 。大門 乃左右に納屋 l f.ll H." 置き 、二門の左

右に門J5Hナ置き二門 は日門と なって居 る。 r' lu} Lt

煉瓦敷き ｲＮ Ｑ Ｑ Ｒ 階 を 各千 ｦ し、窓 ｬ まテラ司ツタｾ ｾ窓枠

をはめる。門扉は外側無し 、内側 l立隔扇 (Ko-shau)

の釘1< 仕切 仮戸を立 て、 rl l央を雨開きとする。 中

反r: ; H干敷き 、! r . -;{i にJlli 民あり厨日とな る。 正 商大

1<. 

"  

を

すヲ

。N

回氏 邸 平 面をD  

中2 高

へ

市

門

司

、

ニ

ザ

胸

算

M

〔

帯

a

判

s
r村
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第 31 園

第 28 園

第 30 園

正 日は、 3 1mに

分れl i' .す7を? 応斗E

J Ei 市を治: 語、制1

肢は相官: ;大であ

る、持: 府、は 6 枚

戸となって尻る

同政 511¥1式の健

Ji 予と思はれる。

(銘 2つ|側、江no

li; ，11)  

6. j{ 'HI ，"i  

欽! 隅i li 何 ;) 大 部

分 ｾ占 む る院 ｪ I主
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ｬ ま ｆｦ ｦ んど同ー の 卒 ｉ ｾｔ と椛 ｪｪ Ａ ｩ を もっ ｯ その 卒 ｩ 白｛ は ｬ

昨今 J) 前宇都 rt' }川i Ii とし後三ド部を厨日介wとし、 2  

階を::ml1n征毛布とする。柿込・は碍j主、311持、41併のも

の もある 、小原組は住宅同棋で i ) 式 ii ) 式 iii )

式を使ふ。一般に組翁Ｈｾで火脚 Ｚ ｩￏ Ｚ 卒氏が「芝 ｒ Ｍ ｾＧ の押

Ｇ ， ｾ ｉｪ り」と 言 ー っ ＿こが、 笠 際衣計 二 り Ｚ ｏＺｩ 民 な 組物ヵ ｱＨｾ

4 階

百一一ー一一一一一一ーす

E再

If 

時

3手 千主

1f. flr 

第 32 園

d  陪

烏

告p

用

車

A ) 大南路英三詑煙荘

* 向きの想IJ' ;( 問ffi である . 入 [l (ま 8 枚でお:IHJ は

取り除 く。正 luj に Count er がありその:奥に陳列棚

に克に その後部 を山常とし階 段はその杭につ〈 。

装は町民と: : i : }! Hで 6. 00 x  11 .  00 J) 用地 あり採光す

る。附上は何主かに介れてmにらしいが11¥11=1: 切版

が現在( j 皮反され不 li ) j である。奥は: : i : Wでその 11
l
間

に露京を置く。露 ｾはコ

ンケ リ{ ト の叩 きと床か

とする 、/J、屋京11は i ) 式

による 、 (2f c32阿)

B ) 翠柱衛某庖

嬢柱 ｦ 可、 Ｑｭ 耐する。Ｉ， ｩｾ

tII iの開類は 不明であるが

Spani sh  )武の美し い建築

である 、入口前にポーチ

あ り、Aでを帳場、 ;{i ?:， }，ii 

ｾＱ Ｑ￬ とする 、 史 ー は ｙ ｻｬ 府片流

れ屋根で布をＺＺ￐ｦ房 ｫｾ ＺＺ￭Ｚ

wとする。

2 階 lま表通りに ヴエラ

シグ＿ＺＧｾ支け 、Ｚ，ト ｴ は日 ｯＧ ｭ ｮ ｪｬｾ

4n1J に分け られ、木造nn

仕切で境をする 、ノj 、に以利11ま i

) 式、切 11.=、碍 ii!i である 、ヴヱ

ラング. の乎摺はテラコツタを使

ひ、壁商白色仕上げに なって尻ー

る) Ｈ負 Ｈ ｾＳＲＱ 日 ＱＩ

C) 同街某庖

B ) の南約 1"'r 詐りのと ころ

に西 商 する、 ＩｾｦｾｭＲ あ れ 央を

厨房とし， 2 附 ?:'1-t : 房とする 、

碍Ｚ也 、切 安 、 天ヲ Ｑ ・ Ｑｮ ｾ <、ノj、屋組

は ｩＩ 式に擦る。Ｈ江 ｾ ＳＳＱ 品 ｝Ｉ

D) 諦氏邸

時氏邸は城タト竹側f町、何路に

西町する、切 J1:. 、時 L;!i 、一部 2

階建て の建築である。これは元

来旅館で、 住宅建築J ) 漸次鑓

形しにも のと 忠 はれる 、 前三ド分

7旨

辱

提

唱

。，
B
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言語 34 圃 I  

V III 5 4  

i." 4分 し左問 をle2聞 を腕Il H、治 2n¥l i."存I1nとす

る。筑: 問のnil 仕切り は板張りとする 、中庭 l立平 i

敷き左を厨房とする、大正屈は 2 間 とし、 筑:

鹿、 居間とすも 、 持: 府、と居間lのn日仕切りは紋

張り、欄間 は 雷紋 ｪ 彦、ｦｒＮ は ＮｦＡｴ｟ｾ 、竹 の 透し彫りを

なす、筑Ｚ邸 は 居間￭ＮＢｾ食ね 、 広 之 ｕｦ 置く。 小 原 Ｊ ＱＱ

は大正日はii ) 式により料↑たを作る。 2附 は 5nn

に仕切れ民 ｮｮ ｾ 除き 企 部存 ｮｮ とな って日・る 、

小限;f. ll は i ) 式、天 11 無し、光緒。20年の建築と

fi はれる 。( 為i 041iml .2. 江¥35. ｕ ＰＶｉ ｴ［ ｾｩ ｬＩ＠
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した影響
及 ぼ、、

電 力 供 給 制 限 炉 建 築 物 に

J

旦

幹

雄

木

見

千

久

横

権

は し が き

電訴は現代の生活に、 戦時態勢下に於ける産業

に、約七同防J-. 兎要7よる役割を以てJ再り、之れが

似如され＿こる時如向に生活に不向 ｉｉｉｾ 来し、交通

は不岡市となり産業界は日抑制犬態に陥り混高Lを来

すかは、ｉｉＧ ｉ Ｇｾｆ 八月未突如として起り＿こる電力飢

悼の魚、/innw. i 聞の供給制限てよ、引: て迦過しに事の

ない事態に也聞して、皆苦いれ! 肢を午i: めにのであ

る。然らば如何なる理r11に依りか〉る事となっ? こ

かと云ふに、附西地方の所要電力 l主主として本邦

中部の木令川筋、北陸集部川、 rt 川筋等に於ける

Il 本;建港電令市1: の水力護電と 、之れに他令市tに凪

する護生水力電気を受電して十五 ＺＱｩｾ ボルト送電紘

で巾京北京阪神地方に送電し 、7Kブj 費電の潟水時

と尖頭: tlf，lf に出iへ、中京おi : liKJiiql地方に設置せらる

る火力登竜を以て布i給し、 mIT) 'i7K火併用にてi VJ に

殿げに地方の配電電祉l二、或は官級0:rnil: へ卸買し

之より r 般の市ir日tこ膝じ供給して居るのであって

京11反市[1地方の電筑を電源から見ると大間水力 4 害IJ

で火ブJ が 6 官IJ に常ってゐる。

ぞれ 故 6 : 切の火力護軍に依存してゐる京阪市1

'

地

方では、火ブJ 登屯の設備が充笈- してゐるが、I>xは

Ｚ Ｉ Ｑ ，Ｚの所要イ ｩ 泌が登竜に適正で ｉＨｉￎ も ｪ Ａｩ ｩ Ｇ 要況が， ｶ ， Ｇｊｾ 主せ

らる〉や有やは 、 供給力に大なる ｊｪｾｾＧ 些を ｗ Ｎ￠、るの

である。

1}・4ド7J(7) のiR! 7K( ま夏期 7、8 J l 頃と 、冬 期 12月

千ｬｊＧｉ ｵ に始まり ｬ 、 Ｒ ｈ 頃が Ｍ Ｇ ｾｆｲ ｬＧ の最雨水 ｪ 聞に述す

るのであって 、共の害IJ{¥，はJ' j，t近10 ヶ年平均して前

的立2:';'IJ 内外で、後- X'I ま5;t; 1] i 徐である。

此の 11日水力護軍の不足分に到し火力官; [ 1の初目指令

を必要とするのである。然るに ｈ 乍 ｾｆ ネヂ ｉ ｬｲ ｬ 吋 ｦ 官以内

は例年に比し降雨少くろさ栴I:nにて、れ地j J JC田村〔

時に水不足を訴へ庇に依り中1([ {.J ーが川荷主ないものさ る。

へ生じに。 然乍ら供給［ｲ， ｉ ｊ｛ ￭ｊｾＨ ま己むを件まるｪｪＧｊ似ト ｪ 手段であ

2持 久 木 氏 は 大 疎 開 糊 抑 制 方 技 術 ・8同 氏 ば ・ 鰍 仰 ・大攻rff抑 制m ・UI: 慨 は 問 手

図

従って 7K1) 費電も此の )j0響は免れす、先づ山口

服 、前向地方は四五月頃より渇水し始め 、漸j ( iR

へ岡ｾ｛ III係、近畿地方、中部地方、関東地方へと及

んで行つ?こ。

I(II して中間地方は平均して平年の潟水時の 3 ;l;. IJ  

i刷局水時には 11; IJ 5介 しか護軍し件られなかっ 仁

Ｎ ＧＱＱＭさへある。而 ｪ して ｉｾｍｉＩｱ 地方の主 Ｗ こる電 ｩｊ ｪ，｛ とな

るrl' 都 地方も 、例年より ，1j1 < 潟水をまf:め、 8月 下

旬に王り平年の 5割に注し? こ。共れでl f 年ならば

Ｔ 月より Ｗ 月中旬頃迄は ｾｾＧＺｕ ｋｪ 明なる故主として Ｗｋ

) ) 王宮訟こより此の間に夏期潟水 lこもlIU 、 引 料 、 盆

火冬期渇Ik時の貯荻ーをなす司王となって居るが、II' F

年は貯炭1明tこ石炭をi軌j ( 消費し始め、一方日本護

ｪ ま電子＿祉は試立後事 ｊＧｾ i" ｛ｊ ｲｊ ｾｦ￬ して問もないＺｩｪＭｾとて

石炭ＱＡ ＱＱ ｦＮ入にイ ｊ ・この手ＧｾＺ ［ が充分に 川 来なかっ＿こもの

か入炭思はしくない? こめ、貯炭激減し八n下旬に

雫て防J i ! ] 地方の火力護屯l列の貯炭はりfか一円ノドづ?

と云五、 j長迄" j j き 、若し之れをも消費して仕鮮へば

火力登首不能に| 泊り fJl- 給) ] ( 立大激減して、阪純白i

に混乱 を来す ｬ 長れを生じ＿こ ｮ 、弦に於てかｾＡｦｲる事

態に立宅らしめない ｮ には ｊｬ￭Ｇ 炭と泊 費炭と を ｉｉｾｾ 介

せて護活を行ひ、 止むをを? 件さぎ，る j脂ふ世としてイ供j共bぱ附fぷ給4合令3干-:

の［制 Ａ｢加川川， Ｑ川川 ｬリ別 ｬ日 ｼ問日民 Ｔ ををナして口，［市品給台除附 ｍ州 Ｑ 系の ｺ ｰＮ阿 ｦ 町町 ｉ をを ＧＱｾ 以米利 ｴ止υ［ＮＩ 持 Ｑ守 ｆ し ?仁: の で あ

る。

光つr 8)  J  ＲＵ 日より若干 の Ｚｲｊｬ｝ ｉｉｊｾ ｾｾｦ ￬ め にが、火力

殻 ｦ 丘 川炭の Ｇｦｕ ｉ 、 ｬｾｬ こて議どのｉｦＧ，力を車 ｉｬ Ｎ 同ーする事

同期tで; サイク J レ( 周波数) は低下し費市川自

憾の運特すら危険とな れ 屯ぷ時計1主役 』こ立 7こ

す Ｎ ー ｲＮ拐 の ｦ 起 動機は姐 ｱＨｾｩｾ 位決ちて作 ネ にえＺ附を寸 Ｔ

Ｗ こし 、 此制誌では危機を突破・する引が ｉｉＧ ， ｾｾないの

で、遂 に9Fl 2円より供給世のnl J 5分とい ふん 'IJ の

ｗｉ ｊ｛｜Ｎｉ ｾ ｾＱ＠ ｪ ひ、 一 ＡＱ守谷 ＩｪｬＨＱｩ に混乱含ｾ［Ｚしに火山であ

YI I ，5 6  



って、杭お ｉｾｙＩ 針策は火ブ ｊ 護軍ｊＭｦｩの適正決の所 要 景

をTr{l; 賓 lこ入手するの外はないのであ る。

それ故日本護 送 電 f; :;r ifil: は前より石茨の入手に勉

めてゐ? こであらうが、 一 段と野力をなすも同年上.

1切に各需用先で必要 とするイ i決 のお]蛍は巴 に陶工

行で決ってゐる ので、二けこ而も大部: のものを訓注

寸る 事は零易の事ではない。閣議に於ても此の問

題が取卜Ｎげられ 、 時局下に各 ｎ ｊＺ 廃業界が ｩｾｩ 似 ｅｩ 伏態

に陥る事 はす ｪ ｾｈ ｉ ｉ 来な い。

そ こで主務行腹、でーは 日護への祈さえ入手を 11回首な

らしむる n悩力斡旋 し、現地の! ; 主将行軒、て'1; 主l: 足立

の救消策として阪神地方ifrヂ1: 工 場 ]) 貯炭から 一時

融通を交ける等の千[立をJ l 存 じ、行 民 総掛 りで入品;

に努力し? こl怠漸 く 共の効ありて、H ' i u徐桁ある貯炭

となり＿こる底へ Ｙ 月 ｾｾ ｉ 旬頃 ｴ こ待望 ，Ｎ ，降雨ありて 7]'(

力発電) ) 11 ¥力増 加1f t ' 見るに宅つにので 10)l 3  s 若

干am限 を絞和し越えて 12月に は 季 節 (1:' ) ( こ自然増

加する( ，! ，) I J ｝Ｉ君 ＮＱ ＮｊＮｊ［給ＡｐＺｾＺｩｩ Ｚ刊 ＱＱ じ 一、 時ノ ｪ 、 ｬ お そ 似つ Ｗ こ

が 、 本年 ｉ ｊＩに 這入って本格 ｊ ト ｪ の冬期市 Ｗｊｾ となり

水力護竜減少し加へて火力習生電川広ーの入手が亦 民

間維となっ＿こ の で 一 月中旬より Ｇ ｡ｪｬｊ ｾｉｾ 強化 Ｎｄ， ｬ とむな

きに至り、越えて Ｒ 月 ＱＰ 日より更に ｡ ｊｬｊ｛ Ｉｉｾ 心強 化を

必 要 とする Ｑ［ 至つに炉、従来 の ｩ｛ ｪＧ ｊ｛ Ｉｉｾ は事責己 むを

得さ' る 事態主 して日 登 と 配 電 ，;:;rnil: '，i立に:I，})IJ K- n司の

了解D 下に行はれる建前ーで あfこが貰行_ I '.{'i'( 々凶刻l

を作ふので法，;. ) 根銭を以て陥なこと〉なり 勅 令電

力調 整令の貰施主? 見る lこ王つ? このである。共 J) aJlJ

限の経過を示すと 2 )l 10 日より 不 均 4許IJ 5分 を故

高とし 2月20 R より 2剖 l分{ こ 3月 15 日より 1割

| 介に綬和し 3 )1 25 円より は第 4 和司iJlJ ( ネオ

ン 、 ヱレベーク ー 等Ｉを除き ｩｉ ｊｬｊ｛ Ｉｒｾ 併除され＿ こ の

である 。而し てJ cl坂tI il 入j て・ 0 伴電日は一片 14日よ

り同月20 n までは 3 円iこ i 目、 20 円より 2月 二ドーま

では日 lこ I f'l のわjで地域別j に行はれ 3) ] 1  nから

は供給長にｩＱｩＧｊｬ ｕｾ はあるが伴竜 ｮＰ［ 泣けない乙とに

なつ? こ。

さて以. 1-. のi ! JI ｾ電力ＭＺＱ ｭ 限が辿築物株に冷段日せ［

の新しい i設備をデイj 寸る泊jf曽建築物にどんなZJ 響 を

及ぼしにかをこれ" $ ] ) イセ衣，' f . ) なものとして I' :f 1'f: J，iゴ

( 大丸、十介 、松坂尿、 三越 、南点、正;j 山 旬、|以

之! : 、大鋭、大仙、 ) 事務所 〈瓦斯ビγ レ、大 ビ J レ、

宇治電ピル 、共同ピル〉、劇場( 歌舞伎座、大 阪

劇場 、松竹 座 、 栴紅 ｉｈ ，央 ｩ［ｬｩ ｩ Ｊｉ ｊｾ 同地下 ｽ ｾＺｬ ｬ 拐 、北肝

剤! 底ーを合む) の 3種類ぞ選んで一服判手下して見? こ

のであるが本杭ではそ の中j自?;t な部分を珪火 しで

御 参 汚 tこ仰ぐしようと思ふのである。 一 般に節電よ

りも停電 日に於いて非常な| 刻刻l を感じ 仁枝である

が百貨応ーではこの作電 日はなかっ? こ。 そ の 代 りlこ

;VM整令 の賞施 されるまで一月下旬から二月 卜.旬ま

での問 は百貨 庖 で は後 遺 の 如 < . j i _! M. めて高卒. の制限

を受 け Ｑ］ 。ピル の 中で も特殊のものは十 ｽ 電 円 の ＱＱＱｾ

かつ? こもの もあ. s o

先 づ 右 3翫 乃建物の電気設備はどんな欣 態にあ

るかを見るに建物の床面詰最も大きし 、百貨応に於

て は ( 床面有l の平均は劇場 I.lこ封 し事 務所 2. 'r: i  

貸! 苫l .4) 第 1表の如 〈電 力設 備 も電 力使用:i11: も故

も多いの であるが、劇場は事務所に比して床面酌

の割合lこ設備も 使用長も多 くなってゐる。又一般

に 電慌の設 ｉ Ｏｈ Ｇｉｾ卒 予Ｚは動力に比して Ｑ Ｉ 、 さし、が電 力使

用量 はかへって多〈殊に了{ 貸 出 tこ於てこの傾向が

照ｾで湖毎では大差 Ｗ よ く 事務所持共 ｄ 中間 ＱＱ［Ｚ (こ め

る。夏lまJ令民が大き' いのでこの防l係 は異って氷る

.li' il 示電力設備容量; 及使用電力量

7I":4+:: 1r-f..;.-I.... 1昨年 2 月上 l昨年 3 月上

卒 均 床 | 卒 均 憶 力 |旬 i 日平 均l句 l 日平 均

訂 間 設 備 容 疋 |使用量 |使用量

.  、 1  ，キ ロワ 1  I キ ロ ワ¥

ｃｭｾＩ＠ ( : f ロワ ¥ 1  l  .:， ｾ＠ ｾ＠ 1  l  .:， ｾ ［ＮＢＮ＠ )  
l  ::. ｾ＠ ， 1  1  ¥ツ 1、股 1  ¥ツ ト時 /

i  L ツト LJ _' _一一一J _' 一 一ι

一一丁 1  ( 定 問 ω | 同 5.380! 伺 5.240

n 貨応 135.4001  )  ITi lJ カ 1. 9401  同? 8991  [OI? 70Q 

1  I l 合 汁 2.5601 同 8， 1801 1司 7.940

1  ( 電 駁 1861  同 1.8501 同 L 510

事務所 120.6001  ) 動力 5441  同I . 5?Qi 同 L 370

l l 令百十 7301  同 3. 4201 同 2，880

1  1  ( 往 信託 5861  同 L  7701  rm 1.750 

削 坊 110. 3001  ｾ 動力 6971 向 l. 8901  Jtl  l. ｾ＿ｑ＠
1  1  ｬ 合 ｾ ［ｉＧ 1. 2831 同 3.660! 同 3.570

![ih力立備では冷白川冷凍機 が 主要部分を占めて

!li'l r1] ;:1 ｄｭ Ｚ を庄の ＴｾＵ ｬＱｊ 前後となって日り 、向 ぶに

はないが送風機排気機が 1- 卜6制、打降機( エス

カレ ーター、 グムウエ { グ { を合む〕が 1- 3書IJ、

後は給水、排水ポンプ等でがJ 2- 3初 見常である。

劇場ーでは他に比して J11降機が少いが冷凍機が大き

くなっ てゐる。 これ等の !thl 係はむ，] 電のH長引を 名 和

の建物に就て吟味 して見る際に必要1でも あ るし高

層 建 築 の 設 備 の 一 般 概念 を 得 る 芯l床に於L 、て興味

があるので今少 し検 討して見 る伐に出 1'. 1<の数字

5 7  VI I I  



を各建物J ) 床面積 1千卒方米首 りに直して見ると

第 2表 の如 〈で ある。 これで見ると可11な床而積? : ?

りの試備容長のj註も大きいのは成I! 毎で事務所の: 主主

も小さい。 J¥t IJ 場ーが大き 〈な るのは床l百五日で比較す

る| 州系にもよ る。電力使用}I!: は介計でぶIJ:場 と百 貨

ｉｾｩ と は百貸出に於て最も多くＡ日ｩｉ拐に於て設備の大

事い宍IJ 合に少い。劇場の電股J立rt ，民主投光器共の他

舞ｾＡ照引 を合 んでゐるから 大き くその待 ｉｊ に使用丑

の少いのは劇場の性質上. 了解 11
'
，来ることで叉動力

につい て見ても劇場は百貨山より 1; 立怖が梢ノj 、さい

に-VnJはち令使用量が多 くな ってゐる。

:m2予言 床面E責1000m
2
官設備容ft ¥: 及使川電力誌

卒均電力設 昨年 2 )1上 昨年 3 }. 1上

備容量 勾 l 日平均
付 l J』口=主e  年均

使用益 使用

(ご; ワ) (キロワ)
ツ ト 時

(キロワ)
ツ 卜時
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百 貨 1.);' 動力 5 伺 84 同 7j  

合 計 7 同 265 同 24E 

I1 同 92 同 7<  

司c :1' 張所 動力 31 同 102 同 10( 

バ ιｾ 号 ［ｮ 42 同 194  同 18t 

45 問 12;  

Ji，IJ j:l} 動力 55 同 1401  ITi I  105  

合 計 100 同 265 同 22; 

つまり陛ｉｪ場は電僚を時々しか伎はす ｜ 動力の ｲ ｬ ｾ ｬ

でも時々しか佼 ｬ まれないｦＱＮ降機のｾｦｉきものが少き

に反し注統的に運持する換試" 文備が比較均多い鴛

である。これ等の関係は更に電力の負荷来( 1  n  

x. は l 月中に於ける負荷の平 均［五［ 力と ｾｉ ，Ｚ の期Ｏｬ 日 ｲｬｬ

の沿え電力との比を% でぶ lましに もの〉を見れば

lりj らかとなる( 郁3表参J ! の。

第 3 支 1 n  1m叉 1:'[ '11 

l  昨 年 一

号包燈 34 ( 34) 同 32 ( 32) 

育 t主応 動力 6  (12)  |司 6  cl 1)  

{I、 JI 14 (20)  
同 13 ( 19)  

37 ( 37) 同 30 ( 30) 

事 務 所 ifi)Jカ 13 (20) |司 13 (20)  

合 計 19  (26)  I，il  17 (24)  

阪リ
紡 I  電動車力主

10 ( 19)  1  ITi I  

14 ( 14)  

8  C  18) 

ぷロ号、品u トs  

11 ( 17)  I  1司

(  ) の歎値は冷凍機 {e除L、1: 筋合の: ni: :r芸名

VI I I  5 8  

電般の負荷 ｔ ｾ 容は劇場では Ｑ Ｔ ｊＧ Ｖ であるが他では皆

30μ 以 卜ーで あり 、動 力のそれは 2月上旬で百貨 応

では 12% で他はえ開20% であ る。一般に動力の負

荷罪容が 11; 常にわ るいのは冬期不要の而も大きな寄与

) i { を持つ冷球機を合めてゐるからであってこれを

除外して比ると 、換言すれば、冷凍機以外の動力

設備について負荷率を別に 11'，して見ると( 第 3表

ｲ ｬｾ 括孤内の数字Ｉ大箱 Ｒ Ｐ ，ＹＭＶＧ位にな る 。百 貨庖では

ま1 . : 多少悪くなってゐるが合計即 杢設備に ついて

見れば20.%iifi 後lとなってゐる。

2  

z p - 常の時に於て以.1-. の如き紙態にある各種建物

にrJ:: IJ率の電力 ;[il J[ U，!:7) ; 行は・れ7こ結果はど うであり? こ

かを先つ' 数字; 刊に見る話に本年 2月上旬及 3月上

旬に於ける電 ) J 使用長を昨年同期に比較して見 る

と引 4ぷのilli りである。百貨! 古は前 述の如 < 2月

1-. 句までは.lfi Ｇｩ ［ＺｩＨＮ Ｇ Ｚｪ ｾ 容の 制 限金受け＿こので使 用手Ｚの

比率がノj、 さ し つ ま り 節1冠王手がJ c きくなってゐる

のであるがこの rl :lでもイ子車場起貼百1't Jι を除〈純

1'I 1主r;i ; ( kJ. L、十 介、松坂屋、三越〉では殊 に使

用矛: の比五ドがノj、さく 去には 11 ' ，てゐないが他のタ{

ミナ Jレ 4i ヲ1'f:J 山の34. %にj ; . j し前} i .は23. %である

( 8i τff:r，ii の平均はみ判長の如< 29.%.ーとな る〉。

節電 ｾｭＺ の ｫ ノＡとは一般にｻ史川 ｦｩｅ の多いそして首 ｩ 電

の比較. 内科易な屯般によって負婚させ? このは?2然

であっ? こ。而して屯般による 'iJ ii竜は何れも般教、

燭光を) { ，: に減じて行つTこのであるが. その方法は

場所に胞: じて1¥11介的に又時fi O' Hに+ITui 到1 *的に汚

ＱＮ ＱｩＨされに慌で・る。 ｾｇｊ なの節減は百ｴＧＮｬ ｬ ぷの ｉｪ ｬ でも ｪ リ ｩ

［ｩｲｩ 純了 ￮ ＱＧｴ Ｑι に於てＧｬｾｾに顕告でその電般の使 川ｾ Ｚは

4.151tl ，i.;を7 ] ' : 1 : 勾して昨年同期の lii か 17. %でゐつ? こ。

叉t創設による節屯ik と動力による首i福;f 止とはど

の位の; 切イトになってゐ? こかをづLると i' i  1  'tl'l l，ij では

温般によって査開の首 Ｎ ｪ ｾ ｴ［［丑の ＷＵＮＥ を事 ｪ ガ ｪ 列Ｍでは 同

じく ＶＴ［Ｚ［ ぎを底 ｉｊｾｾ ーでは同じく ＵＳ ＮＥ を角的し ｔ 二本にな

ってゐる。動力による分は差引25- 47.9'6'とな る。

事務所に於りる Ｒ 刀 の千五 ［股佼川ｾＺ の 比率Ｈ土 ＴＳ ＮＥ

でイ也のものに到しでえさいのはlt 斗そである| 制係ー卜.

ij; IJ[ lj{));il 川主恋かつ? こ1) ; と }[I， { 立れ悩へば汲川廊下の

如きを，j;)ilit に節減しでも貸引の電流'(uii 成はれ日の

口!:I; 'j に作つ以外に方法力相tかつに。 又J末光不充分

の宗では ［ｉｾｮｯ でも ｭｬｩｲ ませきＧるを得ない ｮ でもあっ

＿こ。 ｊｾｉ 協についても観覧席ホｻルは極度に節 減し



ても鮮 京 ＡＡｾｴｩ リ ｪ ｱＭ に於て ｴ ［ｴ ''''11';';: ;  IJ I  ) : i ! であっ fこ。

第4).く 本年使用官主力誌の昨年同期に〕討する剖合

( 日ドドを 100とす 〉

|  本が料叩&1 ω山lは2

1  'i位注燈 14- 4ω0 卒 均2幻矧3到| 同 5兄2- 9引l ヂ 均6臼2  

育 貨 L庖1' 1動カ2幻1- 5幻7 r;;閃'] 4ω州0例|布同] 54- 8あ5 同 7冗C  

| 合計 19- 42 同 291  fri J  54- 89 f，;J 64  

低位31- 62 平 均431 f可 44- 68 平均55

事 務 所 | 到 幼 児- 90 同 641 同 56- 89 向 7j

合 計39- 73 同 541  [ii f  62- 73 同 Ｖｾ＠

1  fft fJ 21- 43 卒 均341同 33- 57 7j 工均4{

劇 場 | 動 力3j - 50 同 441悶 3J - 68 同 5:

合計39- 42 閃 401  f，;J  4j - 53 If;J 5:  

ーたに動力の 2) J  Ij l に於 vt る伏川況 の比率は: jC務

ｪ リｪＢ ＶＴＥ で他 は ＱＱ Ｑ 持 ＴＰ Ｅｩｴ￭ｾ であっでお訪 問 が少し たき

くなって ゐる。これは J: としてエレベータ{ と換

筑 装置 の佼川献 i}L によるものと 思 はれ る。即 ち勤

ブ ｊ 中給水 排， ｊＨ ポンプの依 ｊｊｊＨ 立 Ｈ ｉｉｊ れも巴むを得なｾｾ

ものとして対ど 平 常 と主主り Ｑｈｾ かつ ＿ こが換筑は了 ｻ貸

出にあっては全部休止しにJ結もあり 、又行つでも

地階厨ｦ［ｪ噌 の組一部であっ ｦ このにｾ［Ｎｊし 、 ｾｾｊｊ 拐 、 ｚ ｊｦＮ

務所では大組時聞がj に! Iと減の税! 立で行つに様であ

る。エレ ベーター はi ' i1't J，ii 劇場は全休止或はFfIど

それに近い程度に :l il 1l' 以し? こが事務所では貸引など

の断l係に てその伎町率が多少多かつに践である。

かやうな佼川猷態であっ Tこnに郊 4ぷの虫f I き' 剖合

となっ? こものと考へられる。

f有事務所劇場ーでは停電 If がめつ? こが{ 史川並は平

常日の平均を? とつにf . ' t f，' J mn による首j 'J!; 丑はこの

Ｑｻｾにむ入って ゐない。これ ￯ｩＧ 加 味すればぷの蚊乎

は多少減少するもと j己はれる。

3月上旬になると lui 電 車 が2'，同 l介 lこ訟. 1' 11されこ

れにつれて電力侠川対犬山も引4_.K・の州 1< 同級しに。

5  

Ｓ たに色 Ｚｩｩ 這による ［ ［ｊ 手 響ｾＮＺ弁 ｩｬｬＴｾ ｊ 1.え，，1!IJii の笠際に ;Xt

て見るに先づ屯股で は Ｈ ｩ ＱＧｴ ｉｊｩ の ｩ ＺＱＮ 場 Ｉｾｉｊ 引の翻白川 ｊ

ホー ［ Ｑ 等に於て制度 ｲＺｩ ｬｩｬ ｊｬ ｕｾ しに免除 ｪｪＱＱＱＱ ［ 州在中 し の Ｎ｜￲

Ｉｊｉ ｝ っか す・間引 の ｊ￭＼ｬｊ ｊｦＡ 訟 Ｇｲｩｾｉｊ の帯 十 ｪ も読めぬなどの ［［ ｹ

が起り一般に娯禁場所の ｩｩｬｪ 自ＧＩＱＧＱＧ Ｑ ，ヵ ［Ｑｈｾ くなっ ｦ こ左右・

1、不備もあっ? こ。

ミド務 所Jt のi也執務出1 W'C' i弔光の不充分な J怠で t:J

執務 ｊＭ ，の ＷＩ Ｎｬｬ貯 ｘｲｩＩｾｾｾＷＺ 空宇多く舛，Ｈこ ｦＧｙ 心 Ｑ Ｑ に Ｑ ＱＺ Ｑ f.ii ， 0 1-Ai 

じ? こ践で ある。コく多数のi成問減般のJ栄作 は相訪J[[.

介で且屯J)Kの断線するものも可. な りあっ?こ。

エレベ ーターのilJ i l 限では食堂が上層階にある場

介に は十11治不便 {t' 来 し事務所 では無停止の階 に古

る Ｑ Ｇｴｾさでは不 ｍｾ を 訴へ貨物月 ｝ の 制 限では 応 μ がイＺ日

物 を 運ぶ: ( .$ 疲労するなど主なものであっ?こ。

換気の ｩ ｛ｩ ｉ ｝ Ｑ Ｑｊ占では Ｒｦ Ｑｻ Ｍ ［ｾ 組風換筑 ｔ よる故之が停 止 の

伐による 去 さや又場所によっては控訴欣態の不良

の常執務ＭＯＱＧや従ＺＧｊ ｾμ 等でｻ住民 Ｑ : 多少 l百白 〈なかっ

fこ様なものもある。

ヨ たに 給 水 排 水は運 特有ｾｾ必要と するものであるに

け作屯 円には|恥IJ! ii と不安とい感じ に様である。 一

般に受屯屯) ) の後間i としてこれ等の建物はガソ リ

ンポンプ、常 屯i也叉少数 ではあるが自家費 電の設

備を訂し てゐ るのでこれ等を池世; に使用 し?こもの

もあ るが、ガソリ ン、11UIII の件 られぬものや これ

停の ｾｊ ｖｴ ｩｉＱＡＡ ｾ き一部のものは便 所の一部を休止する

とかポング柿からバケツで汲1 . 1 ' ，す等で辛うじて改:

い践である。地Fi キが浸水のHi あるものは殊に心配

であっ? こから 7剥li iぷ備の必1.t :tJ; 痛感されてゐ? こ。

4  

以後にfUゴJ 供品目[i IH肢がこれ等の建物に又ぽしに

お響につ いて感じ? こ軌を2 ・3漣べるとむiJ電 量 の 大

ノ Ａ とは屯般の ￬ｲ ｾ ［ｴＩ，￯ ｊ 減般によってされ に ものでこれは

屯球の入手も訓介に本おであっ T二信好都介に は行

つ ｦ こ桜であ・る が屯般のも ｾ月 ｪ 比 ヰ ｩ は Ｓ )- J . }，'I1J となっ

てもま 1': 60%前後で 、 これでさほど不便を感じな

い如くに} J ! ， Iまれてゐる虞もあり 、向又一) 支部滅す

れば仲々元通りになり思 くい 賦もあ るが 乙の蹴態

が比較j l. J長El I<こ とは換気ぷ備についても同様の

ZJ;: であるがー・般に{米地上I白{ 臼くな い功:で ;1問4る1':

け 1
1
1，<  :J 乙辺りに| 叫税きれなければならないと忠ふ

換筑装置は l 時n日おき位に迩紳し? こものが作l首

めつに様であ るが これは以Jl :] としてたど較的に運市一与

する のがMましく給掛筑装置のJA度 ;1，1] 禦 可能のも

のが灯都介で亦低辿運帥を行つに鹿は吉IJ 介効果的

であっ?こ拡ーである。

エレベ ーターは運伸生: 放を減 じても運! 陣回数が

ｩＩ［ｾｊ｜＾￬ し ｔ こり乱雑 な述 仰ＨＱ支 んハ ンドル で行過ぎを

灰すさ ｮ を伐せば色 ｩｩ Ｇ ， ι 効｟ＡＮＩｾ が Ｉ Ｑ べ Ｚ ［＿ に少 くなる。 ｪ 乙

ボエレ ベーターは負牛 が比較 均 思 く く10;!肱% か ら

Ｒ Ｐ Ｅ 前 後と氾｛まれ る う無ＱＧ ｾｪ ｬ 下でも司，降の場合は羽 Ａ

??;逼;ブJ を治資す るが吊荷 主 となれば、かへつで道) )

は!if iと・皆無となる It h]係 トー運持の方法によってよほ

5 9  VIII 



ど 効 果 が 異 っ て 〈 る。 あ る 百 貨 庖の 例 で 各 階 停 止

を 直 通 運特 に す れ ば 異 10%白 色( j j 電となっ? こそうで

ある。

又 滞化 装 置 に つ い て は 非 常 に 囚 つ に 底 が多 い 桜

ｴｾ が消火用水を 流 用し＿こ様な 蕗は殆どなかっ ＿こ か

ら 消 火 用 の 貯 水 は 大 韓 心 配 な か っ ? こ 様 で も あ る が

賞 際 停電 臼に1 - 1 ' ，火のあっ? こ場 合 に どうなっ? こか は

疑 問 で あ る 。 暖 房 用 の汽 維は 大 底 自 動 給 茨 機 を

有 し て ゐ て 手 焚 は 不 可能 で あ る が 手 焚 の 出 来?こ も

の は こ の 場 合 は便 利 で あ っ Tこ 。 然 し 煤 煙 防 止 上又

石 炭 の飽 き事 1-. に 商 白 くない の は勿論である。

む す び

こ の度の電力 飢 僅は異欽渇 Ｗｫ と石茨 手首 の困謝 ｉ ｾ

主に基因し? このであるが例へこの綾な心配がなく

と も 戦 時 に 於 て は 電 気 の 需 用 が 平 常 に 比 し 念 激 に

増 進 す る が費 電所 の 新設 は こ れ に 追 従 す る こ と が

困 難 で あ る の で ど う しで も 将 来 電 力 供f部blJ 限 は 起

る も の と 想 像 さ れ る し 叉 これと 異 つ に 意 味 で 戟 時

或 は 事 鐙 に 際 し 防 空 に 劃 臆 し ての 施 設例 へ ば 電 般

の 如 き は 燈火 管 制 に 都 合 よ き 配 紘 を な し 置 く と か

共 の他 消火 用水 、 防毒 に 蚤j する 施 設等 凡 そ 電 力 を

必 要と す る も の が 比 較 的長 時 間 の 停 電 を 受 け て も

或 る 時 間の間支障を手1 < : さないピけの設備と工法を

zp . 素より講じて置く事が望まし いのである。

「住

小 住

創

計国

宅」

宅 設

1. 設 計 の 要 旨

本合l土未曾つ白ーの住宅難に路するにめ 、 I: "t ! の刻l

く汎( - 般に 募集す。その役立は勤労所得者階

級向きの緩めて世o目的なるものにして従来、E佐

賀、安 全、快 適、衛 生、fl[ f lJ 、耐久なること 言

ふを? 倹7こす・、況下害者物資不足の折柄、容易に入

手しf浮る材料にで述築をなし1ｾ＠ r- 、旦その2ほれこ

ｉｬｬ｣瓦工夫の ｈｾ づるをｦ［ＲＮむこと切なり。

2  感 募 設 計 要 件

〈イ〉敷地 その位置、大きさ 、 ) j 位、近 路、

隣地との 1; トIf : 系など任; なに: i l l 、定すベし〈その状

況につ いて は設計説明の ｊ ｓｴに明 ［｣ するをｾＧｊｴｩす

〈何れの地に於ても市街地7 & 築物法及び時局

に協lする諸磁の法令の適用金受くるものと

す。

〈ロ 〉 建 築 坪 数 延20坪以内

(ノ、〉 所 要主 任 意 t す

( = - ) 様式、材料、 rn3主任; なと す る い そ の 材

料は容易 に入手しi!T るもの にること

3. 所要圏直及び設計設日月

( イ) ZjS- iffi 園 各 階 縮 尺100分 ノ1 ( 北を上方と

なし、2階がめればその位置詮第 Jr借卒面闘に

朱貼線を 以て示すべし〉

〈ロ〉 立面鼠 2百以上( 遜脱園に来れき' る似11

{ ! > 含むものとす〉

( ノ、〉透親園外吉ii

( = - ) 役2十Z克明 lまξ の悦要を間切に間前のi徐白

に記入すべし

4  入選考の人重量並に賞金

入選 l 等 l 名 l l i t 200阿

2 等 l 名 託金 i50問

3  ｾｉ＾＠ 2 名 i工金 100閃沌

佳作 5 名 1i: {e 50阿%

入法者にはお1111: としてその設，i j - による桜製(

100分 ノ1 ) 会附す

イ主

伊ｾ

宅

V I I 1 6 0  

2

索

5 周

懸 賞

年 記 念

募 集 規 程

5;、 締 切 期 日 昭利 ＱＵ ｾ ド Ｙ 刃 ＲＰ 日正午

6. 嘗選考雲表 審査の結果は『住宅J 11 月鋭 〈

昭和 15年 10刀20日後行〉 に後表す

7. 審 査 員 ( A  B  C !I l a) 

工費量

早稲岡大接迎工皐古 ｬｩｾ ［ｙ［ ｧ 市
惇 士

大林組設計部長粂住宅部長

大阪府警察官li 往築課長

竹・ l' 工務庖設計部技師

以都尚等工ｾ祭校教授

京都市園大準教を受 工率1噂士

;1

'

商建築事務所井:

三 ｾｉｴ 宅｡Ｚ築糾技師

紳戸山主事工業主事校数段

11宅改浪合斗 .r_

8 感 募 心 得

〈イ〉 闘商は k きさ天地列車語、左右70寝耳の白

色道用紙にきJ ，:H!.tし、陰彫又は色彩を施すべか

らす，、透視幽は比限にあらす・

fs. し、前..[ 岡高は必する J;放の用紙に 納 め、用

紙( : J : 必や上記寸法に切ってを〈こと

〈ロ〕 幽買には i府践を( 女字に限る〉 右 ド隅

に附し、別に ｩ 倍Ｓ｢ｾ並に住所氏名 、 職業Ｈ勤 務

先共〉を記せ る紙片を符封し、封替の表面に

は首ir ;沼崎放を ;iBすべし

(ノ、) '!1f 査の結果に到して説明を求め、又は

ｾｾＮ品を 申し 立つ ることを ｦ 与すエ

(  =- )  > > 盤石よ岡梁に皆討するー切 の憾利は本舎に

ｾｈＩ ｩｩ｜す るものとす

( * )  >>怒毛主図案は一切之を湿附せす・

〈へ〉 惚ｾｾ悶築設迭先

大 ｉｾｔ ｬ ￮ 商品 ｊｩ 土佐姻船 ｾ Ｘ ｚ 昏地

住 宅 改 又 合 先

伊 藤 正 文 氏

今林彦太郎民

井 上 新 二 氏

石川純一日[1民

本 野 柄 吾 氏

村 関 治 郎 民

中西六ｉｩｾ民

| 均岡孝男民

総 滞 ifi 弓氏

l馬村長次郎民

以 上

改 良
ｾ＠
E ヨ



都 市 美 増 進 へ の 規 定 と そ の 組 織*

容内

一、都市美と美被地以

二、欧米に於げる都市治逆への規定と その委只合

イ 、 例［図口 、 Ｊ図ノ、 、 ｬＧ ｍｾＧＢ 、 米｛週

三、我凶の賀状とその到ti 三

1 . 都市美と美観地匡

行 ｾｉ ､ｩ の桃築と云ふも の は、今円如何なるも，ｾｾｾと

州も人1m本位のものでなげればならない。例へそ

れが法fl!( 1句には 、交通 、桁 生、保 安 . ｾＩ ｪ Ｖｅ及粧 ￬ｲ Ｚｙと

規定してあっ＿ことしても 、 それは現代の占 ｾｉ￯ ｩｩ 生活

者への耐利明進をr 1 t ' } i にして居る事は 1[1すまでも

ない。而も之等の規: どが持つ内容を分析してみる

と同氏のill上作生活 lこii 5 * と安全性伝確保するもの

である 、 と同時に環境 の ｾｘ i'i; による f住民と生活の

快湛i と慰楽休長とを- t l iJ へるところ の諸施設が合ま

れて Ｉ［ｔ ｩ る ＮＡＭ ｝ｩＮも第易に ｊｾＡ￭ 附 Ｑ Ｇ ，来る の である Ｖ 此のむ［

味に於て都市長観のg J iJ へる芙閥、風致の心地灯 3

と云よ、ことは、都 ii i生tli _r，.に多く の潤ひ: { f 輿へ、

愛都 ￯ｩ ｩ の ￱ｾｩ 主に興ってゴ ｊ あるＺＺｊ［ＺＨま周知の ｾ ｊ￧ Ｇ￭Ｇｦーであ

る。市も我!"xj ( こ於て市街地起築物法① 中には、者[li ji

美 増 進ーに闘し特定地区を桁ど し谷間の.all )映をなし

得る椛になって肘れ都T i iilil: 令の環境を規定する

各組建築物の美的統 制 ＺｻｦＱￎ ひ得る棋な迫力 ［ｄ Ｚｾ かれ

て居る。 ｴ ｾ が然し支を規どするものは ＨＢｊ か 、 史観

地区と云ふものは具髄的に如何なる地区が指定さ

れて、如何なる制限を交付るも のであるか。此 の

貼が一向に明瞭にされなかっTこのである。ところ

カが: 偶/ 争々布制都l に於Uη7 る皇峨の外詳防出1;ト;ト一一‘ 帯の区域のヨ美5観

瓜致保持と云云- よふ、ことカが; 叩n:問iリj足担凶11になりh、約そq乍lド圭当占年ドに瓦る

J調3守干脊+雫モ研研. 究の品糾ll μ i

槻 地 ｬＡｬ Ｑｾ阪子王王冶の指［定とが都 ｉ市 ｩｩ 計計Ｉ辺 ｬｕｊＮ 」点↓瓦 ｃο 〉京江知士地也フ万 ｹ 委 ｩμｩ 千作ヤの審議に

イ小付 ｊ￰ され ｦ仁このでゐる。 Ｎ ｪｾｦＦ 主 ￭｣ ｬ ｩＧ ｬ の 特別委 ｌｊ 千＿を粧て

遂に1If : {荊18年3)] にボり共同il 止{)J のコミ翻地阪の指A

ｾ 比 ｦ このでめる。之れによ っ て美観地匿と云ふも

井

お

山

川

司

J

一
a

i

j 二

一 ｾ 来米

のは具.髄的に如何なるものを 円棋 として進むべき

ゃ と云 ふ 方向が興へ られにのであ る。

勿論之は最初j の指定であっ? こので 、指 λ: 技術の

上や調子 日 研究の上にｾￍＧｾ検討柿足さるべき多く の も

のを離して居つにのは事責で、あっ ?こが 、都 i li 美増

進の一手段として美翻 地直の指定 と云ふものは如

何なる方向 に!日 ふべきや にf・j し、て、具閣がj な方向

をgi! へ?こ t:.' け( i [ i 徒であっ 1こ。

要するに特 ￆ の区域全指 ｊ として 、 ｾ ｾ の区域 内 に

辿つえ ｉｉ 築物又は工作物に到して 、 市 街 地 ｾ築 物法

施行規 則 の釘 Ｇｾ Ｕ ｾ ［ＡＺ のｾ観上 ｉ ￞Ｎ医に ｉｴｍ するお ￭ ｾ Ｑ Ｓ Ｖ 依以 下

刻 Ｑ ＴＲ ｾ 条までの規〉とを以って之を統 制 せんとし＿こ

のである。

然るにし 、ゲ兵器i川に法のj A ) 1J : { f 行なって此の阪

城に迎つ正g築 物の統制 を行はんとする場介になる

と、杭 t々 1 んな附{11・が起き 忠 lまぎる l刻刻l に辿過し

にのである。 ＱＲ ｛Ｑ ち ＱＱＱ Ｂ 人の経怖を指礎としに迎Ｅ Ｉ ｾ

ば如何なる方針を以って主R築 物 の 支(I"J 統 ;[ il )を行は

んとするか、 と云」、具間(1句な問題となると 、去を

現与とするあらゆる 変 議が似る複ＺｪＧｩｪ Ｈｩ 多岐に及んで ｉｾｽ

るカ q投に、1自'a'j Lに一樹ータに決定し得ないも のが

あるのである。

111来 11夫 I1 と云ふものは古川人の主観 lこ，i} t : へる 要

素カ; f Xj ' i る多い故に 、抽象的な 川市; を?を以って簡 '1It L

に説明される程、法の地行にあ 7こっては 、 'IYl 純で

はないのでゐる。此の故に者IIT[i 建 築 物 の 美(I'J 統 {[ llj

念行ょ、伐には、油首なる若手千百機闘の設l出力 Z必Ji! -な

のである。而して問題を之れによって底閉する :: :}t

の公卒安＿［＿なる ｾ ｈ が常事｟ｲ，Ｍに認識されると 、 法の

改定 力 ｩｲ ｾｊ ｊＡ ｊＧされに の である。そこで 、 従来の規定

によれば 、 史問地 ｗｾ 内に於けるえ ｮ 築物の ｒ 観に ｬ 品 ｩ

する地ブ ｪ 長行 の ｊｩｬｅ 命令 ｾｲ の 煎要なる ー も の は ｉ～ｈ ｊＵ

大臣の認可を盟し? このであるが- Xr，叫にIhMする可否

は寧ろ多方 ｬ 白 ｩ の Ｑ・ ｲ［ ｵ 必将の立 ｾ ＮＡ， Ｚｻｦ ｱｾｾｾ して決定するを

ＺＮｲｭｾおと認むる を 以って 、 i'強大臣の JI{! 'i..r と云よ、こ

とを必至して史観得罰委n令の71見を微すべしと云

ー!: ( 本論文は協舎として: i . t1 3 回全園都市美協議令に提出せるものなり〉

(1) 市街地l : t 築物法第十五限

ーk->，< Ｇｩｅ￪Ｇｩは大阪府＿＿察部 ｉｾ 議認 長
6  t  v 川



ふ こ と に し にの で あ る 。 そ し て 美観 審 斉.委 員 令 に

閥 す る規 定 は地 方 長 官 が 之 を 定 む と云ふこ とlこな

っ ?こ ので ある。① 之 れ を 模 機 と し て 美 観 地 区内 の

整 備 に11し て 干 渉 し得 る 公 機 闘 を 設 置 し 得 る 榔 限

が地 方 長 官 に 初 め て附 興 さ れに諦 で ある。

然 ら ば 都i!i 美増進に| 刻する規定とその審査委員

合 は 如 何 な る 組 織 の も の で あ る か、 以 下 少 し く 此

の 黙 に 附 す る 類 例 を 欧 米 の 諸 都mに 就 い て 訪 ね て

l:J. る。

2.欧米に於ける都市美増進への規定とそ

の委員曾

イ、併園、 史 ftj't 名 勝 及 美 術 的 記 念 物 を"1心 と し

た 都司i の: た1担保存に Ib}，J して は 既 に1830年 頃 よ り 特

別 の法 律 を 設 け て 日 b、 1913年には之守; に防lする

諸 法 令 を 統 ー し て 6立 39僚 よ り な る 史 民 名勝保有:

に 闘 す る 法 Flt を 設 ど し 、 自 然 と 人 工 に よ る 風 致 美

観 が 柿 成 す る 都ili 景 観 1) 保 持 に 努 力 を! 可!i 主して居

つにのであるが、 1919年 の 第 一 次 附iH l 大戦直後、

繭 戦 に よ っ て 荒 駁 さ れ に 都ii iの 復 興 が 之 に1mへ ら

れ て、所 副 都 市 計虫、法と糾する更に組織立つ? こ法

fit に 改 正 さ れ に の で あ る 。 然 し て 此 の 法 律 を 要 約

せ ば 次 の 如 〈 分 類11' . 来る。 l!Pち 都ii i計 ;-H: とは 、( 1)

土地の整理にｼ刻する［十 ｊｊｌｾＨ 2) 都 iii のx化 に 附 す

る日十主 及 ( 3  Ｉ都 ￯ｩ ｩ の磁 ｾｋ に附する ｾ ＱＧ Ｚ ＷｈＺ 、 と云ふ

ことになる。

然 る に 1924年 7月19日を以って 1919年3J-J  14日公

平 ｬ ｩ の所前「都市ノ蛾張及 整型 ｈｾ ｩｉ Ｉｴ ニ捌 スル 法 ｦｬＡ φ 」

の 大改 正 を 断行しにのである。

元米似111ま|の剖li ii 号!-:，.f'.; 法 は 、人口 l 高 以 上 を 訂 す

るi li l町村 に 油Il J す る こ と を 原 J(I J とし、之 等 のiiinlr

J，;.Jは 1884年4月5日の法 ft: に よ っ て 何 路 の 似 品 及 共

の 勾 配 に ゆlする一般討主を行ふべき義務を負措: せ

しめ 、 同 時 に 土 地の 整 理、ユミfljJt :;ifi にj出張に附する

計提案{ e 作成 する通: 任が附wされて氷? こ のである

が、 1924年に主IJ l; Ｑ Ｙ Ｑ Ｙｾβ 丹 Ｑ Ｔ 日 の 法 ｦｬｴ ｪ［ ｲｾ 1僚 m3

項 を 4 の如 I < 改むと云ふことを初めとt て 全 般 的

な 改 正 が i f ( まれ? このでーある。①即 ち

本保ノ規定ハ人 LJ 1  ;rj:; 以 lニノ市町村卜等 ιノク左= 描ク

ルモ ノ= モ* 之ヲ適用見

(  1  )セ ーヌ際( 巴. m. ノ 郊外〉ノ市町村全部

( 2 ) 人口ノ現= 増加エル市町村ユシテ市町村都市整理

美観及扱5虫百十設府限委員合ノ :授案= 基キ 府県系合二

於テ府i探知窃ノ認可 7 得テ指定シタルモ ノ、 I主=

市町村合= 於ケ ノレ決議ニ基キ本法 ノ適用 7 受クへ

キ指定 7 申訪シタ ル市町村ニシテ之= おシ府県芸知

ゴレ、市町村都市整理、美観及主員張府県芸委長合 ノ問

主主ヲ経テ認可 7 央へダルモノ

( 3  ) ;大小如何ヲ問ノ、ズ毎年一定ノ季節= 人 I..J 5 制以上

J骨jJ 日Z ル潟水浴場、鍬泉浴場、保安地、遊鍵地尖

ノ{ 也ノ j必所= シテ際知事 力指定シタルモ ノ

( 4) 大小如何ヲ問ノ、ス風致地、美敵地叉ノ、1J! lil't 地 !1 J J.. 

一因ノ; 述築盟主地 = シテ中央委民合 ノ慌議ヲ経1906

10
1三4)121 LI ノ法律 ヲ以テ設置シ タ・レ名勝地及天然

.;e念物がfl 限委只合 =-1冷テ指定シタ ルモノ

( 5 ) 組合法人又ノ、個人 / 経管シ防l務スノレ住宅集凶地及

Ｍｾ週ノ建築盟主地

此の改正ｾ以ってしでも、似 Ｑｾ ｬＢｘ Ｑ の都 ￯Ａ ｩ 計・ Ｒ Ａ ｅ と云

ふものが都 ￯ｩｩ の ｊｊ 説風致と云」、事項 ｾｱ ｾ 心に如何

なる動[ o " J に あ る か を 涜 知11' ，来るのであるが、更に

又 此 の 歪μ 令 の 組 織 に 到 し て は 、: ) ( の如き規定を

，; 文けてj刀る。日[1ち

各府阪 =-J 川探知lJCおクノ、x ノ代理者 7 委只長トスル市

町村都市整理、':RWI. .l 毛抜換手 1-並立)M"I採委只合: 1 fii キ、 がf

! 限委只令、 名勝地及天然，;c念物IH"I係委瓜合、公共述築

物 Ｑｍ 燃委只台 、官 シ ｾｊ ・財産管理局長 、 爪 ｦ 販合］於テ指定

シタノレ市町村長 4 名、探偵住宅供給及拡合的防食事業

保説委1 1 . 令ノ ji;;}込者 2 各 )M限内ノ公盆U I f 償住宅事務局

ノ代え者 4 ｾ 名Ｈ内 Ｒ 名ノ、 ｪ 削除立ノ事務局ヵ・在ノレトキノ 、

｛， ［ｊ 事 務川ノ ｪ ｩ［［ ｪｾｾ ・ト エ〉及府県系知事 ノ十日渚シタル懇談

経験者10名プ以テ組依 z

此 の規去に ｉｾ［ ， ｊ し我々 の 枇も興味ｾ￬ｊ ｬ <  Wi は 、公

共 l必 砲 を い て 委Ll 千? のJ必成メムパー? こらしめて居

るおｾであるが、嘆するに此の委 μ 令は左の Ｒ 項目

に小ｊＧいて立ｾｊ，ｻ･決〉とするにあっ Ｗ こ。即ち

(  1  )  Ｑ 旧日公園ｾ Ｚ ｾ ｾのＡ ， ｩｪＢｩ Ａｅ と ヨＡと にＱｊＡｾ式名 ｪ 跡地 、 森林及公

共lι 念物、公共建築物の位置

(  2  ) 公然1，情 'iJ こm! する fl&;f l] のrUIH浪と 共 に. i l . ' . 以名勝美

測の) : &に なす!-iii 利 削 除

特の' I ¥}.WJ がそれである 。 が 然 し 此 の 法 i l
J

:の"ι'人

① 統合ｾＡｦｴ迄を仇領すれば次の ｾ｡ し ・ 〈市街地法染 物法施行煩則Ｎ l>i '  5 1，1美観地区)

mn ＩｪｪＧ ＱＳＹｦｩ 長地方長官前 Ｓ ｲＮｴ＼ ノ ｴ ｬｈｬ ｩＺＮ 叉 ｊ 寸断 ｚ ニ シテ 重要ナ Ｓ ト認ム ｉｌ ｉ ｉｾ 府ニ日間シ Ｍｊ ｾＧ ｊ Ｎｾ 大 ｦ ｦＡノ ｬｾｪ ｬｬｊ ヲｾクベシ

〈新) ＱＮｉ ｩＱＳＹ 自主Ｎ地方長官前 Ｓ 係 ｊｴ ｊ 夜叉ハ ｦ 百五 ｚ ニシテ重要ナリトｾム，ＧＢ ｬｪｾ ｊｴ ｩ ニ閥シ ＷＧ Ｏ 、￰ＺＱ ｘｊｉＢｩ［ 丘 ｾｩｬ 合ノ ｊ 吉見ヲ ￫Ｎ｜ Ｚ ノ 、ベン

美観察査委員合 ニ ｇ ｾ［ 勺 ｌｭｦｾｾ 、地方長官之ヲ定ムＨ品〉

¥:1) 何［開 ｲ ＱｩＺｩ ｩ 計 ｊｐ 法Ｈｬ ＹＱＹｾｆ 法凱 ＱＹＲＴＧＮ ド該釣［ｭＩ復興町長官々房吉 ｴ ｊ＼［ＺｲＮ ・ ￟￟ ｦｉ， Ｒ ，ＱＧｬ Ｒ ｲｊ
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ｾｾ＠ il! j: へる t ころは 、都 di の 美fliJil風致;及天然史郎名

跡地に ｈｍ し 、 類似の大小諸国謎 Ｚ 、， ￬ｾ に委ｌＱヂ＿を綜介

して、 Ｚ［Ｐｾ 見と ｾ ｾ ｉ Ｇｭ ［ ｽＩ 統 ｈｩｬｊ 念 行ひ、Ｑ｜ Ｑ｜ ， ｩｩｊ ，Ｇ，坊に吋 ｷ

せんとして居る泉市である。

口、英国、英同の者l¥lI i計金を概観するに 、前x.

と若干似通つにところがある。と 云 ょ、のは ｾ ［Ｂｸ ｬ の

間. L"¥; 性が、L 、づれかと云へば保守 ｾ ｉ ＧＮ ｪ であるからで

ある。即ち史蹟名目安等の u然 :1" ] 5 くは人工「川正念物

の維持保荏に は、 Igxl.L亡 を感げて特別の注立を f!) Ilっ

て居るのである。害へば央闘に lrxって歴史的戦勝

のほ ｉ Ｎｌｾ 記念日なる Ｑ Ｘ げ年 Ｖ 月 ＱＸ 日 ｩ こ開通を ｾ ｯ ＮＡＮＱこジ

ョン・レンニの ｾｲｴｦｬ 十になるウォーターロー・ブリ

ッヂが、近年tこ歪IJ 1 ) ロンドン ・カ ウチ ーカ ウンシ

J レの決議によって之を破壊し新しい橋に代へる事

になっ Tこのである。然るに此の決議が公にされる

や者Ildな| 主の方l百やら或は建築家の| 鋪躍より又は

美術家述 l t の重立つ にx. は勿 論の事一般民衆から

も ｾｉ Ｎｌｾ的 一 大記念にして同時にロンドンの名物な

る此の橋をうたふことは愛・附:こ i耐えないと云ふこと

から 、H広々 i喜々に o 反主f ｊＩｾ 宅が起つ ｦ このであ る つ

之れなどは、 英刈 の附 ｩ此 込々引げ ＧＱ Ｑ刊性 ｬド円 Ｑ ＱＺカがＺ歴史蜘 ｬ川 ｬ川句侃 ［ｕｕ 白念物 Ｕを＿全勿 ｮ 毘 ｩ巨ｾＺ 4  

愛惜するＮＮＮＮＧＮＮＮＱＧ刊』小 ｦｦ ｬＩのＩｻ保 ｨ米と守， Ｑ内 ｌサＧｾ 1.なJμJ泌l必ポ副長封副'1山|

つであ る。

斯くの如〈であるから英吟! の:出川f 計主は 、都 di

とrn閑? こるを問はす¥謀境 乃夫! 視と風致i米事に4fl

￭Ｑｾ￭＠ ｾょう ｊｦ ブ Ｉ ;を初|; : まれて居る のは 1[ 1すまでもないが、

之れカ' 法規による具租; ・I'.j な統11; 1] 1I ￭ ｩｾ として法文・上

京 ｬ リ ｪ されて居るのは 、 ＱＹ Ｑｾ 山Ａの如く芙在日、風致と云」、

有楽を使 川せ今、寧ろ人ｊｩ Ｇ､ の生活それ ｆ ｉ ｾ 設に ￆ 黒 Ｈￎ

が世かれて居るのである。そして (t! l ]:白[から 、都l I i

美昂揚の円的を連せんとして居るのが説9，"/111似る

のである。 即ち ＱＹＰ Ｙ 年に護布佐見 ＱＺ 住宅及都 ｩｬｩｾ Ｑ

壷法部 Ｕ Ｔ 僚 に都 ､ ｩ ｾ Ｇ ｬ 垂の ｮ Ｈ ｬ Ｈ ｪｾ 述べて ｬｩ 住民、快

適及利便の確保のA になす }j 包試_ ] e云って居るな

どがそれである 。 即ちｾ ， ｾｸ ｬ の都 ､ ｩ ｾｌＡｴ がむｼ品 ｬ して

居るのは、我:&1の都 diRl. }}tの 1m< 、只 "TL にi白尚の

ＱＮ Ｒ 紘を ｴｴｬｩ 挺して、整 ｊＧｬｬ しに〈い辿 ｴｦｾ 敷地をイ民主役

に 残 存 せ し め に わ 何 ｊｉｉ の一局 Ｑｾ ［ｐ を改修し＿こりす

ると云つ＿こ棋なバラバラな断片 ｾｉ Ｇｾｾ 1主主でな く、人

nn生祈空間に他肢と快泊とそして秩序i " ｾ ｴｬｦ すベ〈

者I¥djーのあらゆる 要素を綜介し且つ杭HiI]-l t んとする

RI註なのであ 名。而して此の 11 i' I'j を法せしめにと

① Conveni encc ① Ci ty Beauti f i cat i on 0)  St 瓦dt ebau

コ ｊ 町ず Ｔ［Ｎｾｾ ス ロ可 :.-J ピウ F フイケ 向 ; _.1 :，-而】

ころに、利便ーがあり ) 制¥i ii 夫 1]; める} と云ふので

ある。 即 ち交通系統の1 : ¥) 留から公開運動場の都市-

1I ｉ ｉｉ ｾ ［ 宅地に闘する Ｚ［［｟ ｪｐ ｔ ｬ ゃ、主主 築物の ｻ Ｑ ， ｉ ｊ 限 、地 域及地

ｊＡＱｦ｣ ｩｬｩ ｬ ｊ の『泣ＩｬＺｾｾｾ［の事項のー悼として Ｎ 決定するとこ

ろの 、IJ' WLにして包括(I;' jな設計なのであ る。f(tjも

1923年 の住宅及都市計 m法 lこJμ 、て 、同年 2月1ft:i

生行の{ l i l]ι 護イf; し? こ模範4条項( 百i'j は V 地行%/ l l J ll ]の

如きもの〉があ る。今その 内移 創出'
I

Y:J. ｾこ分類 、 して

みると 、 ［ｪ［ ｾｕｬ ｬ｝ 、 街路 、 主主築物ＦｩＡＮ｜ 築 線 、 自 Ｑ ＱＱ Ｖ｜ＺＺ 地

の保存、交油及風致、t 1t則 と云つに杭 lこ6 立注 り

成るもので 、 Ｏ ｾＱ る 制 Ｑ 桁詳細 ＱＱ を極めて居 る。而して

風致芙般の維持j竹進のn には、 ( 1) 建 築 物、 ( 2)

樹木( 3 ) 1ム昔物及 ( 4) 庭園の四方1Mより之 を取

扱って居るのである。即ち共の ｴｲｾ 3  ｾｩｦ の建築 物及

ｾ 築制 ｩ の項に 於ては、主主築物 の桁度 、 辿築物の高

さ、辿 築敷 地内 の位 地 の迎築 物 ｮ｜ｊ の ｛Ｑ｜ ｊ 隔、建 築 ｫｾｾ

等に ｉｾ 討する Ｑ Ｘ ケ係より成る詐 Ｊｉｉｉｾ よる規Ｇどが［泣りら

れて吊るのであるが、いづれも) i i ¥¥致美観よりみ? こ

る辿築; [ ，IJ限を忘れて居らないのである。

ｊ［ ｘ ヒｩＢｾするに 、 ｪ 主 ｩｬ 革命による影響力く Ｑ Ｑ Ｑ 大で

あっ ｦ こ英同は 、 労働力の ｍ ＱｩＨｾ とは何を惜し、ても考へ

ねばならなかっ? こIE ' l k ¥な山首である。故に彼等の

生析に到する環境の改芯による保健、 快適 の 確 保

を 1-1(1切に、風致コミ{ 視のよ怜illi b; 企 |泊l され 1: のも亦 jJ;

然であると云へょう。

ハ、猫逸、 ｾ築物法を ｾｊｕ れてＧＯＵ ＱＱｉￎｩｾ Ｇ Ｑ 畳がな いと

云五、 'J )カ q自治乃若I¥di計霊法である。 故 lこ淵ITii の) !s..

致* j { : 持及刻印刷立与と云ふことも亦専ら辿築物法、D

{引き を伐つことになって居る。( 瑞 lill 、 j良J . (;f:IJ 等

の如 Ｑ＼ 絹巡 の応型ｾｩＢ受げて居る諸問 ､ｩ はし、づれも

|司政である。〉従ってか〉る都バi支のn¥J 閣は 、同

時にｾ築瞥出上の問題となってゐる持である。

ｾｗ ， ｬ 巡の省ｼ川 ｩ 札Ａ築 ｀ は Ｑ￟Ｚ レ Ｇｸ ｬ の都 ￯ ｬｩ ｾ ＭｪＭＺ ｭ の立 ｮ < 都 iji

を ｉ ｾ ｉ 然 ｄ 殻述 ＱＱＰＱ ｊｬ ｫ に任しておいて、只 ｉｉＧｩ ｩＮ ｾこそれか

ら生す ･ る係書を除去 りする司王 を ｮＨｉＺｾ として起つ＿こ者 Ｑ｜

Ｇ ､ｩ 計 ｅｬｴ［ 出動と Ｈｩｾ くそ の ｪ 也きを具 ｬ こして居る。 即

ちIl'i:1:J :i まJm('if にゐるべきか、 そして名目 di は虫n( IlJ に

起ぷさるべきや、 と云ふ概念が lリJI 肢であっ fこと云

へるかも 9:11れなし、。彼等力主義に例へば 、者II' di とは

有形 ｾ 't' .j には l'何路によって系統川j にたli 絡され? こる

辿築物) ) 集イト加でゐる/ 1 と工; ょ、のが之れで、ある。

此 の 故 ｬ こＭｋ ｬｬ､ｩｾ 築Ｏｊ［ ｊｙｪ訓ｾ後 ￆｾｪ ｾ 法によって行はれ
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? ここと は、誠に立味のある事と ，巴」、。然らばIII 築

ｦｦｾｾ￯ よは ｴｴｬ ｬ 何なる乎 ｛立によっ て者 ｼ川 Ｑ ・ｅｬｬ｜致 Ｍｸ ｦｩ 視を維持

哨 ii 主せんとして居る かと云ふと 、 それは公共凶器

が何路3くは迎築総を設定する場介に、地方公共闘

胞として者[Iil iの美観 を皇支出せき' らしむるところの

制限 ｈ｟ｾ 設けにことが之れである。Ｎｉｬ ｴ の 駄にｼ似して

1875 { ドプロシ ヤの伺路及建築 制法に は次の tt nき規

》とがある。( 但し 1918年に之れが性宅法となり後

段に位宅に闘するも のが追加されに〉

対 ｾｈ 革 街路J 主主主築線ノ設定二際シテノ、住宅ノ需要，;tt

交遜 一 ｬ 二 、 防 火 ｟Ｆ 衛 生 ｫ ノ要求 ］Ｍｦ 、 ｪ 充分 ノ考ー Ｉ ，Ａｩ ヲ事 ｉｾ ヒ

且街路及活T場ニ於ケ ノレ街術ノ惚裁、風雲xJ:; ll Jl ヲ敏志i

セザ ノレコト 7 要ス 、ifU寄ノ、充分ナノレ航¥.0. 7 ・G七シメ

且 菊 ｲｬｬｩ 築百四 ｴ ノ、既 存ノ街 ｅ 在 ト ｖｾ［ 迎ナ ノ レ加平 ｾｊ 7 保タシ

メノレ倣I ' -t f i ^ ヘシ

ｬ ヒ宅ノ［需要二憾ス ι 力局 、 多数ノ肢もｾｾｽ之小公問 、 ｍｾ

然 体 ｩ 主場 ｾＷ 放置シ 、 ｩ 道官ｾ Ｏ 場 ｊ Ａｩ ｩ ］Ｍ数千 ＧｲＮＦｾ 校ＷＧ ｩｬｬ ｾ 経

シ1! トへキ緑地 ヲ設ケ、各種ノ住宅/ 応: 要ニ従ヒ; 歯' " [ 1;・

ナノt 奥行 7 1fス ノレ街廊及普通ノ l悩只ヨリ狭小ナル街

路 Ｗｦｍｦｾ シ 、 ｊ克二街路抗界線 ＮＦＮｬｬｩ 築 ｴｊ ｩ｜ / 指定= 肉 H

住宅ノ需要］隙スル建築 ｾｴｬｬｬＯ ｏｦｪｾ まセラノレル ｴ ｦｩＺ ｴｴＷ

月j 7 ヘシ( 比の践女 l土1918イド に( ] : 宅法と なつにもの

でゐる。〉

而し て1ｉ ｾ ｪ 路 Ｓ く ｻ主 主主 築。ＧＱ Ａ のぶど に は 、地 Ｉｪ 公共 ＱＧＩ｝Ｎ｜

ilrl(Hll 築出誌の立 場から 一服、の協議会することが

必安となって )J J - るが、然し場介によっては此の協

議にp.!rじなくともよい事にもなって)l} る。放に地

方公 ｊｉｾ ｛ｬｉ�｜ ［ｲｲｾが向路コくはｂ｜築 ｦｊｪｬ を立どするにＧ出って

れし Ｉｉ ｜ｪ ，文夫飢 の おｾをＺＢ ＱＡＡ ｾ ｩｊｕ ｬ し ｦ こる ［ｪ j'ill1J; めつ，1: 忠一介

には 、えn策』託行' ( ¥① の 同，U. GT43 ることカ; 11' ， ｾｅ ない

から 、 よ ｾＧＨＧＱＩ＾ｾ にまで ｩｓｌ く Ｚ Ｇ ｊ ｩｾ ｪ ＺＮ Ｚｯ ｊｩｾ 賃上小川 ｔｩｅ にな

る却である。

)! 1l 1. 致維持出11・と夫1印刷illi に到して此 f乃他に潟へら

れて居るのは、! i l l 築認可[ に岱って、えiJ Z主主 {>I孔放

っミIljl J ) 車11:持 ，つn に必 変なる僚j'j: :こi!:i (i しむること

である。Ｎｉｬ ｴ の Ｂ ， ｙｩ に ＱＱ 討して ｊｬ 土も Ｑｾ［Ｑ む Ｚ ￯Ｇｊ で ゐ ると 氾 は

れるのは 、J くに示す 190; ｾｉ ￯＠ Ｐ Ｉ Ｉ の ザクセ ンー 般ｾ

ｾ ｍＧｌ＠ J) 2iuZ， Ｓ ＨＱ 際 、 Ｔ ｾ 奈 ［ 及 ＩＱＱ 応 力 説〉とでゐる。

知 2{除 ill 築1匁ノ述築えもi ! ) 1[ ノ、、; と=肉リ 'dI 築物ノ府

境 、 街路 、 日 ｦ ［ｪ生法築 ｉ ，Ｇ，， Ｇ ［ｊｊＧｾ (.:，=ノ、fll[五l ノj瓜欽ノ段以セラ

ル ｐ レ も お［千三ノ、 、 ｾ ＱｬＺｾ在民 ユ Ｑ 可シテ ＱＭ Ｑ［Ｚ Ｇ Ｏンキｬｊ ｲ ，Ａ［Ｎ ＧｸＮノ 、失

ｾＧ，Ｚ＠ '7 ， ｴ ｐ，ＡＱｾ ヒ シメＡｊＭ iL  ｬ ￭ｪ ｾ ッ 、 ＺＺｾｾ J  ，:: {!， II Tーヒザ ノレコトソ

ＱｾＱ Ｚ＠ .) 

① ｾ ｾ ｾ＠ ｴ， ｾｕＯ Ｚ を ￭ｦｗ Ａ されたｾ楽監 Ｑ ｦＧ ， ｜Ｇ
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第Ｓ￺菜市町村ノ、 ｴ 条 例ヲ 以テ 、 樫ｊＩＮＺ叉ノ、風致上竜 Ｎ ｾナ

ノ ｌ￭ｬｦｾ 在 ｸ ノ、民主 ｬｩ］ 於ケル往築物Ｏ建築叉ノ、ＡｩｬＡ克］際

シ 、 ，ｪｊｾＮ Ｏ削減 叉 ノ、街路ノ 性質叉 ノ、外敵 Ｗ ｾ な Ｑ スル場

合ユノ、 、 之ヲ不認可 ト ナス規定 Ｗ 投 ｩ クル コト ＷｾＫ ｾ ｏ

第4ft菜 市町村ノ、t条例 7 以テ 、廃良七叉ノ、風致上屯ー要

ナル建築物/ 鑓i l ! 叉ノ、 lITr Jレ述築物ノ F付近ニ於ケノレ盟主

個ノ建築 物 ノ雄 築叉ノ、鐙変］際シ 、 ［Ａｾ ノ 緋妹ナノ レ外

韓日ガ招来スノレ効果 51$( なl ^ Jレ場合=ノ、、之7 不認可

トスへキ規定 7 設ク ノレョト' 7 1!fO

ｾＹ ｻｬ草 :U13係叉ノ、第4U条ノ j規定= 依リ者シキ損害叉ノ、

失1' ( ' 7招*セシムノレトキ ノ、、 を1l : 築監容官ノ、市町村 ノ

代 表 者ノ［な凡ヲ 徴シ ｆ ノ レ 上建築ガ ｾｴ ノ待旅 ｩｬｬ 治物 ト

E民民=潟村p え l L 1jJ合 =-Ig主リ前係ノ ;規定= 依ラザ ノレコ

ト ＷｾＡ ト

以上を沼 ｔｾ するに、之 さ ＿ の規 定は Ｒ つ の ｲ 1  ｾｉ Ｂ ｊ を

持って居る司rをJJ l知する のである。 即 ちそ の( 1)

は 、 主 ｉｉ 築物に依って都 ､ｩ の美 観風致 の ｾｪ 誌を防止

せんとする 、 と云つ ?こJ践に組めて一般的な もの と

( 出 2 保〉他の l は ( 2 ) 歴史上又は風致上特に

探 要なる ｷｾｴ 主に 於ける風致 純情 に ｜ ｨ 討 するも のが 即

ちそれで ある。Ｈｾ ｾ Ｓ Ｑｾ 長及 ｾｾＴ イ床〉而して後 Ｑ 斤に

就 ては、英 i;l ll乃若は我Idi: ¥の1m< 此の貼に 16Mし、長:

知名勝の保イ子に ¥o/; Jする! J : S ¥j lj法を千f しない のが注 円

すべき! 日(I である。にか然 し之はえII 築啓訟を Il!t - の

乎[ 止とするのであって 、之では不充分の棋に忠は

れる。 (IIJ 故なれば、辿築物 乃所有パーの破擦りg を

う主 11 . することも不可能であるばかりでなく 、風致

維持 」 二Ｑ［Ｎ ｛Ｍまし からぎるｾ築 ｮｮ があっても 、 え ｉｉ 築

主に紅消よ持しき mク(: .ll: はfi ju となるが卯山場合

ＨＮＱ之をｾｾｾｾ止し 件ない からである。 ＱＺＺ が然し絹Ｚ通 が

おち ｟ Ｎ火は世十 Ａ大戦後 ｊＩ 布、 Ｇｊ［ Ｚ ［ なる平 和 ｦ 附 ＧＱ ［ にｾＩ ， ｉ Ｉｉ Ｚ ｉｊ の己

むなきに 五つに棋な 、 ［ｦ［ ￟ 此に ｪＩｊｚｾ 取して ｊ￺ つに故 中

にもr . リらする、制j . f f i をして pJ. 起の誕地を .J1l るべく 、

fy1J J ) 辿築糾訟をtIiLt 法とし、T¥:¥J.¥:あ!i 語I1
1のよI'J 1l 品にブJ

める歴史 Ｈ ＱＢｊ ｭ 跡 み 保存にｾｩＱ Ｇ￬ 止なう Ｑ ) J をl可l注して居

つに此のごwr.J.' (i 今11 の我 !"X1の:oJf.'I' l! j ' (こ参J!{ { し、我々

を 特 集する出 の 多〈の示ｾ 去 を合んでＩｾｾｾる紋に ， ｵ

i 、。

エ、米園 、歴火 の 短い 、川 ［［ｉＧ ｊｦ Ｔｦｾ 流と云ふものに

依りこにわらない米ja¥に於て、者¥Idi) ミと 云」、概念

がＧｾｊ｛， Ｇｍ にされにのは 、 {叫んと云つでも 、 1838 年

'" .t ＭＩｾド ノふ もー

シカゴで ¥H'H/Hされに前 !&¥¥，g胞のであると云へる。

ｬＡｦｬ ち此の ｜ Ｇ ＮｧＧｦｾ 千＿の主攻え ｮ 築 物 をお ｩｦ 干 しに シグ イツ



ク ・デザ イ ンが一般 の 懸n競j 5 [ 設計に附されるや

高 ｾｉ ､ｩ の ｱｾ 恒 Ｑｾ Ｑ ＱＩ を ￯ｬ ｩＱＧＺ［ の 心 の ｾｉＧ 心 とすべき都 ￯ ｩｩ 夫 ｩ 合

準 のｾ運に 拍 車を 掛 けにのである。が然し 、 米 ｬ 羽

が 此の シヴイツ ク ・デザイ ンの上 に 或 は 都 di 設 計

の上に 、都I [ i美 を 誇 示 して剛氏的誇りとして居る

のは、 首 都 ワ シ ン トンで あるのは 1"[ 1す までもな

い。 此 の都i I i 計撃は、。131剖人ランファ ンのA旬、告に

負ふところ甚大であると栴せられて居る のは、米

閣の都市計金史を飾る有名なエピソートの l つ で

ある。その性か、 その平岡計霊 が 何 底 となくパリ

及共 の 他仰，羽 諸都市に 於 げる封建 Ｈ Ｑ 句都 ､ｩ ｾｴ ｭＺの脊

りの高 いの も己むを得ない事かも狗lれない。とま

れ 欧 洲都市計垂の放射欣システムに米l長|の 絡子!I た

システ ムを組み合せにものが此のワシントンの都

市計・霊で、此の組み合せが、かへって首都として

の戚般を備へ? こ都市美 的 般 J具に大いに符興する 所

があっ fこと停へられてゐる。

米同に於ては、菅 に ワ シ ン トンの場介のみなら

す¥フイラデルフイアー の計萱或はシ カゴ の改i 1 l

計 霊 等の場合 に於ても、近代都市美桝江主問題に|刺

し、相首見るべきものあるは周知の事宜ーであるが

之 は 欧j州各問の場合と異り、法; riI J !Y.] 援 助 ej lilJ 阪 の

有 無 に 拘 ら 十 計章 を 賀 行 に移すべき粧 'd"f) J と輿論

が例= 行しさへすれば必十具穂化せしめると云ふ の

が米岡の阿炊であっ? こからである。 fごから/ ，¥次世十|の

如〈既成都市を改造すると云ふ のでなしに 、 白 紙

の如き卒II可' に都i I i 建設が行ひ得る のであって、従

っ て 都 市美の問題も最初の内は、 法 制 による六ケ

敷しい制限を設けな いで、輿論の支援さへあれば

簡 翠に之が具髄化 へと指導し得? このである。が然

し所謂ス カイスクレ パ ー と超E 大都市の迎『況を賀

現 せ し め に 現 代の米閣に於ては、師に昔日の如く

凡て が 単純 で は な くなっ?このである。此の事から

方 面 に 闘 し、種々様々な閣法或は州、l法叉は! 際法き

では市保令と云つ fこ類ひの無数の規定の制 定 が 必

要 となっ て来?このは誠に宜なるかなである。此の

7 ー トヨムi . 'J ι ヨ J

放に都i [ i美委員千戸に闘しでも既に米t&1の 各 都il i

の 民 間 側乃至自治謹のなかに、;設'立される J践にな

っ fこのである。民間側の組織に就て は 文 献 が 乏 し

い故に詳 かでないが、紐育都市美 委 日 令.rw成に IbM

する僚令の一部分 を次 に抜悲 し て、 その一端を筑

ふこ とlこする。

主II育ili 都i !i 美委員令保令①( 抄〕

ｾ￬Ｖ ＳＳｦｴ 来都 ￯ ｬ ｩ ｓ 定委只令ノ緋 ｊｦ ｘ，

約育ノ都市美委員令ノ、次 ノ;委長ニヨリ構成セラノレ

[ 品Il 育市長( 戦fiJl ニヨルモノ Ex offi cio)  

2. 車11育公立図書館長( <，)

3. メトロポリ !J y 美術銘々長 C <' )

4. プノレ ツクリ y 美術及科主存続総長( <，)

5 組育市在住ノ 11J 家、彫リ山家、建築家各 I ｾ 名宛〈選

任〕

Ｖ Ｎ 主 ｉｬ 育 市 在住 ノ前 後三該 ｾＮＧｪ ［ セザ ノレ者 Ｓ 名 〈退任〕

ti¥S 蹴及江c6  ｾＧＱＩ￩ の委 ｮ は何れも ￯ ｬｩ 長が 任命する

もので、 その方法は紐育美術瞬間 より抜11'， する候

補7 i リス トから i li 長が選抜するものである。

評 議 員 前 認の 職 慌 による委此即ち l 抗よ り4

琉までの委員は各自の属する墜弁叉は聯限から l

名宛の許議員を選ぶ事力; /1'，来る棋になって居り 、

評議員は各々その皐合又は聯DJJ の総 長 に よ っ て 随

時に任免され得るし 、而 もその 任期 は ｊｉｾｾ［ に総 長の

それ と 同一なの である。評議日はその任 命が膝止

されるか叉は任期が湖了するまでは、彼l " 任命し

? こ純、長と同ーの構利義務を有するものである。 即

ち職，ｾ互による委日と同じものになる詩である。

第63411奈委員ノ任期、欠員補充

第5童話及 6盟主ノ委員、即チ 6; f ; ノ委員ノ、任命エヨ ツテ

委員 Ｑ ・ナルヵ・ソノ任期ノ、 Ｑ Ｑ Ｑ 三 、 Ｒｾ Ｑ 三 及 Ｓｾ ＱＢＧＭノ Ｓ 樋ノ任期

ガアリ 、何レモ抽主義7 ' B. テ之 7 決定ス

欠員 ノJ補充ノ、委員ノ死亡、治職、1受給消滅或ノ、資材

放業等 ノアツ F 場 合随時= - ｾ Ｎ ｩＧノ、ル 、 後任者ノ資格］

ツイテノ、第633(燦ニ扱ゲ F モノエ合欽スルノ必要ア

2レ へ シ

第63511茶 委 員 合 ノ成立

委員ノ、ｾ報酬ダアリ委貝・ ｬＧ ヨリ議長 、日 ｉ ｊ ［ 波長及合記

ＷＧ￬ｉｄｩｾｴ￞スノレ 、比 等ノ任期ノ、 Ｑ 年間ヂ 、 任期 ｩｬｾｾ 了 トナ

ルモ後任ヵj 遂容サレルマデノ、ツノ 事務ヲ取扱 7 へシ

委員盟主ノ、う名ダ議ljf 定員ニ 主主スノレモノ ト若倣ス

第636{傑 ( 略 〉

第637係委員合ノ審議事演

委員合ガ議スへキ鈍園ノ、 il j " 戚ノアラユノレ嬰術的作品

全般ニ亘ルノデアツテ 、之ノ、公私/ 如何ヲ 問ノ、 ズ委

員令ノ憾飽ニ支西日サレノレへシ 、f削 b等ニ統テ委員合

必 要 アリト 認 ム ノレ ト キノ 、、 事業計量 ｅ ノ モデルノ 鎚 ｮｾ

Ｗ 要求スノレコ ト ヲ ｾｾ ｬ 、此 慮］去 Ｗｾ 華街的作品⑬ ト ノ 、

総延J海面袋飾、ステイン ドグラス 、彫刻1)W像、河i丙

彫、記念碑、if.l' iノk 、アー チ、終的i、i祝民用建造物及

① Art  Co; nmi ssi on 

⑬ Wor k  01 Art  

① New  Yor k Art  Cornl t¥issi on law;  Wi l i i at!¥s. The  l aw 01  Ci ty  Pl aoni ng and  Zoni ng P. 585 
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一 般的建 築 物 ヲ モ 包 含 ス

i li ノ)iJ i H  -=- Ｉ［ｾ＠ 7- ｄＮ｜術的美術作 ｴｬｬ ｉ ノ 、 ｦｲ＾ｊ ｾ デ ア ツテ モ 委

1:1曾 ノ: 承認ヲ終 ズ シテ移博久 ノ、移 築 ス ル コト =; ｾｾ �＠ 77  

1Hシ第639係ノ 場合ノ、比 ノ[浪リュ非ラズ

委 .(: 1合 ノ、設計 ¥1' )( ノ、工 Jjr，;J' / 4 r無= 拘予見' / / 構 ill

物 全 般 = 頁 ツテ前2議 後 、認可ヲ央ヘノレモ ノト 丸、 但

シ設計 01' 叉 ノ、工 事' ，1' / 伊j レユ{ ナ イテ モ 総 額250.000

ヲ ｦＩ 以 ｉ、 ノ 勝進物］劉シテノ、侍 Ｍ］Ｍ￯ ｬ［ 長ｪｽ �ｾ ＮＮＮ 、 参 ｾ ｬ ｊ <B'ガ委

員 合 ノsfl催 中止ノ 要 請 ガ ア ツ F 掛 合 -=-1浪リ寄議ヲ 行

ノ、ヌ 事アノレへ シ。

第638憐 (I!i幻

::.r; 639係 裂 術 的 位51物 / 移 築 反 珍14

毛Ji. :(f 起エシテ} 苫ルま芸術均岱造物 -=-j. j イテ di ，長ガソレ

ヲ泊チ エ 移 ｾ Ｑ ｗＺ 又 ノ 、移ｾ主スルノ必要アリ ト 認メが場合

委 只 合ノ、 ｔｲｩ 長力ラ ノ 比Ｍ［ｴｾガ ア ツテ後 ＴＸ 時 間 以内ニ， ζ

- = - f . J イテノまで育ヲ; 正次; スペシ 、1f t シ古ij 心Byn¥l 以内二

決泡ヲ 凡 ナイ場合ニノ、守 ｦｾ Ｇ ｻＡ［ ＧＭ］Ｍ 閃 ［ 芯七ルモノト凡倣

コ人

以上.の tl l <  I¥TJi点争ii l桁なる j)心己を; ，立げて有11: ld
I
1i fi' i

の夫と ｪ 玖致市 ｈＧ 持による去般 の［ たを似 ｴｾ ｊ せんとして

ｭ るのが Ｍ ＢｊＮ ｦｑｻ 了 ｦｩｉＧ ＨＮ ｉｉＧ ， ｾ ｾｩｩ る の であるが 、 同 ＱＱ 与に規ど

の運川に就てはれK1¥di ) l; に委L1(.7の;J227経てよ佐

賀ィ ｊ に移すと云つに ｩｦ ｾ ブ ｕｾ してＩ［Ｑｽるのである。

之れ 即 ち者 ｉｬ､ ｪ Ｚ たと云ょ 、 概念力行 Ｑ ，Ｇ ，Ｇ 人の Ｚ ｕ 叫に ｾｉｾ へて

規' どし作ない多〈のものがあるが故である。

要するに米 Ｑ ＦＱ の郁ＡￌｩＩミ附近 ｴ 運動Ａ 主 会 ｾｲ ，ＨＺＨ 内 に 比 て

者ｾ｜ バ ｪ ｾ 1'1Jbi ，j に 引'If ( 二分知して汚摂するすU) ; Ii '，供ゃ

うと Jι ょ、。 即 ち ( 1) Ji H包也域: J ;I同 ( 2) ｾＧ Ｚ ｪ＠ il tJ也h域主

1i北 制制1; 1川;1川|リ円l円窃7及え (  3  )  字存手もU杭:Yi コ又((は土幻)形l隠予態地hι域，kt ;日出 山制1;いI;IJ品IJゆ!向⑮ 之Jれ1 であ るム。

I而[1川1/ して此の 3つ lにこ l引' . J してそれぞれの安Lμi 千令?"i -合"没文け

て{促足証辿匙! 主; せしめて占疋日応lUE;7- るカが: 史にシヴイツクデデ. ザ イ ンの

如〈になると 古前な"氾己の虫如如/1巾き 4

Ｑ市 ｬｩＩ ミ府立Ａ日こ ｊｴ 献し作る方法 Ｔｔｩｬｴ じて ＩｉｾＺＧ る。

3.我園の賓情とその針策

現代我 ［ 必 Ａ の 都 ｲｬ ｪ ｪ ミ ＺＡｦｲ ｪ，ｦｵに ｉ ｾ ｍ する ｉ ｦ［ ｍ 係法 ｭ として

は前 ｬ 氾 ､ ｪ 問地主 ｊＱ 築物法及 ｬ￭Ｑｉ､ ｪ ｾＭＡＭ ，ＡＺ 辺 、にＩ，ｾくも の 以

外に 、 火山 Ｔ 奇跡天然氾念物及 ＴＳ 別 ｦ ｾ とＢ止ｾｩＱ［物 Ｑ Ｑ［ 市

と公i 、ゆと 史陥れ弘、天然，; 己念物fWf:法随行令@ と

云ょ、のが作る。克 lこ遡ぼればJSe ;lt 物JI:時ifr ll 、i9 :!えよ

に ｊμ 、 て殻 ｻｊ ｪ されに山 ｾ ｉ ｴ 物 ｊｉ ｘ 料法地 ｩ f  );h!，JlI J と:t:以、

のが現 存 して ｪ 古る。而もよ Ｈｪ［ｾ［ Ｉ Ｉ 規定を詳 ， ［［ＱＱ Ｑ に捻，ｩＢＭｊ

:!]) Z oning  lor  Use  di st rict ， @  Zoni ng 101' I! ieght  distr ict  

ｰ 大正 ＾ｬ ｊＧ Ｔ 月 Ｑ Ｐ 口 ｩ ｬ ｻｉｾＱｲｾＴｾｾ Ａｊｾ

Ｈ ￯ＧＮ大正 Ｙｾ ，， ＶｊｊＲＱ 日 ｩ 列強也、告示＿が Ｑｭ

｀ Ｚ ｕｊ 治 ｈ 年 Ｔ 月 Ｗ 口法ｾＱｮｲ［ ￯ ｏＩ 拡
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して み ると 、いづれ も抜 ¥l のな い包J町内な i l -;民を

以って 取締 ド可TiEな桜に 仕組まれて j刀るのであ

る。 然る にその賀は、一担I ( I' J単によ等の法 律があ

るのかと 、 その干子，( 1: { f すらあE五、1呈K!I ､ ｭ 市宮が ｾ ￭ Ｑ｜ ､ｪ

lilUのw: イ? なのであ る。 が然 し、之特の法11' : が妓ら

稜 ｻ ｉｪ さ れ や う とも 、 之れが 取 締 ｉ に 必 ＲＺＺｾ 1': る組織と

人 的資似 の ｾ ｩ ｲＮ ｖＮ Ｑ￬ が 之 ｬ こ ｻＧｆ Ｚま ぎ る ｼ 決 り恰も注 文 に塁 手

しい科究の蚊県 しかjJl i さな いのである。ノトnの大

ｼ 坂 ｲ Ａｩ やｾ ｾ ＩＩ 他 乃大者 Ｑ｜ ri j  ( こ見 る如1< 、高L維と 不杭

の故 に、者I¥ili の随所 lこ限延! なる者1¥!I j長聞 をH¥; 成 し

て応るのは 耽 て 此 底に控＿＿の 必 官 。 を ｊｅ めない ｾｷ ･ｲ ー

で あるが 、 更によ ｻｦ棋 本 ｉ ｙ Ｇ ｪ に ￯ｾ ｾｴ じ Ｑ ＱＱ ［ めれば 、 ￯ ｬｈＧＺＧ

への共同生j; r; '¥こ 必要な者II I[j ｊｪ 断定 ｬ こま ｊ す る辺他 ＧｊＧＮ ｪ ｾ ミ

祈水刊1¥をi:'-:j め、 ｼ日ＱＮ つ ｦ彼 ｬ皮主 γｆ 守 ｾＧ［ ｊ Ｉ訓 ｽγ沖 Ｇ Ｑ附 ｼ

に 必必 ‘ Ｑ耳堕なる強 ｪ力 Ｉ ｾなよ ｊ指 ｒ汁、導ｼ機漫 Ｑ詰品訓 ｴ伶制 ｨ討 ｬ の ｪ欣 ､次制Ｚリｼ除 Ｑ伶令と云よふ 、 こ と力がt 手娘供

りげ，らtれl ると ，1巴Uι 、，;ふ、。

ｪ 益力［ｾたねてから 問 凶になって知つに主 ＱＱＡＮ ｨＺ Ｑ 存任委

L1併が r[ j{tij 地えII 築物11; ｩ Ｉ 改 王 に Ｑｔ って各 地 Ｉｪ の有 ｾ｜

i[j ¥こ1: /I 'Hの消問機羽として ，; 文也し作る迫力 t問かれ

にのでゐる。そして師に京京にありではその 人選

もとた' どし、叉大|収 I(.J 下 にあっても大| : 反I(，f令部 11 批

=5_? 以って、本年3F1 ' 1l に「大限1(.J X1Ir I i ' . た堺格安n

令瓜定」の登令を !，U このである。

1!Jr ¥の如〈桁ふじされ? こ' s . fm地区にのみ何故蒋育

委ｌＱ作 ｢ｺ［ｆｚｅ され＿こか 、 之に就ては師にみ ｩ ｾ 1  '1i'j i :こ

於て，t 'i守".)) ，&1リj 0 ，:A1. .... ｲ こ の であるが 、 ｊｲｮｾ ｡Ｎ Ｑ として

はより }i;'e;1叫んHにJ ( って此の会L 1千? を) l l i 川 して欲し

い と思よ、。 (I>j故なれば( i11di) ミの 11(I'，j とする 所 は、

中rlr' iii r!r (I" j には djl ぐ.t l寸，r; ' (二日)J t とがI出! と快泊とそして

秋ri' ; {f sf さんとするにあるからである。故に判定

の ｾｊ ，えを限定して 、 そ の ｉ 広域に到してのみ設境 ， ＯＩ

風致を符し ｦ こｾ或は ｱｊｩｪ 術ＮＩＩ踏裁を ｴｦｬ じ＿こりしない

棋に、えＱ｜築物 ＯＩＱ［［ 会ｬ［ｊｬ 、 己主ＨｉｾｸＮＨま，泣 ＮＱＱ 主主児を＿命令と

云つでも 、 有ｾ｜ r[ j・会恐から _!，.!， る時 :1リh怠主なく 片手決

のするＮｪＺ［Ｈｩな五ｩＡＮｉｊ［する の である。￯ｩＧ ￯ ｩ も 、 円 Ｑ ＱＱ Ｊ ｴ ｦｾ 怖を

，Ｉ，ｾ礎としてえ ｪｪ ｊ ｚ され＿こ現代の者ｾ｜ r[ j に於て1t Rる統 ;[l lJ

を Ｑｨ｜ ［｛［ｉ｝ するのは ｾＱ Ｑ 吋 ＩＩＱＫＺＱ 慨が ｬ 凶 作 するばかりでな

く 、 統 ［｛ｩ ｉｊ ｾ 悩 ［｛Ｂ ｊ するｦＡ Ａｉ｝ からｾＧへでも、力、〉る ＱＴＱＷ 下

の_ k(II.y1、IJ 断.;i ) ) た礎 ど("}J 起に む くかと云ふことに就

ては 、 険料 ｊＩ￬ 浜市さを Ｑ 切さねばならはｾ， ｮ ｜ｪ ｾ 坦であ

@  Z oni ng for  Bulk  di stri q， 



る。殊にノト 円のIl iI:合h守勢佐以ってしては、皆娯ゴj

による都J [ i の美11")統i [ jl J と云ふことは必然 '，1. ) に消極

的にならぎるを得ないのである。放に1 l 際問題と

しては 、 都ｊ｛ ｩ 美士合準の放に ｊｉｾＱｾＧ 官， ＱＮＩ に ｔｬ ｩ ｨＧＺ との陪様

相剖¥t ' ｩ Ｕ［ｾ 護せしめるより、寧ろ者 ｾＱ ｊ｛ ｩ ｲｬｬｬｬ｀ の排除と

云つに jj4Ｋｾｾ＠ "，，: ) 方町にうりJ }J ;ftji ( i : される棋になり勝

ちなのは、又己 ￹ を得な ｌ 、 ｾｊ ｩ Ｎ かも知れな ｌ 、。

ｲｾ が然し、都 ｔｬｩ 美をよりも Ｇ ｴ 他 Ｑ 目 Ｇ Ｚｊ に哨逃せしめん

とする伐には、前，; 己美観察脊. 歪11千? と去っ 7こ棋な

げ¥) J なるま11織を背景として押し進めることの必要

ji 命はす・るまでもない事であるが、それには何んと

去っても 、 その歪 日子? を組織するメンパ・ーが問題

になる。今参巧 に=tfする n に大限! トJ の例 を鼎げれ

ば 、 そのお ＨｾＲ 僚からお ｍ 僚までに ｅｦ くの棋なＧＧ｝￮Ｚｊ￭Ｑが規

主e しである。即ち

'W 2 i l 条委只合ノ、合長> > - 委只ヲ以テ之ヲ車II 織ス

耳i H革令長ノ、大| 笈ノ知事ヲ以テ之= 充ツ

:it 4  ｾ策委只ノ、友二杭グノレ Ｗ 哲ヲ以テ之］充ツ

1 . 大阪府瞥察庁¥i 長、大阪府総務川長、大阪府上木 iHi長

2. 大| 仮逓信局長

3. 大 阪 市 長

4. 大阪 i li 文 民 2  ;y， 

5 大阪府合議長

6. 大阪1荷工合活断台頭

7. *議経験アノレ者

ilij ｾ頁ノ委只ノ、お ｩ 鋭 、第 Ｒ 鋭 、Ｚ＾ｩＧ ［Ｓ ［ 点 、 ヨ ￯Ｕｾ 、Ｑ￟ Ｖ 盟主及

1J i  7披= 掲グノレ者ヲ除タノ外大阪府知事之ヲ委!応ス

気i lポ買i8iJ )lノ i委艮ノ任期ノ、 4 ｻ，ｾ卜丸、 ｩｬｬ シキ品川 ｮｊ￧ 由

アノレトキノ、任期 '.1' 之ヲ角耳目瓜スルョトアルヘシ

知事: 必要 ト認ムノレ トキノ、'i.!'i 1  JJ( =. 描タ J" 者 / b' h'¥¥i， il寺委

ＱＱ ヲ命ジ特定 ｉｊｾ ｾ 良子 ｈ ＮＺｲＧ［ｩｊｉｊＮｩＡｴ従議セシムルコト Ｗｾ 浮

と云』、事になってゐる。そして此の委口千? を組

織すべき人選 D 方針が、今円まで妓! 瓦ーとな〈踏襲

されて来T二千九、方針' の坪外を- -;));も 11'，てゐない事

が続安11されるのである r

ｾￌＧＢ円までの政 ｊｦ ・ ｊＧの訴 ｪ 有機 ｾｍ ゃ ｊ 与の他の諸 ｍｍ 係委

L 1 併が生以のない恰も立任 制 換 機l品!の)，1 になって

仕鈍って居る のも貨は此の人選に| 制する選定方針。

如何にある与は 111すまでもない-'l f. であるが、住H

とも本委lJ101 ' が景観と風致の訓示11か ら来る都市 美

晴進¥t ' n  ＨｉＧｾ とし＿こ組織である五 μ 二、之れと最も ｾｍ

係の深い問1 ftが委員として此の委員千? に参加l して

居らねばならぬ官である。警へば迎築協合 C*京

で1 主主n築 接 合 〉 大'阪 都市|弘子;:r C東京ではiii 政調不在

令) 、者i11di 美| お令、都 i li 風 景 令、 日本陸l羽協令、

i1l 同 穆 合、風 景 協 令、公 開 線 地1必令、 J! (¥I リj謬 令、

或 は 各 都 di の観光 WJ ギ? と云つに炉、ひの諸国間が単

位となって此の委員令j); 柿 成 さ れ 、 前 q 日係、方聞

のf.2凡¥t ' 徴し得るのj査を椛じておくと同時に、 芭

摂 氏n日への接燭商の多いそれ等の諸国髄を遁じて

iiil ぐの伴袋運動にまをし得る J践になすの必要がある

のではないかと思ょ、。

ぞれには、何 ん と 云 つ で も 各 部i ii に l つ宛位に

者Ildi美協千? と云つ? こ械な組織が氏、nn国間として創

; 立されなければならないと忠ふ。そして此の図盟

が、今日までパラパラに存在し且つ何者手統ーされ

にものを持って民らなかっ? こ類似(1'.) な他の諸岡韓

と千件捜 ＱＧ ，Ｉなｾ壌を保も乍ら 、 その動き方を統指し

て者nl J[ i : R 運動にまをする践になすのが最も乎近な而

も可能'1'1ーのある方法ではなからうかと信す・る。

愛同心と愛都心の渦養に甚大なる力を持つ都Tli

美運動力; 現下の非常時局の片棒を指ぐとせば、 精

神総! i i J ) 日による指導原J ] l の去に以上の諸国間と有

機刊な辿紫を保も、 il i .J_':: に健康と清潔と快適とそ

し て 秩 序 と を 興 へ る べ し 輿 論 の 許 象 lこ附する指

樽 I"J 地1立 を 確 保 す る 事 の 必 要 は 11
1すまでもない

が、同時に政
1(.1・の諸機闘にそれ等の輿論が反映し

得る椋に、谷間間がその委員の柿成メンパ 戸Tこる

べきである。

( 以上の論文作成に f、n' iJ l用しれ詩文献の主なるしのは

次の主｛ｉｾ悶 ［｛Ｎｴ でめる。〉

① fii 市芭 filr官の恵、致美暫l・復興局長官々民計進派

① 郷市計ＺＡｾに ＡｭＧ ，る照 ｩ 皐法制及行政 Ｍ Ｈプロシヤ ｭＱＵ 線 Ｉ Ｍ ｦ Ａｬ興局調査

ｾｦｦｩ 買 ｾＴＱ 世

①問逸に於げる者 ｉ ｬｩｉ ｪｩ￬ｴＺＡＡ 法政ｊｩ行政ザクセｾ Ｍ Ｎｾｾｭｾ 渋 ・ 復興鳥羽

主主ｩｩＱＺ Ｊｭ｜Ｙｾｾ

①: r 日市!t.¥! に関する米国の法制Ul 走行政 問 1: ｬｪ￯Ｑｾ 党

① Henr y Al dri dge ;  Nal i onal  TheHousi ng Manual  P.P.  373 

- 119.  

① Wi i l i a;r. s;  T he  l aw o[ Ci ty  Pi anni ng and Zoning  P. P.  553  

- 587.  

① Nel son P.  Lewi s;  T hc  Pl anni ng o( the Modern  Ci ty. p. P.  

11，ー149. P. P.  26() -295 

⑪ ① 繍 路 燃に 削 る 州 諸の 問 。 ①人の多 〈交通する ill 絡 の 街 頭 明 友 会 糊 純 の 制 。 ① ポ ス タ ー 帥 看 板 抑 制 。 0 mtE及街頭エ{ 糊

の経開。①街路照 ｩ 切 の統 凶芭合在化。 ① ｍ 首位所の ｪ 苦情ｾ枚 ｗｉ に廷がない程多〈あるが ＮＡＺＡす るに市氏芭共に依 ｢ 手の付 ｜ｪ 易ヤ事項そここに￯ｬｉげた。
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墨 の 論 ・ パ ン の 論

一 続 々 々 微 苦 笑一

い。私はこの玄 jijJ で靴を目先ぎかげ t:

のでめつにがO井博士はとんちゃく

なく 、靴そのま、でめる 、 日〈 、沼

その主、で い 、ょ 、 こ、をど こ?ご k

津 田 鰐 足lムね? 外務大医迄し t: Kf自のし

CA)  

私 lま今、私の古い新聞切抜帳を眺

めてゐる。閉じような ｾｾｬｦ￭ の七万抜き

が 2枚 。

玄関にｾｉｩ脱ぎの石があって 、 その

むこうに上り絃があり 、枢には消が

ついで あって細L 、舞京協のある ;恢戸

が建ち 、 * 央の 2 枚が闘し、 てゐるか

ら、 そのお・〈には立添削町立が凡え

る。建築的にはこれで説明を つくし

れのでめるが、問 題はこの玄跡! のお

1 f t に現はれに 2 入の立首長な人物のヨ毎

日遅でゐる。上り枢にスリツパ を尚へ

て立ってゐる人 l立、利袋に袴営者用

しれ時の卒沼福相でめる。その前で

片足を上 b府に主義し、片足を7沓脱ぎ

の上の靴に突込み、今 まさに靴舎は

こフとしてゐる人、 その人1:t.;.I守乎o

華 ｦｬ￭ に添へ 、 左手 ｬ ま自分の ￬￭ｊｾ より日〈

舞英機戸の竪涯 を姻んで 、身 惚の' l !

心、 ! t ' とってゐる。これが断! の湯浅内

} ( . f である。元平沼福相の力( I 雨手伝

ふところ k 符とにつっこんで悠然と

立ってゐるのでめるからよいような

もの、 、凡 るから につ らそうで 、ぶ

の惑なのは前湯浅内1 Mの・力でめる。

2枚のお況 のq' のl枚に は これfごりの

動作がうつされ、 ftl! の l 放の7i には

この動作が終って、両ili 湯浅内 }H t ; _¥'L

ち上り 、板上の元司王沼恒キ目と共にカ

メラに おさまつにところでめる。我

々はいつも玄闘で これt:' げの動作合
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やらされる。うつむいて靴をはき 、

立ち上って頭 に下り 7こ血をもどし、

やおーら居す' まゐを改めて主主拶する。

これが日本人が他人の支持r f . 1を立ち去

るH寺の普遁の順序でめる。こうして

我々は、一寸後か ら扮 l 本で1裂をつ

かれにも忽ちでんぐり返しをうちそ

うな絡好をしなげればならんような

舟 11 : の形式を時代の習俗としてもっ

てゐる o 'fxキ? ごりならま? ごしも 、 こ

うして宅匝のカキが図家の大事のに

めに奔走される時にすらこの不向然

な4余白Tーをしなりればならないといふ

ことを、我々建築家として、 この土

、凡逃 してよ いであらうか。

ｬｽｾｾ にＩ￫ ｬ する読脊 ｉ ＺｴＮ人各々巡ふでゐ

( ，うカ; 、 ともかく 、見放 l二、 こんな

ヰ町村ト! の形式が f手准するのでめる。靴

のなかっ ＱＺ 頃の形式を持ち ｗｾ へで 、

しかも宿主呆をｾｾちきれないみじめさ

よ。

英図仕込みの ｯｽＡＭＮ 博士 ｉ ＺｴＮ砺 ｾＧｮｵ 主

力とを以ってklt 築界に於げる - j j の

雄であるが、 ある時 Kf l白 (?it 時来煎

々折、後に首惜〉の令娘新万? の何淡

に般かれ、手1>1，同i l l : し r: o ｋｦｬ 自 の ｒ ｾＧ

宅 11 ゴンドノレ氏の設計で、 その頃と

してはまことに堂々にる洋自官とこれ

に銀総する日本官官とから成り立つ。

この利 ti" i見交の居住形式から色キと

事ｬｐ ｾｬ な駄がめり 、 第 ー、 ヲ ｚ 闘で靴を

スリッバにはきかへなげればならな

かも洋官官に遜るのにス リッ パとはき

かへるなんて却って失稽だよ 、 と。

い さ、かにめらつにが、 とうとう博

士にひき十られて、 そのま》際接室

に主立つてしまっ7こ。なの依りきれい

でない1怖が、英図直輸入のな1辰な卓

子のドでも t ; ( ，ぢしてゐ f こ。干1なく

主人公[ 士白足袋にスリッバをつつか

げで乳( I れ、認がkf: ょっ t: 。人o射

る伐な Kf 自の雨l i . 線が何fごか: J X 4 の靴

允きにあるよ Cで〈すぐっ r: <、 と

りわげ 、 こ、[ 主性にしょうか敷物に

しょうか［ｾの話ーになる皮に 、 足もと

が射すくめられる心地がし 1:。

段の問題111 l ! e に幾度か解決される

べき時期を泊りすごして米 1: 。しか

も依然として停の如1< でゐる。近頃

のほに、iill 築家1) ' r . 信銀的になり 、法

会くだくような総力全失ひ、玉三紫的

になっては( i u::!i まに幾年か合 ik ｦ ｾ へ

ることでめらう。

CB)  

パ yf r 0党助して、代丹11主o減る

ことは、時節柄 まことに結情なこと

でめるが、昨今のパンの品伐の低ド

ねにフラン月バン I: t . 値段がゐがって

川，ＱＧ Ｐ よず存ち 、 ＡｴＧまげに Ａｩｩｾｾ いスポンジ

のようになり 、 Il ，Y . 斗まんなかに大き

な う つ ろ が め る の は ど う し t: bの

か。む米の代 ITI にパン、バ Y の代月!

にうつろの; j ' の空ぷで lよ、仙人にな

ってしまう。材料も不足だらうし、

労金も鴎つ t: ら お そ れ に 燃 料 の 節



約など色々の原因があるのfごらうカ: を一般的 な企業: の 1-. にも 示し f こかむ

少しひど過ぎる粗製である。凶民の とて何が ｩ ｩｌ｜ ｾ 、こ とでめらう。むしろ

栄養 u豊力 に影響のある 三E安食料ピ カ・くして こそ、 その企業全 いる、 建

げに大いに研究全要する。それにつ 築物の設計には完全なる技能を後採

りても 、思ひ出され るのは次の話で し、い はゆる建築家が自分の住宅 を

あ る。前 敵討il大戦後中村琢治郎兵力 : 設計する ｅ 主のｾ子結果が認まれるので

メシヂルゾシ民主? 訪問され仁左き 、 はあるま いか。宮本武之l間博士 も、

「関東大震災後東京の建築はどうな この鮎にふれて、 「…・ 0 ・従来技術者

ってゐるか」との先j J の質問に「第 が手段の入、 j J 使の人として軽減さ

l に建築助成合祉が出来て、資金の れ fこ理由 l立、彼等の多〈が来約的投

融通と設計仕督をやってゐる 、第 2 術に拘泥して、技術に立脚する経図

は建築主力; F : ! ら資金を7調主主して設，i十 宮野氏のJ色気と識凡とを以て社合図家

にこ雪烈貢献すべき技術本来の使命を

者又は施工者に依頼する位でめる」

と答へられ7こところ、 メy 戸ノレゾン

氏は 「それは{ 中身呑気なことだ、 そ

んなことで東京の復興が念に 11'，* る

Tごらうかー .J U 悲し 、てゐ f二との こ

とでめる。そして、

「臼分等の凶 ド・ィッでは、戦後の

非常時に他人の調達する資金をゐて

にしてはゐられな L、。大建築物より

先づ生活にRI J し1: 建築が問題であり

食料問題こそ念を要するものでめ

る。そこでパンを如何に安僚に祭1 : ミ

多く する かに就L 、て研究しに結果、

個々の交弱なパン製逃所では到底 11荷

足なものは H' ，* ないから 、理主肝の同

業若手伝説外して共同資本とし、 i ヶ

所に相官規模の製造所を造ること〉

しに。自分はその設件や企宣IJ に点奔

11W走し7こ。 今 も、 これかも 5軒を l ケ

}i) i に統合しれパン製造工場の設立f に

とりか、るところでゐる・・. . .J  l: ，;1干

つ 1: とのことである。

思ふに 、 ｾ築家が企業Ｈ建築工業

としての企業でなく〕に迄手伝 WI す

ことは、十ゐ」、んとおせっかし 、なこ

とでゐる。が、まに遜常我々が況に

そうであるよう に、 建築家! : l 、社舎

が述築物を要求するのを待って府れ

ばそれでよいのどらうか。建築家が

建築家としての本分を忘れ、商資詳

し1: ｲＱｊＮ ＱＺ ｾ 、に なってしまふことは泣

くべきでゐるげがど L 、建築家が、

その職業上の; Nuきから自然と獲得し

7ーでもみらうところの級戦的な= 寸能

忘却して顧みなかっ 1: ところにー半

の浪曲がめる j し そ の 若 「 技 術 者

の道J で語ってゐる。

全〈 、 ) 郊の経園輝氏のl ' I i 1寅も識

見もなき 建築家カ: 、唯豊島I t t l : 計算尺

f t ' 盗って件 --'<1: るは何とも疫念な こ

と であ る。 先づ 、 耐Ｚ舎か ら ｾｬ Ａｾ れて建

築家の存在しないことを? 知らねばな

らな ｌ 、 。建築家は 、 社合及ｾ築ｦｴＧ進

築 す ｑ 役目を ｾｪ 苛なはされてゐ るので

あ る。 建築主社令、本誌の名手停の虫n

き い か 〈 税 じ 来7これば、 ) z意義深

き事を訳者は 了件せられるであら う

下 駄 箱

、p

' -
下 駄 の 箱

下駄箱 と下獄の箱の相、迷卯1{liJ ? 下

駄箱 とは r駄を入札る容器でめる。

下駄の箱 も亦下駄を? 入れる容器でめ

る。そんな ら雨者会〈 同じかと云ふ

になかなかどうして大きな主主ひであ

る。下駄箱とし、ふ F駄の容殺は我々

の家庭のす闘にあるところの、少〈

て5- 6足、多げれば数10足の下駄を

入れる棚であり 、 下駄の箱といふ下

駄の容器は、 我 #が下駄を質ひ求め

れi時に 、 その l 足を入れれt;lUti であ

る。どういふ ｾｩ 浮かむか 、 どうし ＱＺｾ 、

- ・・・・・ ・・・・・.

lまくいんねんこじら いれきがめるか

らか、 この 2つの同じような詩句を

以って、我々は全身主主つれ物を表示

するならはしな持ってゐ る。ところ

力、 こうし、ふ事情念特にこうしてと

り仁てて舎かなげれば志望，首! H正附か

れない限、至極すな lまに 、卒素こう

し仁詩句を巧妙に使ひわりてゐるの

でめる。 これは務自j 自慢の長い怒J ) . ' .

が然らしむるところであって、我有

吉山! の使用者U: 、 その怪史の- : hによ

って規定されてゐるところの ｊｾＱｽｻ 司に

到する概念によって、怪しむと ころ

なく 、こ れらの怪しめば憾めて怪し

い清ul を、平然在して 11 常用ひてゐ

川

μ

口 正

るのである。これは複雑怪苦手な日本

語の特徴でめらうとか、 合理化なド

イツ誇にはこんな例はないであらう

とか、lま今筆者が設かん とするとこ

ろではな L、。筆者は、こ の下駄箱と

下駄の箱の例をかつぎ / 1 ) して、観念

の固定 とし、ふ問題を述べ、時局に糊

係深い建築家への問題に鯛れてみる

是正なのである。

5  Ｉｾ＠ 15 日の大阪時事の記事による

と、大阪近郊の岸和聞に於い て、防

空地下貯水槽を造 ると あ る。 ! ケFfr'

550石入り 、 1500闘のものを7ケ所造

るといふのであるが、岸和田には t

水道がな いので 、ー旦空事耳石? 受げ火

災を起し 1: 場合の f こめの施設なので

める。 こう L 、ふ言f裁を' 1r 施せ られ る.

にL:lJ !C; ，命日事者の充分なる研究がゐ

って、めれ これ と考へ認し考へつ め

れあげく 、111 ここに務付いれのであ

らうから我等門外渓又何 をか云はん

やでめるが. こ の機舎を もって、岸

和問の質例にことよせて、小都市の

防空防火施設に抱震の一端 を述べT二

〈思ふ。

空襲に限らす'、火災に際して最も

必要 なる 消火 用水 をすn1PJ ! こして充分

6 9  VI I I  



に得 るかは、都市経替上の重・大問題 家庭に貯水t蓄を設ける こ とa' j漫れ b

でめって、岸利回の質例の虫fJ ( 地下 とする 。火災に際してポンプを必要

貯水槽を持とうとする の は 近 i待の とするよ うな施設でないこ 、主力 に

涼行の感があ る。上水道金持つ都rI i よって 自然 に放j J<. し得 るとこ ろのJli'

に於い ては空襲によ ってその水源 を ，'k塔を殺げ るがよし 、。 それは貯水槽

隠f1:れること を官もれて、 この地下貯 の計箆の .!m(  400米 の間隔を持つも

水械を殻げるので あ るから 、消火州 ので なく 、各戸に 1r国づっ設り るの

水としては橡備的 な もの と考へ るこ で める。 岸和 岡市では直償 400 米の

とが出来 るので めるが、 上水道 な き 地域 に幾戸の家屋があ るか知らな い

都市に於いて は全〈 第 l 義的 な消火 が、仮に 550戸とす れば各戸 にl 石入

用水 なのでめる。しか るに一方、敵 b の貯水塔を治れば、地 下貯水柑 に

機の空襲は! l ! なる 上笠通過の際にぬ 匹敵するも のt ql:l * るのでゐ る。 し

議的に燥組 a' 務すので はな い l 都 か も質際 には、2石3石入 b の貯水塔

市 を相蛍磁隠するまで徹底しれ爆濯 を林立 せ しめ れば' 効 果は1I!:に 大な る

が なさ れる ので あって、多数都市 を ものがめら う。且つ、水 源を天水に

一度 に空襲して住民 に尻を捲〈ら す 求め、雨水貯水堵 とすれば支に妙で

よう なこt a' せ子、 1' 都市をl i I 1嘘に める。かかる t益金治つでも燥加が命

なし、ついで別都市を といふ 風に、 r! ' しにも 、何にもならんなどといふ

幾何級数的にピ ンチをあげて空襲営 者もあるが、 lf困の爆慨が11l dl の貯水

敢行し、住民を右往左往せ しめ混乱 塔営破ほして畏れるのなら 、 まるで

に 導 く のが Ｇ￬ ｪｾ 法 で あ る から 、 例へ ｩｦ 狽合わな にかげでとっ1: よ うなもの

岸和 田の虫nき都市 も狙 ばれれば相包・ で、決してttl な商 i " ; : にはならん。大

徹底的 にやっつげら れる ものと芯は 都市に於いても貯水塔 にせす・に 地 ¥:

ねばならな L、。それに謝し、ー憾の 貯水村I[ にするのは、大容孟1のものa '

消火に苧じて役立つ程度の貯水械を Ｇ Ｑ Ｇ 天おく築きめげることの凶員 ｲｾ によ

主主る 主いふ計2Lは消火用水に罰する るのでめ るから 、 各戸毎に小貯水地

既成概念に談まられてゐるのではな を設りる自余地のあるところでは是非

いかと考へる。上水道のある都市に 培式を採用すべきでめる。叉、数地

於てきへ、 上水道の補給がなげれば にその係地なき筋合には、 これぞ l盆

それは- 1! 1! ¥の消火) i j として役立つの 上に殺りて、例の高野 ILJ 市街の屋上

みで、大火に 到し、又歎回相次 ぐ空 天水繍式 にしてもよし、或ひは- s ;

設火災に吉野して持綴カめる消火i 117k

ではあり棋は い。つま る ところ l 個 涼

の消火栓しかも滋命短き消火栓に池

ぎな いのでゐる。まして上水道なき

都市の l 個の貯水 槽は統然れる l 仰

の消火栓 と し て の み 役 立 つ で め ら

う。勿論、僅かの7kで早く消すとい

ふ ｪ ｪＧ ｾ ｴ から云って 、 かかる者ｾ￯ｉｩが貯

水仙を持つこ U ) ;無怠はであると L 、

」、のではな し、。"l lit: .、消火m7kに到

する 施設と いへ ば、地下貯水柿と い

ふ、悶7包されれ概念含排し、 その都

よ3・
n  

探 査

どうし日本人 lま治法{ なくせに 、i H

日寄やその{ 也の公のもお}i)I"で l土、淡1"s a'

111: き散らす必い風がめっていりない

特に伽光有1¥i !i の関西の到るところに

不t首( な主主"'s の汚鮎がめるのは怪しか

らんといふわりで 、 その J以帝市のに lb

-
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すすめ て、天井哀 に貯水怖を殺げて

これ に雨水 a ' 導入 しであd1i f 1I! : に妙

でゐら う。但し、こ の屋上天水鍋式

や/ f ¥屋裏貯水槽は何れも建物に不均

ー な る荷重を奥へ るも ので あ るから

な るべくは屋外 の貯水培が無事でめ

らう。 Tこだ、所 相 l劫火改修を? 施す場

合、 ( 事正論それは符築地域であ るか

ら〉 には是非共その錫の補ぽ工作 を

しでで も、 この11¥屋裏貯水情感ひは

屋上天7j<繍 を殺げ るべきでゐ る。而

して、 この式をおし すす めて考へ る

ならば、手 :d9J 式の 簡 易 ドレンチヤ ー

や スプ リシ クラ ーをさへも工夫する

こ とが出来 ると 雌信する。

大都市 L 津 山ゐるし、小郡司i 1， i宰

山あ る。 殊 iこ、岸和l 同級の工業都市

lま敵機の目標? こる駄に於いて決して

大都市に劣るものではな L 、。同じ1笛

みを持つ都市は多L、、 それらが 同絞

に地下貯水槽を這らうとせず、一一

地下貯水槽の既成観念を去って、自

由に考究して、 一一筆者がここに提

案したような、金も資材も少〈てす

み、しかも目的の還し易い方法に就

いて一考されることを希望する 。放

へて、下駄箱と下駄の箱をかつぎ出

して、既成観念のとリこになること

の危険 を述べた攻第である 。

( 15. 5. 18)  

閑 話

中 7Bi 
h

L

J
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Ｑｊｾ 取締規則カ Ｇ Ｑｉ Ｑ ｬ まし ｦ こか 乙 、 扶唾 ｬ 士

道路に吐かぬこと .. . ..j と。つぱ ・

Ｗ 二んとＮ ， Ｚｌ Ｑ［ｾ、て 、 ｔ ごれんと ｾｬＮ ｬ み 、 Ｕｕ ［Ｑ Ｑ

にわさ' わさーにんつばと云ひ仔へねば

ならぬ U 本 緑、日 本とし、 J 、凶では こ

うして二重 に乎駄のかゾるように 11'，

氷てゐる。規則の名隅としてはだ に

ん令話丹l に1:U : んつば I伺もその何れ

もが; な吋とするところは同じにんとつ

lまとでゐ る。 u本 lまこと t:. まの閣と



いはれて元*t) :こ主ぱの美 しい闘で

あっ7ーにも J的まう す' o: i から f Xi 字決 泌

が波ヰ そして 、 Ａｬｾ が 閣の閥 訴は 今で は

111:界ーや、 こしいものにな ってし土

つ t: 。 今こ '> 1こL、ム、 1
1
1]¥侠 の](11 きは

ほ八の一例 で、 :U ご外 lこL、< c，でも

あ る。 然 し、布、は、こ の小官官に於て

日本誇の問I ! [ にひっか 、っ てゐるわ

げにはL 、かぬ。ぞれはそれ t して j汗

腎の対 へ司王を進め ていこう 。丙ｾ人

!1淡の少 い入額でめ る らしい が、 H

本 人は貨: に さかんに事長を' III く、X ，fI

倣の除J係力、 c'， か 併の ;'1E
i

;L、人が多< f . f

! f なを 往H に 土きち Cす。 11鴫はn1か

やにおこうと思へ!1、 初↑ 買で押へ る

こと 1， / 1' ，*るであ 乙う力 、 疾 と はな

とはどうにもならぬ。尤も取締規則

｛士 、 ｲ ｊｴ や ＱＱ ｾ ＡｴＧ口 ｆ ーから ｉ ｊＺｉ ｾき ＯＱ Ｇ ，すこ と

を 禁 じ て ゐ る の で は な い t: v 街 1--

に吐きちらすな主いってゐるピげで

め るか c'， 、 疲やはながどうしでも tPI

るから とい って、規 WJ に剣突〈を7吹

はすわ りにはL、かな L、。疾 11択を吐1き

散 らすことは無論沼、い符慣でめるが

friJ 欽この ;o1!.' ，L、管慣が我々日本人にあ

るかを考へてみれ L 、。ま す' 考へられ

る こ い れ 道路に到する種目念 の 間 短

である。円本人、 い か に 淡Aき長 と

はいへ、決 して庫駅や、 ダイ l r..?!1 h  

の* に、無関とべつべっとやらかす

わりでは ない、 それがL' ｾＮ道路とな

る し い か に立滋な南1;袋がしてあ C

うとおかまひなしに ｮＱｾ きまくる。こ

れは，日本人が道路を建築物色完全

にかlのものと考へてゐることの常 減

でもめ乙ぅ。しかるに丙洋人はどう

か といふと 、道路を以って自宅の廊

ドと同様に考へてゐる。かれ C にと

っては 自分惑の私室 か (. - z v/I' ，ると

廊¥- -があり 、 その廊 F は延びて道路

となってゐるのでめって、 郎 ド左近

ｾｬ［Ｍと を 同 じ 概 念のもとに包減してゐ

る。松室の扉 l枚、 そ この 鍵l 本 t : 、

1 ( に彼等にとっては公私の境界なの

であ る。彼等は這E寄金 zvいに靴の ま

、で布、室にまで入り 、場 合 によって

l よその t 、ベ >' 1，"にさ/...... i る。 こん

な風切Ｈ ［ 、 道路と自宅Ｚとのい ｩｾ ))I }をI判

かにしてゐ る U 本 人、1・'1を以って、

その|旦lを以っ て、公松の槻 所 主みな

してゐ る l i 本人 にと って( 士、刊餅 3

n にくレ在ころでめ る。 道 路 に到す

る概念のカ，、 る相 泣 か、 米 Iffif羽入植

のt奈川のトーに表lまれてゐるのだと平f.

! l 考へ る。お まり に、 彼等! 士斗二略的

1  : 抜Ihll tJ ' 少し、。拐を? プルプ んな C し

て息 を，ｾ妓ひ込み 、 やがてガア ー ッと

ー Il+ ｾ＠ 1こ[ まなを 吐き mす 11 本人の不

作法は lli '1'でも事務所でも会3;f-でさ

へ も入荷ij を慌 乙す' 行ばれる 。 これは

ー績のはなの/ J ¥みか1:でめ f'，うが、

そばにｊｩｩｾ るものに ｴ ってこれ 以上 の

迷怒[ よなL 、。不快な感じはず・ぬ以 t

であ る。そこで fJ;. {- Ａ士 ｩＩＨ［ｾ の惚 ＧｦｦＰ

吹mして、 淡 や11i J ¥やはなぞn- l : かない

人干通 にな 九なげればな C，ないのでは

めるが、これ けザむべ〈 、解 決 し 得

ぬところである。寺比 ｾＡＱ 明かに 、ご

め1，こうむって、 Af<てこの不作法を

討してもらはなげればポ ケ y 卜にい

(  (. 紙 切Hヶしのばせてお い ても足り

るものではな L 、。総々は疾を吐〈、

11m会什ト〈、 はなヤ n- H、 どうして A

Hト〈。そ こで 我h 自身 なん左 か工夫

を試みねばな C，1.よL、。規 則 を作司"1:

n¥l lの人達 には何 のfl 慨 も な さ そ う

ｴ Ｎ ｾ Ｇ 。どうもこの規則 ｪ は人のポケット

のrl' の紙片を あて にして/ 1' ，旅 t: むし

い。た にか〈 、規 則 を/PI して祭す' れ

ば、 めい めいが来をつりるだらう 、

位の見包・のつりか t: なのであらう。

尤も 、 時 7こま 、忠、ひがりない道路の

片 隅 に 淡 査があって、足でペダんを

踏むと事: が聞くといつ t :式のものが

凡 られ ぬでもな L、。がこれらも試験

的 なものでま t:' ま?ご大勢の泡行人の

によりにはな らぬ。 この間レビ ュ-

T 見 1: ら、 こんな 寸劇lがめつ 1:。 新

し い商貨といふ題で 、 色キな ｾｩ 渇 ｩｦｴ

の1- 1' に、f実資産主 いふのがめらはれ

る。この疲宣屋 lま手に絞査を持ち 、

主E行人が淡を?吐 かうと す る し ゃに

ｬ ＱＮ にｾｴￎ 鳴 って 、 その 官に日 ｴ ーかせ 、料

令 Ｑ Ｐ 銭むと る 。 耳、心 Ｑｾ ト者が ｦι ふ〈 街

路仁に吐こうとす る し こ の妓褒 民

はきびしく Ｚｾｬｬ ｬ 上し て 、 ＢＧ ￟ Ｈ 買取 締規則

の ｧ 也旨を謹ベて 、 規 Ｑｾｉｊ の 徹 夜の ｴＺ め

に片棒含界 ぐ のがこの J 剣の 111であ

るのた'カ:。今I: J l ，しこの広宣民 l士不

阪な客 に出くわす。客は、夜をく、

1. 1ごま '> 10銭 はお いか らま りろ 1!  

といふ。まげないとみると 、客 は ぐ

っと疾舎 のみ こんで行 ってしまムコ

主いふ とこ ろで客を笑ばして幕。 こ

れはい さ、か行きすぎである 。平f. に

も一案がある。戎ひ[ 士レ ピユー以 1-

の行きすぎ かも知れないが、 日日5注し

て説者の笑ひに供へょう 。そ れは、

市遣を歩道左の問、或 ひ !1歩道左験

地との聞にある 、滞、消といって L

それはみな l稽渠であって、迭を 歩 い

てゐる人 には凡 えな いので あ る/; :。

あの暗渠のと ころどころにある台所

葉、 この茶に淡査を仕込むのである

炊奄を仕込むと い っ て い 漏 斗 却 の

受念物さへめればそれでよ し、。 底 は

絞りつ欲しで よL 、。 伎はこの漏斗湖

の金4むの線透を すべって令所に落ち

こむ。この金物やその附近の汚れは

附廷のへ h が毎朝J k射栴除をしても

よし、叉雨は資に 充分に清掃してく

れ るであらう。 かく することによ り

僅 か な 酬 を ぜって、 まち全惚に { j

対j 適切な f亥賓待充分に西日置する こと

カqB来、規 則 l士向ら 尉1行されるであ

らう。
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樹も 同じも の にキ目途な し、。 同じ L の

に何故か< 1，ゃ 、こしく 2穏のな 土

へを 附げ 1: か。そ こが それ近代 li 本 ，

7  1  VI I  



文化の浅i l ¥i なところなのでめる。並

木、 なみき 、 まこ t に耳Y わりのよ

いこ主ばではない か、 カ' イロジ品、

これはまになんとごみごみし 1: 不↑ 4

4吃! なでゐらう。をま背どうりに、 口 か

ら耳へ体はって直ち に その意味が 了

解されるといふこ主は訴には必須の

{ 様件でみる。並木の如I < 、 RJ I ¥被みさ

れる語! 1 大惚に於いて了解し易〈

I埠1 ｾ＠ ｾ央り カ［な ｌ 、、 ｭｾ 杏ト ｩｩｴ の立 ｊｉ く Ｇ￬ＧｦｦＮＧｬ ｴ

みされる語はまことに聞きとりに〈

い。な は 、 並木の 虫 ｮｾ 語こそ古〈か

らH 本 にあつに純粋な li ;本語でゐっ

て、街路樹の立f I きは支那か ら旅 1: 淡

誇であらうかと考へる。園学改良治

の如きにこ、では陥れるべきでな い

から 、 早 速 本 題 に入ろとして、こ の

問 題 に 興 味 を 持1: れ る識者ーがめれば

攻の害 者 ｾｉ によって何れが ｩｦｩ の ＱＱ［ 本法

なりやを考へて 凡 られ ＱＺ ｾ 、 。

若 返i 鋭 とうめがね

挑 唆 rj攻 めさがり

O t 築物 1: てしの

時 淡 7、んつば

夜 襲 ょ う ち

i l i . 頃徒に問ゐられる語で{ 士、 間 ;[1.

引、貿tli7、資 惜しみ、 J ! U司? などは，1111

5費みの詩l ! 1 l ち。支い 詩でゐって、統

制、鱒 ｊ 梨、 ｊＳＲ 務 、 などは ￬ｾ 被みの Ｚ￦Ｚ

い. 法でめる。

まE で、それはさておき、約キi . : t !l iI

.  .  
木ｾ凡てその Ｑ［本Ｑ［ 本カサーち並んで

ゐる虫日〈思ひ別 に 不・' :5' に L 忠はぬげ

れ ど い 1 ; 本柱オえが)f. って知ればそ

れには必子、 別 に 1;本の木が添ひ立

ってゐる乙とを知らなげればならな

L  、o J] lj の 1 ［ 本のｾとは 、 並木の支怜

になってゐる愉丸太のことでめる。

jlt_木l土谷: ; Th20{IC l F . 位迄はこの支性を

泌さぬ色 、風! こ仔I! されるお・それがめ

るので 、 大j択の' i 1;. 木には支柱が泌さ

Jl てゐる u 主性 11杉 )Zl i t合の九大を

用 ひ る が、 来日 7- 9側、 J差 別 8米

位のもの 'S: 2- 3本 打 ちこみ、それに

械 木o とりつり 、樹木全主へる》丸

大の命{主恰でまづ 5 イド位でゐりう，か

VI I 1 7 2  

ら、 改 h 取幸子へねばならや、t黄木を?

干T ちつりる釘や結束鍛線の取努はも

っとJ j ' ( 繁にn はれ*J ばならぬ。今京

都のl U < 永の数を約20，000本、 大 阪 の

を100，000本、 時'1' 戸のを 10，000本と

侭ｾして 、 京阪市 Ｇ Ｑ ， Ｓ 都 で ＱＳＰ ， ＰＰＰ 本、

それに凶道府県長遂の分全併せればさー

っ と 200，000 ;本といふところでめら

う。この200. 000本 の 扱 木 の l 本 l 本

にl組の支柱が必要でめり 、 l組 の 文

字 ｴｾ 諮る仁めに少くとも 愉 の な 木 2

本ｾ伐るとすると毎年

2 本 x 1Qι旦2杢 = 80， 脚 本

5  1. 1二

の愉は伐り1 f 11 されることになるので

あらう。私はこの愉丸太の消伎が勿

惚な〈思へでしかにがなし、。こんな

愉丸太はせいせ' い 2 悶位のものであ

らう。 ｾｖｴｬ から 云 へば ｩ 些少と るに足

らな い かも力lれな L、。 然 し、孜が凶

で は 故 L 叫慌にあると信ぜられてゐ

る資材すらも しや

戦 線 使

主主鴻のやうに越伏する li _ l 袋地帯、

それをl ( ll i : ム森林の約が目に泌みる 、

大 隙 のZEは厳〈深い 、丘 陵o縫ふて

ゆ る や か に 曲 折 す る 只 1;本 の 成 い

道 、武力; 兵"YI，輸主主路t: .，近に沿ふ 1: 問

地にゴ、チヤゴナヤと建て込ん? ご一つ

の楽務 、 共の楽 ｶ ｴＮＺ の ｪｾ 白れに沿線歎 ｼ 喝

粁に百Ｎる地域を警備する僅か ｏｏｾ

の訟が約兵が主査かヌド啄力、 C典(f れて分

r t L してゐ 1: 。

毎 日分TI 1地の環 !fZ整主' [ をやる位で

{ 也に給}!Ijlfl のない彼等 li 自分主主= より

す・っと商iI 線に准/ 1 ' ，して述 U の j孟暑を7

ＱＱ し困革 ｦｦ ｾ な作戦を綴げてゐる友ｷＮの

勢音寺会 J41ひ何か勿憾ないやうな務土

ないやうな訴が するのた・ つ ＱＺ 。無ｾｬｊｬ ｬ

を・ ｉｉｉｾｩｾ つ彼等に ｊｉｘ って 、 411 H に一変

づ ｊｴｾ Ｇ 僚と共に本啄から ト ラックで

μi げられる懐しい主主闘力、 うの 'r!!: りや

なか手に入り難いことはI : : l ' ド凶民が

ひとしく 骨堂験しつうあるところであ

る。訟は、放に、 この伶丸太に代る

代用支柱を今のうちに考へてお' かね

ば な ら ぬ 主恩ム。ヨンク リート プロ

ック製の支柱などどうか。聞くとこ

ろによ ると上海などで は丸太扮底の

1: めコンク v - 卜プロッ ク製の女柱

を 現 に用ひてゐ るとの ことであるが

M等 の 工 夫 も な く ぷ っ き ら ぼ う に 使

ってゐ るにめ不苦手 ｾｪ とのことでめ

る。これにき到し色荷主利巧な考案も

あらうが、コ y クリートプロック そ

のま、伝用ひ るにして も多少主主を蹴

って用ひ るならば並列の美しさ位は

4牢られるであらう。

×  ×  ×  

街路に疾宣告? 殺げる閃極と 、 並 木

の支柱の問題とを、都市言Hli 技術者

に提 f¥l l して、その針策{ t > 希遺して之社

をi閥く。 ( 15，4，30)

'1立 間 俊 千子

慰 問袋のづっしりはし、つれ大きな麻

袋 の 到 着 が ど ん な に か 待 選 しい もの

であつれこと t: らう。 いつも兵舎の

'illl に立ってゐる歩n?f が 比 の 日 天 際

を限切る E 咳の鞍部にポツ y と豆粒

のやうな連絡トラックの委を霊堂見す

るや「オ ーイ、来れぞーツ」と川ぷ。

ｲｾｱ こかーツ ｪ と際じ に兵隊の胸は

もうワクワクしてゐる。俺にも* と

るかナ、何:;i!i li 艇とるかナ、言住かも衆

とるかナ、受 取 ら ぬ 内 か ら 様 々 の 想

像を?勉らす、 思ひは殺しも同じt:. つ

れ。 ￨ｩ｢ る比の円兵舎のｾ庭に ｲ ｬＭＧＮて

中線となり i 三土しL 、筋 骨 に 灼 燃 の 陽

光 台 一 杯 に 裕ぴ乍ら 薪割合やってゐ

る兵隊が舟f こ。戦友が械か む彼に聞

い 1:0 rオイ、手紙来? こかJ rウ ム

* なし、 J 徽 墜 に な れ と 打 rす手 斧 の

ｾｾ互に鮮かに叩き劃 ｪ られれ松材のー



Jすが ノ、 ズミを 日食って大地の土全角IJ

ね、 UZ許り バ ツと飛」一つ f :。彼は

今の彼 の気持に最 も遡 は しい仕 事を

してゐる や うに見えすこ。戦友が「パ

カに凄え ) J が，'1'，るぢゃ ないかJ と冷

かし乍 ら平手で ハタと彼の 背を どや

しつげ ると「ノ、ツハツノ、ッ」 と始め

て彼は采快な笑ひ笠智騒げTこ。めっ

きりと忠ひ l直して元是正を取戻しれm

士の心が それ丈銃後の入金縦れて行

〈と云ふことの出来ない宿命的な民

族 愛 の つ な が り を 私 は 愛 ほ し く 忠

ム。彼の豪決な 供笑ば彼 に到す る銃

後の不用意なる等閑を怨じれ彼の ヒ

ステリカんな; 焦級会白期するもので

あり 、 それ丈聖められ j : 彼の魂をな

は祝脱してやり 7二〈忠ふ。

×  ×  ×  

その 日はどんよりと雨もよひの空

の俵符か lこ暮れで行つ j : 。耳を澄ま

せばワ ーY/: 云ふ一面の蚊の弱 音で

ある。それを厭ムよりもそれに依っ

て故郷の夏の 夕景が忠ひ 111 されるの

どかな薄暮であつれ。何虚 かで呆げ

すこ織の鳴を、 ギエギ エ と怖く豚o小

屋に i亘込む部落民の怒濯、警備衛兵

の交代する靴音、部閣を縫 うて λ ー

イス ーイと貨が飛ぷ、生Tの消え Tこ大

部分の部屋ではもうみんな蚊I擦を「吊

るして早くから宛てゐ f こが、裁る l

室では兵隊が 2 入、 ロー ソクの灯影

で胸棋を指してゐ r: 。ょっLt " ! : 気げ

宇嫌ひの下手の横好同志と見 えで と

うとう十時、十一時が* ても 、 まだ

熱中 してゐる。巡察兵がやって来て

部屋を覗き込んだ。 r コラツ貴様 等

何時 まで灯 を鮎げとるか、 明日ロ ー

ソクを分げてやらんぞ j rウムもう

智〈待って呉れ、銀 るよ 寂 るよ」 巡

察兵の靴音が速さヲ、って行くと後は

深海のやうな絡げさがある許り ・・…・

ダ ーY*ff いてダダ ー ンダ ー y 、前t

Wt:' ツ ! WI 棋をやってゐに 2 人[士 フ

ツとロ ー ソク会吹き消すと同時に無

言のi進スツクと 立上つ j : 。 裏山に 立

ってゐ 1: 歩哨の l 人が縛が るや うに

駆 り下りて 氷 る判bf i 、約;j J Ut' やって

ゐ7こ2 人 lま相鎚 s Ｍｴ Ｂｊｮ￧ 言 、 ほん の ｩｾ

く閤 '，1' でごそごそやってゐ仁が何時

の間にか武装を終ってゐに。キラッ

ツと銃剣 金引跡 、て銃i J に袋:'aする

背丈がピチ ｹ と冴えて ｦｬｾｪ え ｦＺ ｯ キ目前

後して 2 人が漆「阜の戸 川の問に T時n'l

して行つに後は、 バチンバチング俗、

¥" 1" ¥' 、 ピユ ーンヒユ ーノレ、、、、

ンと云ム敵E患のEi 丈がIl rr しL 、。 銃 FE

が始まって 5 分、警備隊はこ左りと

も云はす，まるで死ん? ごやうな抑げさ

の内にてっきりまだ大沼分の:者t:l:)I:J

入ってゐれかと忠ひきや、兵舎府主主

の抵抗陣地には夙つ〈に7k も漏らさ

ぬ舷駁西日備が完 了してゐ j : 。銃眼力、

Ｈ， Ａ［Ａｾｩｍ ｦＱの ｉ 安から閣の 底に 滋 めく 敵

mるのか} ; 1} な いのか分らぬ科ひっそ

りしてゐる。併しどう云ふものか敵

は現在居る 地貼から 一歩も近付かう

とする糸引がな L、。兵力が少なくて

/P，澄カ :/P，* 子、ひ7、す ら1敬のカから

の按廷を待; 焦がれてゐる警備隊と し

ては' f ( にじれつ7二L、限り だ っf こ。 ノJ

チ Y/: 汗がしれと忠ふ と、了皮傍令

となって分隊長の許へ念ぎ足で近つ'

か うとしてゐ 1: B 上等兵が念、にがっ

くりJ } t を若いに。 rどうし7こツ j と

椛友が駆寄って凡ると 膝頭がべっ と

りと鮮血に 彩 られ佼自 に も〈ろ くど

すJたかっ7こ。窃務室で は衛 生兵力Z ロ

ー ソクを' 黙じ .h' - J ' -t1e0立て』戸外

への漏光 を遮 り乍 らB に救急虚置を

施してゐ t: 。衛生兵は色が白く 女 の

を' n況も、鋭いH良が光ってゐ 1:。絡 事正銃 やうに1憂しいE買をしてゐ 7こが言動は

座からは機除j銃の冷? こし、銃口が符か

に司見L 、てゐ fこ。カチ y と音がして敵

の 1S翠が兵舎外照の煉天 1; 放を? ぷち

ｴ￰ ｾ 、 ｔ こ。バラバラ と土が務ちる 。 軍

刀を摺ん7ご聖子J i G隊長の三廷が機協I銃の

陣地に黒〈 ヌツと 浮んだ。隊長の吉年

名、、7こ低い; 設が稔すやうに 兵隊の耳

栄公打 つ 「自民 t:l:300、斜右 rl'l IJ j lOOO米

の| 波線及斜左 JR務後方の高地、 これ

に居る。敵の弾丸は比絞的低いが、

閤に銭砲の例への: i l l i 1J 、共れに距離

が1000tご、TS るもんぢゃな L 、、 こち

らも 同じ、 l敬が充分近妓して来るま

で射つな、分つれかj rはL、j rど

うも今ｾの御客様の挨拶は速すぎて

いかんJ 隊長の冗談に吊り込まれて

兵隊がグスリと笑つれ。隊長が指示

しれ陵線の包' りで 様ん にチカチカと

111光が明滅す る。 同時に兵舎の僚 を

掠 め て ピ ユ ピ ユ ンと i数強力 ; 流れ去

る。215 くすると 敵の銃建がピ F リと

止 んだ。我j J ! ま際f践しな いから 一瞬

諮りが: _ / - y となる。と再びグ ¥" ¥"  

ｶ と ＪＱＱＧ ，し ＿ 、 ｯｘ ピダリと ｊｉｾ む ｡ うと

j阿茶若茶に射 ちよくって来 る。こち

らの情況を?J1iひ乍ら射湿してゐるら

し し、 。 ｔ ごが能力 ＡＺｴ飽〈までｾｾＡＡｬょをヶ守

ってゐる。ちっとも手賂へがない、

凡 そ 其 の 容姿 に似げな い もの7ごっ

すこ。 ｲ 何 ｴＺＮ ｾ 、 こりや 、 かすり傷ぢ Ｗ ゃ

ないか、大しれ事! まな い よ」事賀そ

れは掠り傷 に相違なかっすこが、掠 つ

れ代物は甥丸でゐ るo ｮ［Ａｾから下 毛開

- iiii 1l '，血の? こめ lit ;}J;t: '
o

rこんな H音

問の現に撫でられ o とは俺もよっぽ

ど、 どうかしとつにわい j B  .1: 等 兵

は如何にも無念そ うで ある。血糊会

拭ひ順序正し 〈止血消毒の手話を施

す衛生兵の手付は呆れる許りに迅速

打。不意 に敵のチエツ コ機銃弾が聖書

務室の産地に命中して 、15・6放の去

をーぺんにパツパツと粉微盛に吹飛

ばし7こ。天井板が亡くなってゐ7こか

ら破片が パラパラ主床に散って来

t: 。衛生兵は見向きもしないでつぶ

やい7二。 rこん畜生、静かにしろ、

挨が立つわｾ、 ｊ 最後に衛生兵は紛 Ｑ 帯

を巻かうとし7二。 r了 皮膝 の所なん

どが何とか旨〈閥官官会包まんやうに

して呉れないか j rナェ? どうして

t:'? j  r歩げな L 、j r歩 かす・ に寝て

ればい〉 ζ ゃな いかj r潟 ttli0云ふ

な、俺 に!:l:命せ' られれ任務があ るん

t:'j ｲ それは心 Ｎ Ｏｬｩｾ し な くてよし、 、 ち

ゃんと交替して笑れてゐ る、f倍も 組

んでおーい1 ' : j rそうか、演 まん ーj

7 3  v 川



「ナ］ ア 、 妙な獲を ｾ ｦｂ すな ｪ 粉 ｩ 殺は

了っす二。 rぢやじっと休んでろよ 、

無断で抜出してなんかpt( やがつれ ι

明日から手笛・をしてやらんからさう

思へツ」衛生兵は斯う云ひ棄てると

バツと戸外の閤ｾ消えて行つ Ｗ 二。後

に取浅されれ B 上等兵は衛生兵が浅

して行っすこ最後の乱暴な言葉を反事3

してゐる内に涙がこ lまれて来 t: o B  

も衛生兵と共に現殺の若い兵隊でめ

る。 B は同い年の衛生兵が兄のやう

に忠へT二。 … ...... ・H ・-・ー と云ふのでｾ早〈退散し ｔ こものと見

敵の銃主主は全〈止んTこ. 9 同時に敵 られる。

は退却しすこ。とうとう聖書備隊はー務 笠1到し、つものやう に早起きを しTこ

の際射も しないでしまっ t:o 300*  警備隊の炊事包' 脊兵はまる で何事も

にか50091計二か知ら ねが、営従の敵は なかっTこやうな顔を してl ! '1 唄交りで

完全に僅か0 0名の我が整備隊に院 例に依で倒の如ｾ白菜と豚をかきま

みすくめ られ に形?二・つ1:0 ｾべら 流 せ'1こ味噌汁{ r 炊 き付げてゐ f こ。

f践しでも不気味な程絞ま り返ってゐ 居者i掌f，v，進議りの名調子 /J;.!i)j k と朝

る我陣地は敵にとって はI礁か し不可 援の ＱｾＱ に淑げ 込 んで行く 一一

解なものであっ仁に建ひな L、。まご ペ主主介! 務、町よ い茶の l-H所、緩やり

まごしてゐて逆に色因 されては事Tご れやお茶摘みに ーーペ

7 月 競 正 誤 表

執 筆 者 名 及 頁 数 | 誤 正

天 沼 ・政 岡 4頁 下 か ら12行 阿 ・ 昭 和 9年 6月は 昭 和9年9月の設・

同 9頁 中の行・中門上正背層面は 中門上層正 背l百の訣

同 中の行 ・問 料!こせす・は 問 料束 にせするの誤

同 13頁 上 部 卒l百l副は90左に廻し? このが正しい。

同 18頁 第 3 闘 ・下から 4i1目 ・般 若 心理 般 若心 経

同 上 同 下から 36 目 5 色 のノj 、石 五 色 のノj 、石

同 18頁 第 6 匝l ・上から l 行目 5 霊 塔 五 霊 塔

同 19頁 第 7 岡 ・下から 2行自溺*屋棋 素 屋根

同 上.
ｾｾ Ｘ 岡 ・」 てから Ｒ 行目 Ｕ 重塔 五逗. 塔

同 20頁 第 101@1・ートーから 2行自 5 行 目及び 7 五 輪

同 J 二 行目 の 5 輪

第 12問 ・上から 6行目 9 i輸
九 輸

同 21]:'.1 都 141同・ _I - . から 8行 日 誌 べ 週月τl木 述 べたilll l1.j 水

同 24頁 Ｍ［［ｲ ｾＲ ＴＱ 花 Ｑ ・ 第 ｬ ｨ 目 ・ 屋 穏 屋 根

同 27rl 第 131lffi l ・下 か ら 411目 ・校 輪 再 校 給板

同 28頁 ｾ｜Ｓ Ｖ 問 ・ ｪ て か ら Ｔ ｩｪ 目 ・ 頃式 頃 様 式

同 30! ':i 気性O間 ・ー卜，か ら 2 6目 8 Ｒ｜ｾ＠ 八 3iE

同 34頁 第 431日l ・ー|ーから 2付 目 伏 との
伏 鉢の

tM2困 ・ートーか ら12行目 類例美しき がら美 しき

上か ら13付回・ ヵーらの な き 類 例 なき

瀧 津 ・35頁 ・、右側 」てから 19行目・ 玄装 玄 界

村閃・ 42頁 ・左 側 十. から 19行自・公開されたと 公開されに こ と

下 から 9行 問 ・高揚せら f二割 ザ:j扮せら れ ?こ貼

藤原・ 45頁 ・左 (!!I J ー1-.から 17行阿 ・獲 頭 猿 顕

同 右1l ! IJ 1-.から 17行悶 ・千釣 千 鈎

下から Ｙ 行自 ・ ｗ ｾ 釣 ｗ ｾ 酌

吉村 ・49頁・左( f ! IJ 上から 9. 10. 11. 12行目i

50頁 ・右 側 」てから 17f j 目

擦 標

5] J :'( ・右 側 下 か ら 2行日

54頁 ・左側 」てから 3行目

同 52頁 ・お 側 下から Ｔｾ Ｇｊ目・三手先 棋 扶 三 手 先科 桟

V I I 1 7 4  



i T 町 ゲ! "視

4 理事7 j S 問問

2 み干l J "' i出 矧

τ］ττｾ 言す ｾτｺ

-

正 問 外 観

1 勝 平 面 図

;i ' ;  ; ' f ' τ7 

・?・': " " "

4 ム以斗斗J

f也階司王面刻

( イ ギ リ ス) ロ ン ド ン の 女 子 宿 舎 建築家・ E. Maxwel l  Fr y 
VIII .， 



玄 関 ホ ー ル

食 堂

」 l|
マグ1

台 所

V IfI 2 、

( イ ギ り ス) ロ ン ド ン 女 子 宿 舎

渡 ;j;i 

至宝し、検索む宵人のため安i買な宿舎を翼へる却を目的

として企てられたもので，] 4 シ リング0 ペンスの中

には羽夕食と 日瑠の縫食も含まれてゐる。此の縁な

安い間金で維侍するためはに勿論1I/ iiiiv方法ではし、

けないので ] 室に4 人づで守容れる事とし，之をカ

ー テJ で仕切るヰIが出来るやうしてある o 此様な室

は18室，収容人員72人である。

3宅地各暗に浴室，随所，洗面所があり，最上限に

は病室があり， lj Jl31聖には鹿い共用洗濯場，勉強奪が

あり s 枇交灼Zコ室とL ては ] 般にレス トヲン， :::階

に談活 ｾｦｴ 翼笛室 ， 地帯に Ｇｾ 雌 ｈＺ がおり，通戯室はダ

ンス場とL て使用する事が出来る。向管E習と務手働

ぎになるべく入手を裂しなしやうに注意が錦はれ金

ffii ;7)他，使用人としては僅かに料理人] 人，女中 2

入，台所女 ] 入，助手 ] 人，何れも女で，之等の人

は ｚ 皇 室土 ｦ 長上時 Ｑ に設ナてあるが，下宿人は勝手仕 ［ ｾ

含手 ， ｷＮふ必変はｾ然なし 、 。総工費 ｮ 高ボンド，その

中Gi iJJ ポンドは用地E主である。

( A rchitectural  Revi ew.  March.  19.j O より〉

. 築家・ E. M a>. w eIl Fr y 



より主慢餓筋コJ クリート活様国的， 3階

建一郎竿地下降雪付，中央の一戸は左布の家上り

E費分鹿( ， 室! ! i も 多L 、。即字、1 階には車軍が2

室，女中妻 2 室，台所事あり ，護所床は白リノ

リウムｩｊｎり， 玄 関 ［ 土床赤 禍 ｾタ イ ル張，ｾ白及

灰青色階ゑ灰栂 主。 2 階は苛仕切事ナ折盤Uうほ居

間，スタディォ，食堂を一室とする星野が出来る

が，居潤とスタテ' イオのー却は床が! 也の部分よ

り- f . I1高L 、。居間の床はオリ ーフうグリ ーン色

間仕切戸は臼，窓は百|戸になってゐて大部分含

開政する事が出来る。 3階D tJ; 用寝室及乳母主主

は浸透を盛込む事が出来，叉子供履室 王丸f証寝

室との: ' 119仕切を折昼めほ 3 室長ナ] 室とL て用ひ

る事が出来る。

( A rchi tect ural . Revi ew， Apri l. ＱＹｾｏ より 〉

1 勝 卒 商 関

• 

• 

日 目 回 目

f世間帯平面図

( イ ギ リ ス) 3 戸 建 住 宅

ｾｬＺ［ 側正面 ［ ｾｬＺ［観

3  !l l苦平 面 邸

2 階 卒 西 国

建築家 ・Erno Gol df i nger 
3  VI I I  



間仕切をした場合

間行・切をL た場合
間仕切を折盛んだ場合

中央 住宅 ＺｬＡｾｾ 苧而潤

間仕切を折ｾんだ場今

中央住宅 2僻ZFi 百調

スタデイオより食堂守盗む スタデイオより居聞を皇室む 包 問( 玄焔J { 1j)

居 間
小 供 室

V lI l  4  
( イ ギ り ス) 3 戸 建 住 宅 渚築家・E r r・o Gol dFi nger  



車 寄 夜 景

ハリウ ッ ドの或百数な映繭 雪祉の事務所である。

j ' ランが還ってゐるのでE互に掲げるD

図形のプ ランの主な目的は事務系統が最も能葎 ｾｊ

に連絡する篤と，スター主主タ何の: ; j ' I 努室へも容易に

11 : l 向〈ととが出来るおとであるρ

一戦に設けられた宣言語棄は ，自証t作占己の試罵とi最

近のア イノL ムの早期濫貨とのおの小民社携に，簡明に

! i l ! . 更出来る徐に作られて乙る。

( Archileclural Forum.  Ma y， 1940 よ りJ

( ア メ り カ) ハ り ウ ッ ド の 事 務 所 建 築

1.' 

建 築 ・ Gor don B .  K a u f ma n n  

庭 園 ・ T o mmy T o ms o n  

ずf tJi現

ヰI 務 室

zr 而 問

5  VI I I  



古 建 築 新 抄
( 17)  

法 隆 寺 主 主 堂 ( 前万の述物は箔殿〉

藤 原 義

食:
ド

ゥ

u

f

ニ

、

!

'

ー
-

食堂は百fgの食事を「るところで討? から大ぎな伽

監には ｾ分大きな食堂が鏑 っ てゐた。天平十九年の

主主隆寺資財践には食堂，長十よ二尺， 鹿五 丈七尺，

性高一丈五尺九寸といふ記録がある。 とれは飛鳥時

代からあった食堂と考へられたものでこれだけの大

さがあればf f f ) 人カら 1α 治人位の人がゆっくり食事

をするととが出来る。今法怪寺には奈良時代に鍵立

された食堂がＺｾ っ てゐる 。 費財 ｉ 阪に記 すも の ｲ 丑どは

大きくなL 、がそれでも弐x ) 人や日∞人は容れ得る。 WJ

に細殿守備へ明快優美な奈良時代感略。採式をもっ

g[: れた建物であるa 食堂のi ¥' ! 物とL ては法隆寺以舛

にはあまり古L 、も¢はなし、。近江の園減寺にあるの

が室町時代とし、ふところ，少し風雪りなものには箔

磨の喬潟山回数寺に二1 I 1 1 ' i l ! l の食堂がある。室町待代

の建立で悌寺伽盤の 一堂として 二階建は甚だｾらし

いのである。とれはやはり多人数香子容れる必要から

傍堂と ｌ ては破天荒な試ろを行 勺 たものである。ｾ

宗伽穫にも往々食堂がある。富樫の一部に設けられ

たもの( 妙心寺の如し) や曲旧日産配鐙の中に堂々と列

してゐるもの〈策築山高福寺がこれで，事聖堂と名づ

けられてゐ 古〉 などがある。

寄 宿 山 薗 教 寺 食 堂

VI I I  .s 



東 福 寺f 京 司

日光東浦 宣 ・西浮

東; 司ス・西 浮

東司も函草野も便所のことである。とれが伽K f j 中の

一堂として時に設けられたのは視5号伽藍に於てであ

らうと考へられる。即ち長T寺閣の坐爾などの関係も

ある。全国で来司のtt 例は東福寺にあり ，室町時代

の建物でi草堂の直ぐ簡にある。委の一方にある入口

安入ると内部jは土j謂で中央に通路があり ，その溺側

に陵が! l f I び一部には湯沸所あ り，洗面の設備も殺ね

てゐたのであるが現在はその一部の紋態L か判らな

くなってゐる。

西窓はは東司と封勾をなすゃうであるが東西に二

棟設けられたとし、ふ様な閥系はなし、。 西湾の質例は

日Y6m-照宮と大猷妥にあるむが代謝句なもので総後

塗金w金部金具を打も立張なものであるが流石にこ

ｌ だけは ｾｾｊ 装飾品土行はれてゐなし、。

V II. I  7  
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E

W

陥

隙

刑

判

ほ

勿

寧 楽 屋 家 具 装 飾 庖

大阪di西区南堀江通ーノ三四( 木綿橋竜停前)

電 話 棲 川 ( 64) 二 六 六 三 ・七 九 二 三

6  HOURS CONCRETE 

1: 2 : 4 71ctt 65 6併問 217'IAil 28日 4- IQ
K

I.ノ仏

1:2: 4 71¥比 4 5 6瞬間 300うぷ 288 5即似品

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す
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ー強 ーペ ー懇

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前 ｾｊｊ ｾ 務長後に於けるＢｪ，Ｎ［ ｪ お 令 ｌｊ 1j 1:t [I 務公 JIJ .x.Fi氾の辿 り で あ り ま す ( 受付11間)

千 ｾ L  i  中 +J si t  [ q 良¥i l ¥ 

常 務 j j ( 第 13回〉

時 7  J I I 日午後 61時一71侍30分

所 陳列場以l室

出席者 理事 今 林/'¥IJ 令 長、坂副 合

長

議 事

ｾｾｾ ｊ ｽ＠ ヲ|二上院本

常 務 北厄 主5日、玉1Y:i : ｴＺｾ日

巾曲. 住E;;記口、三 11浦11市|日}主;氾日

必L中l' こ主h日記口ふ、岩 応一主七ι ‘"

制本ごiιミじ;i汁1-、政 聞編怜

l . 7月例 舎に除iす るイ牛

2. 講演時 報R昨入に 時十] す る件

Ｓ Ｎ 民主 務 品目 別 Ａ 昔日ｾＢ￬ｅに防｝ す る 件

4. 給仕探用に皆討す るイ牛

5. ill 築 と社合侍陥! 1 i 定僚に附する

イ牛

6. 合員 詮衡

報 告

1. ";守只音 l占報告

2. ，，"，; 1  L司令，:1検査官E告

3.  Ili ， ｕｩｾ 祭 ｪＭ ｉ ｬ 化工株式令祉より物品

寄 贈 報 告

4. ｉ 有海地劫研究 所 ｾｌ 況報告

5. 委 員合 幹 事 合 経 過 報 告

常 務 曾 ( 第 14回〉

l時 7月22日午後61均一BII ，:f

所 陳列おBI I主

W1l市 者 理 事 今 林;.¥11 ' I 1 長坂L'u1lf' 1長

監 事 鈴 木 監 事

議 事

常務玉置J : . " t . ! 、三 illi t 心

中西. . t "C、.:i t) r: t .lil 

久{ 呆問主 Ji 、 jj，]，-j王.t_ ，;r-

flffi 椛 編 減、」じ川編附

勉弁訴i休、

1. 全 日本 科 皐 技 術 調11. :11録合合 }J D入

の件

2. 建 築 接合 よ り競 技投 打図 案広 集

合 誌に て紹介万依 頼の件

ＳＮ 住宅改良合より住 宅 ｾＱ 工芸集合

誌 にて 紹介j ] 依 績 の 件

4. 訪伊使節011錦朝 歓 迎 午餐合併l fill

のイ斗

5.傘必 'ill 築協令より合誌交換) ] 依

績 の件

6. 1Jl J手 1 ［ 名 鋭戦顎 ｉｉｾ に 閲 する件

7. 本年度上期のJ ¥主支質 際 とード期記長

主主のイ牛

B. 建 築 と枇合印刷 に 冊目し、 プ ラ ト

y 祉より申 IBのイ斗

9_  f I 只詮衡

報 告

1. 7刀 例 令 絡了報 告

2. 6  J l 分合計報告

3. : l e 園都市問題令議li J f 九: 義組報告

ＴＮ ｩｬｬ 築型合よ り 住宅約ｕＧｻｩｬｬＺ ［ｩ ｊｩｩ�ＮｉｬｩＺ，ｾ

5.北、伝道建築協合設立報告

6. 設備委只長更迭報告・

7.委 員 台、 幹事合経過報告

ｂ Ｎ ｉｉ ｜ 征 、 ｾｦＦＮ ｪ 汲 、 除隊報告

9. 合 長 錫 明 報 告

材 料 委 員曾 ( 第 10日〉

l時 6刀27 1J 午後61k'f 50分 - ｈｾｦ＠

ｽｾｩ Ｇ＠ 協合倶幾何五

11
1

1席 者 ー 委 員 長 松 久 保

幹 事 柄 諒il

委 只 W-rlJ 、鎚 7;'; 、後 川

近間

1. 木 材 寸 法 規 物 に 附す る1' 1ユ

都 市 計童委 員舎 (ヌ'; 8 回〕

時 Ｗ 月 Ｙ 日 午後 Ｕ 時 ＳＰ 分 ＭＭ Ｘ ＱＱｾ［ ＳＰ

/ 、

λ J  

所 陳列主毎日眉1l

/1' 1席者 委員長 子|二t

幹 事 亀井

委 只 川 勝、rl' 村、，W同

松 森、完糸口、吉 田

ＱＮ 全国都市 問 題令鴻総合 ｖｩＺ Ｑ Ｑｾ 議 題原

稿 完成につき検1

法 制委 員舎 〈第6回〕

時 7  Ｉ ｾ＠ ＱＱ 日午 後 Ｖ ＱＱｾ ＲＰ 分 Ｍ Ｘ ＱＱ 寺

所 陳列叡別室

ｮ ｾ 席 者 委 員 長 池回

委 只 浅 野、黒問 、竹 τ1.'

中野 、 中 村、横 凡

ＱＮ 都市立ｲＭ ｾｉ に 除 ｩ する 『パ ｹ フ レツ ト 」

を霊堂行のf牛

2.建 築 行 政 に 闘す る記事をI i f 誌に 掲

ヰ誌の件

3. 建築物資の配給を話る合併! 他の件

陳 列 場 幹 事 倉

時 7)] 9  [ 1午後6時20分 ー711寺4

分

所 陳列 ｾｊｊｉ ｉ 三ｴＺ

/P1h;百 者 幹 事 長 池 間

常 任 幹事 総

幹 事 北 垣、 野中

l 材料: おおに隙Jする 1'1ニ

記 念事 業委 員会幹 事合 〈; 前 向 J

Il.r 6)J 27 日午後 6 1時一8時30_; i'

隙列 ｾ＾［ｉ ｉ ，Ｍ，ｽ

11¥席 者 委只長 松本

幹 事 今 休、」じ足、沼 ) 1ユ

'1' 凶

J. ，!J1校 分 科 委只令より' 1 ' 間 報告の作

2. 化 宅 委只令より挺' 袋のほ宅; 日念ll'.

刊 行の件

7 5  VI I I  



記念事業率校分科委員 舎( 第5日〕

時 7刃5 日午後61母- 9日早

月f 協曾{ 具禦郎室

ml 病 者 主 査 i也岡

幹事 北i立. 柄 ) 1・

委 員 仮 問 、久瓦知、篠原

永 瀬、!Iff" I'、II' I IJ1、

111口、

I. 祭校建設に附する宮古 2 案作成の件

記念事業皐校分科委員企 〈ヨ%回〉

時 7刃9 日午後6時一 8時

所 協令{具奨昔日室

出 席 者 主 査 池 間

幹 事 北 垣

委 員 飯 問 、高木、野・ l'

I. 皐校主主設第 2 渠草案検討の結果決

定

記念事業アパート分科委員舎

( 第 4 回)

時 6月21 日午後 6 時一8時30分

所 協合f具築部室

出 席 者 主 査 獄 中

委 員 荒 川 l、石原、野中 、

欠関

I. 各委員提出の i 7・ラ :.--J につき研

究す

記念事業アパート分科委員曾

( 第 5 佃〉

時 6月28 日午後6時- 911寺

所 陳列域別室

出 席 者 主 査 昼lilj'

幹 事 石 井

委 員 荒 川 、石原、岩尾、

問問 、小林、野中 、

矢 悶

I. 前同研究のプランを取組め検討す

記念事業アパート分科委員会

G花6 回 J

lI ，y  7  )j 2  U  午後 61! !f- - 8!1.' f-

m 1凍列易;) J I) ; (

ＱｉＧＮｦｩＧｲＮｾＧ 主査厳ＧＱＧ

幹 事 石 井

委 員 石 原、矢問

VI Il 7 6  

I . 略仕様性凡蛍様式等決定のイ牛

記念事業アパ ート分科委員合

( 第 7 回〉

時 7  )] 9日午後611辛- 911，'f

所 t>i1令倶楽祁室

11 ｾ席者主党桜中

幹 事 石 井

委 員 荒川、石原、岩尾、

問問 、![f ll' 、矢問 、

I. l & 支概算格調成に測する件

7月例命 ( 講演並凡芸評令〕

i時 7刀6 日午後 )1時一5時

所 大阪城天臨閣並天守閣

fH席 者 尾 秘 情 四 郎 氏 外64名

I. 午後 l 時30分大阪市公園課長権限

兵市民より本日は大阪市と日本'H¥:

築協舎の共同、主催により比の他

を聞きれる旨の挨拶めり講師村岡

治郎氏を紹介す

1. 村町博士ば下記i寅題の F に 11時間

牟に亙る長時間熱心なる講演めり

引波き幻般 により貨物潟況を映55

ｾｫ 説明合加へＡ穏完売一同大いに感

銘す

北支と ｾｬｬｩｦｦ の古ｫＺ￟Ｚ築に就て

京都 Tt' 大 教 疫 工 接 博 士

村 岡 治 郎 民

1. 午後 311;'f 30分再び権限課長より小

川H青保氏を紹介

展IV/:: ，';'il i( 奈叉飛鳥図主

ノト )11 11占 j/.i JIi 

小川民 11大関石筋の現状につき最

近の見聞に基き祝祭の大略につき

説明ゐり

I. 午後 41侍講演終了証J t 築協合玉位常

務より雨講師に到し謝訴を述べ一

同拍手を以て之に利し感謝の立金

表す

曾 者 ;

舎 員

石井 一万 ｾ［Ｑ 利間市 ｆ 臼 ｩＺ ｩＱｬ ｔ I. 09  

2  ( 不初1) lli 築株式合

計 )

ｬ ｾ 問菊松 ￮ｪＧ ， ｉ ｴ ｛ ， ｾ ［ ｾ都 Ｎ￭ Ｚｩ ・ ｬ Ｇ 通 ＱＴ の Ｓ

( 自岱〕

柏本源綴君堺市旭) l l i l の7 ( k阪

市役所 教 育 部 位 設

訪ID

索 隊 吉夫君 - * 淀川 hIE 宇目川南主主 2

の2( *資令祉泊中野工

業所大阪支 i J D

阪弁遜太郎君 市中戸市氏合医熊内橋

jj]i 5の10の2 ( 大阪市

教育部住百貨謀〉

1，ii 畑 滋君商 ｩｾ 阪南海主主 Ｒ の Ｓ Ｖ

( 株式合計ー松枝t且〉

問 中 義 信 君 旭町中宮町53朝 日荘

内( 共築工業月Ir)

問 中 辰 夫 君 住吉区府代J l H の l

Ｈ不￭ｬｬｉＩｾ色築株式 ｩ 合砿 〉

竹中 総雄 君 住 吉b主主主里小野町 84

( 同〉

藤 井 能 湖 沼 ・ 制f 戸市灘院篠原南町

6の565 ( 戊辰土地株

式令祉々長〉

宮本 三 千夫 ｴｾ 北以北梅岡町25 ( 相

%1. ( 工務所〉

吉田新三郎君 丙瓜阿波座」じ遁2の l

6  ( 青山工務所〉

波 汲 武 士 君 市11' 戸市兵庫区金下 山

田rzの 63( 紳戸市経理

部建築課〕

地 方 舎 員

今井 延般若・ - * 京市大量糸瓜馬込*

2の1. 074徳永方〈株

式合祉鴻池組JU京支

j占〉

l. k で小川民の案内によ b 同氏の倣 |  幸仮 定夫沼 ｊ 貨山際安嬰ｾＯｉｉ i守戸田]

影に係る H 1:天守閣に於て) 良質 ，1・ |  波ノｾ Ｇ ＮＩ呉海 ￭ ｬｉｩ｛ｴ築

の大| 司筋院 民営同氏の説明会 l倍以 I  )ll l) 
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警 f1 : 勝進沼 岐阜市本UJ : 新興j 人絹 舎 員 大学土釜日赤大阪府

株式令批岐阜紡;Jt 工 久保 ｾｴｾＧｾ を万 Jf.r ¥'三 .Ci 1Is?i" 村148 院分院¥1晦日野勝対図

核融士宅〔新興人組株
lifd 三lis京大正』夜明町4の 172期 建築工事答大林組 I' I!.

式合祉岐阜工務官浴
カ殿} ]

張所内

係〕 浦i会鋭太郎君 問 IJ II¥係児島11花粉江村
吉村幾署長君 八幡 市 槻岡茶屋町 2

ｾｬｳ 回 ｾｾ［ｦ 干 悲天市大和以煽生町 字粉江 の34

i3大丸アパ ート 14扱 曾綾田 彩 君 東 京 市 溢 谷 広 綾 田 l
管 潔 英 夫 君 北 海 道 空 知 郡 砂 川 町

(来5: ' . ill 築事務所) 丁目背 山ア パ ート JO 南本町250

村 111 自助君 様太政企部上数寄西 の124内
四日 健夫君 東京府北多摩郡昭和

一線 4 の15 C陸軍技 田原 直結君 満洲図主主化省長官房 村郷地E喜一木工務底社

手〉
令計科1佳品普段 宅

山内ぷ兵衛kl 長崎市城山田T兆二係 林 不 二 阿 君 吹 回 市 片 iJ J2 ノ4鹿岡
日高 llf 君 東 京 市 溢 谷 隠 佐 々 木

( 長崎警察官Il t I f : 築課
方

大 山町 L067

長〉
黒柳 ヨ1男君 j自民南島町 768 ｾ黒柳 荻原 キIJ 君 富 山際魚i南町日本ヵ

特別賛助員 j台民主力 l バイト増築工事場

梶 井 草荷造jp， 京都市 ｆＩ［ｾ 版画洞院 小野政太郎君 J( .f ド中河内郡縄手村 清 ＷＡ ｾ ＮｬｉＮ作業所内

五{ 傑上 J" 入幡町 543 字聞係632 香 川 善 男 君 兵庫県芸i l ! ' li 摩郡白波町

( 白後〉 上田 署長三君 奈夏市北市町56 の 4 字佐崎

小林 嘉向R 鹿島懸佐伯郡大竹田丁
鈴 木 孫 市 君 大 阪 市 役 所 監 査 吉s工

特別賛助員

新興人絹大竹工務内 ｾｬＧ検査課 山中 鹿 太 郎 君 尾 崎市神崎 町 265 側

( 新興人組株式合枇〉 山崎 11;;君 西宮市外主主木村ド蚤;
西ぺイ ント株式合 祉

弘司Z 卓 宗 山口脇玖!"Jii j怖1木村 林 181 内

大字利木( 同J 定間 近雄君兵庫県長川法郡伊丹羽丁
4、? 幸利主主沼 港区南 !J Z川 町 3 の43

普通賛助員
春日滋大森口 345の l

株式合祉竹中製作所

J，' i 問卯左ヱ|苛沼 天王寺川生玉前町 大河i松 治 郎 君 堺 市 吾 妻 梼 丞i2の7 内

13 奥村喜子吉君布施市菱屋 ｾￔＲ Ｙ
普通賛助員

符問 主主7.i:."A-干 }{.f ド北河内服交野i町

地 方 舎 員

寺 井 作 努 君 - * 匝本町 3 了目丸紅
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カではこれか らは駄 目なのTごが。 今 までの112に烈 ん

で得ることはＯｾ来な〈なる。考へて ｩＡ トるの ｴＺＧ 。 やワ
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